
155 

硯
代
政
治
学
の
先
駆
的
業
績
、

論
と
略
記
〕
に
は
、
次
の
三
つ
の
側
面
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ー
—
i

図
政
治
理
論
自
体
を
集
団
過
程
の
一
局
面
と
し
て
と
ら
え
る
、
集
団
還
元
的
「
知
識
社
会
学
」
の
萌
芽
と
い
う
側
面
、

切
政
治
過
程
分
析
と
、

し
か
し
、

そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
均
衝
化
モ
デ
ル
の
側
面
|
|
i
で
あ
る
。

こ
の
三
側
面
の
う
ち
、

落
し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。

m切
に
評
価
が
集
中
し
、

切
の
認
識
、
更
に
は

m切
切
の
相
互
関
連
の
認
識
が
欠

山

mの
評
価
に
関
し
て
は
、
例
え
ば

D

・
イ
ー
ス
ト
ン
が
与
え
た
先
駆
的
評
価
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ー

(
2
)
 

ス
ト
ン
は
過
腟
論
を
「
素
朴
な
リ
ア
リ
ズ
ム
と
政
治
過
程
へ
の
集
団
論
的
ァ
。
フ
ロ
ー
チ
…
…
と
の
間
の
分
水
嶺
」
と
し

い
活
動
の
観
察
、
測
定
、
記
述
を
強
調
す
る
自
然
科
学
的
方
法
の
側
面
、

第
直
章

ベ
ン
ト
リ
ー
政
治
過
程
論
の
成
立
・
挫
折
。
転
回

序
—
|
l

『
政
治
過
程
論
』
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

(
1
)
 

ベ
ン
ト
リ
ー
の
『
政
治
過
程
論
』
(
T
h
e
P
r
o
c
e
s
s
 
o
f
 
G
o
v
e
r弓
m
e
n
t
)
1
9
0
8
)
 

〔
以
下
、
過
程
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て
把
握
す
る
。

と
、
並
び
に
、

つ
ま
り
、
活
動
に
注
目
し
過
程
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
状
況
デ
ー
タ
の
本
質
へ
と
迫
っ
た
こ

ベ
ン
ト
リ
ー
以
後
の
政
治
学
の
主
要
な
理
論
枠
組
ー
ー
晶
孟
因
概
念
ー
|
'
を
先
取
り
し
た
こ
と
を
イ
ー
ス

(
3
)
 

ト
ン
は
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ゴ
レ
ム
ビ
ュ
ー
ス
キ
ー
は
、
ベ
ン
ト
リ
ー
政
治
学
を
四
構
成
要
素
|
—
ー
戦
略

1
1
測
定
の
強
調
に
よ
る
政
治
分
析
の
推
進
、
戦
術
1
1
経
験
分
析
と
理
論
的
ボ
レ
ミ
ー
ク
、
素
材
1
1
活
動
ー
ー
ー
か
ら
な
る

(
4
)
 

も
の
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
ベ
ン
ト
リ
ー
の
モ
デ
ル
が
、
ト
ル
ー
マ
ン
、
レ
イ
サ
ム
、
ヘ
イ
ガ
ン
ら
の
理
論
へ
と

(
5
)
 

継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
自
体
が
切
の
側
面
へ
の
高
い
評
価
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(
6
)
 

こ
う
し
た
過
程
論
へ
の
高
い
評
価
が
、
反
面
多
く
の
批
判
を
招
い
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
学
は
な
お
過
程
論
の
田
①
の
側
面
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
い
う

(
7
)
 

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
山
の
側
面
の
発
展
と
し
て
の
行
動
科
学
主
義
で
あ
り
、

5
の
側
面
の
発
展
と
し
て
の
グ
ル

ー
。
フ
・
セ
オ
リ
ー
並
び
に
釆
リ
ア
ー
キ
ー
論
で
あ
る
。
こ
の
反
映
ゆ
え
に
、
ベ
ン
ト
リ
ー
過
程
論
へ
の
創
造
的
批
判
が
、

な
お
視
代
ア
メ
リ
カ
政
治
学
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
一
定
の
有
効
性
を
も
つ
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
本
稿
に
お
け
る
過
程
論
へ
の
ア
。
フ
ロ
ー
チ
は
い
か
な
る
も
の
か
を
明
示
し
よ
う
。
本
稿
は
ま
ず
、
先
の
切
の

側
面
に
注
目
し
、

m切
切
の
関
連
を
押
え
る
こ
と
を
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
。
第
二
の
ボ
イ
ン
ト
は
、
過
程
論
に
歴

史
状
況
か
ら
光
を
あ
て
、
先
の
三
側
面
と
歴
史
状
況
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
後
述
の
如
く
、

5
の
側
面
は

、
、
、

ベ
ン
ト
リ
ー
自
身
の
曖
昧
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
認
識
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
第
一
と
第
二
の
ボ
イ
ン
ト
を
重
ね
論
ず
れ
ば
、

大
要
、
過
程
論
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
、
歴
史
性
が
把
握
で
き
よ
う
。
更
に
、
第
三
の
ボ
イ
ン
ト
は
、

ベ
ン
ト
リ
ー
研
究

の
空
白
ェ
リ
ア
(
1
9
0
8

ー

2
6
)

に
著
さ
れ
た
『
生
産
者
・
消
費
者
・
支
配
者
』
(
M
0k
e
r
s
、U
s
e
r
s
a
n
d
 M
a
s
t
e
r
s
)
 (
一
九
二

0
年
頃
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執
筆
、
六
九
年
刊
、
以
下
支
配
論
と
略
記
）
を
構
造
分
析
し
、
過
程
論
と
の
関
係
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

明
示
的
な
ベ
ン
ト
リ
ー
自
身
に
よ
る
自
己
の
歴
史
性
・
イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
分
析
を
含
み
、
先
の
分
析
は
こ
の
文
献
に

、

、

、

、

、

、

よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
本
稿
は
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
政
治
理
論
を
ベ
ン
ト
リ
ー
自
身
と
そ
の
歴
史
状
況
と

、
、
、
、
、
ヽ

(
9
)

の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
基
本
的
構
想
か
ら
発
し
て
、
先
の
三
ボ
イ
ン
ト
に
力
点
を
お
く
ア
。
フ
ロ
ー

チ
を
と
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
歴
史
性
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
暴
露
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
な
の
で

は
な
い
。
本
稿
の
主
目
的
は
、
先
の
三
ボ
イ
ン
ト
を
軸
に
、
危
機
的
転
換
期
に
あ
っ
て
真
摯
に
そ
の
状
況
と
格
闘
し
た

ベ
ン
ト
リ
ー
の
軌
跡
を
浮
彫
り
す
る
こ
と
に
努
め
、
過
程
論
か
ら
支
配
論
へ
の
ベ
ン
ト
リ
ー
政
治
過
程
論
の
成
立
・
挫

折
・
転
回
過
程
を
解
明
し
、

よ
っ
て
政
治
過
程
論
の
限
界
と
発
展
の
方
途
を
探
究
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

(
l
)
 
A
r
t
h
u
r
 
F
.
 B
e
n
t
l
e
y
,
 
T
h
e
 
P
r
o
c
e
s
s
 
o
f
 
G
o
v
e
r
n
m
塁
t
:
A
 
S
t妥
d
y
o
f
 
S
o
c
 g
 
l
 P
r
e
s
s
u
r
e
、
(
C
h
i
c
a
g
o
,

1
9
0
8
)
e
d
.
 
b
y
 

P
e
t
e
r
 
O
d
e
g
a
r
d
(
H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
.
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
6
7
)
.
 
こ
の
書
は
過
程
論
と
略
記
さ
れ
、
引
用
は
原
則
と
し
て
(
P
G
.

p
.
1
5
)
と

い
う
形
で
本
文
に
く
み
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。
又
、

A
r
t
h
u
r

F
.
 B
e
n
t
l
e
y
,
 
M
a
k
e
r
s
,
 
U
s
e
r
s
 
a
n
d
 
M
a
s翌
e
r
s
(
1
9
2
0
頃
執
筆
）

e
d
.
 
b
y
 S
i
d
n
e
y
 
R
a
t
n
e
r
 (
S
y
r
a
c
u
s
e
 
U
n
i
v
.
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
6
9
)
は
、
支
配
論
と
略
記
さ
れ
、
同
様
に
引
用
は
(lVIUlVI.p.
3
4
)
と
い

う
形
で
記
す
。

(
2
)
 
D
a
v
i
d
 E
a
s
t
o
n
,
 
T
h
e
 P
o
l
i
t
i
呈
S
y
s
t
塁
ご

A
n

I
忘巳`
u

i
ミ
o
i
h
e
S
i
0
[
e
 o
f
 
P
o
l
ミ
g
l
 S
c
i
e
箆
ぎ
(
1
9
5
3
,

2
n
d
.
 
e
d
.
 

1
9
7
1
 
N
e
w
 Y
o
r
k
)
p
.
1
7
7
.
 
-3川
雄
芦
巳
訳
『
政
治
体
系
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
六
年
）
一
八
五
頁
。

(
3
)
I
b
蕊
こ

p
.
1
7
6

ff. 
p
p
.
2
7
 0
ー

2
7
1
.

m:; 叩
い
一
八
四
頁
以
下
、
二
七
八
頁
。

(
4
)
 
R
o
b
e
r
t
 
T
.
 G
o
l
e
m
b
i
e
w
s
k
i
,
 ミ

'
T
h
e
G
r
o
u
p
 B
a
s
i
s
 
o
f
 
P
o
l
i
t
i
c
s
,
"
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
 
R
e
蕊
e
u
.
〔

m年
ト

A
P
S
R
〕
巳
＜
（
D
e
c
e
m
b
e
r

1
9
6
0
)
 p
p
.
 9
6
2

ー

9
6
5
.

こ
の
文
献
は
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(
5
)
 
D
a
v
i
d
 B
.
 T
r
u
m
a
n
,
 
T
h
e
 G
o
v
e
r
r
呈
塁
t0
l
 P
r
o
c
e
s
s
 :
 P
o
l
i
t
i
 g
 l
 I
n
t
e
r
e
s
t
s
 
a
n
d
 
P
u
b
l
さ

O
p
i
蕊。
n
（

N
e
w

Y
o
r
k
,
 

1951)• 

E
a
r
l
 
L
a
t
h
a
m
,
 
T
h
e
 
G
r
o、
u
p

B
a
s
i
s
 
o
f
 
P
o
l
i
t
i
c
s
,
 
(
N
e
w
 
Y
o
r
k
,
 
1
9
5
2
)
.
 
C
h
a
r
l
e
s
 B• 

H
a
g
a
n
,
 
"
T
h
e
 
G
r
o
u
p
 

i
n
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
,
"
 
i
n
 
L
i
f
e
,
 
L
a
n
g
u
a
g
e
,
 
L
a
w
、
ed.

b
y
 R
i
c
h
a
r
d
 
W
.
T
a
y
l
o
r
(
Y
e
l
l
o
w
 S
p
r
i
n
g
s
,
 
1
9
5
7
)
,
 
p
p
.
1
0
9
 

ー

1
2
4
.

(
6
)
 
B
e
r
n
a
r
d
 C
r
i
c
k
,
 
R
.
 
E• 

D
o
w
l
i
n
g
,
 
M
y
r
o
n
 Q• 

H
a
l
e
,
 
L
e
o
 W
e
i
n
s
t
e
i
n

ら
の
批
判
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
7
)

誤
解
を
避
け
る
た
め
に
過
程
論
と
行
動
科
学
主
義

b
e
h
a
v
i
o
r
a
l
i
s
m

の
関
係
に
つ
い
て
述
ぺ
て
お
き
た
い
。
周
知
の
如
く

イ
ー
ス
ト
ン
は
、
政
治
過
程
概
念
と
政
治
行
動
概
念
を
明
確
に
区
別
し
(
E
a
s
t
o
n
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.
2
0
1

ー

2
1
6
.

邦
訳
、
二

0
六
I

二

―
―
頁
）
、
又
、
ベ
ン
ト
リ
ー
を
行
動
主
義
b
e
h
a
v
i
o
r
i
s
m
と
規
定
し
行
動
科
学
主
義
で
な
い
と
決
め
つ
け
て
い
る
(
J
.
0
・
チ

ャ
ー
ル
ス
ワ
ー
ス
編
『
現
代
政
治
分
析
』

I
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
一
九
頁
）
。
し
か
し
、
こ
の
相
違
を
超
え
て
、
過
程
論
と
行

動
科
学
主
義
の
間
に
は
「
自
然
科
学
の
方
法
論
的
前
提
に
し
た
が
っ
て
構
成
さ
れ
る
政
治
科
学
」
(
D
・
イ
ー
ス
ト
ン
『
政
治
分
析

の
基
礎
』
岡
村
忠
夫
訳
〔
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
八
年
〕
一
九
頁
。
）
を
志
向
す
る
点
で
緊
密
な
連
続
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

(
8
)

こ
の
系
列
を
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ー
ン
は

B
e
n
t
l
e
y
,

T
r
u
m
a
n
,
 
D
a
h
l
,
 
M
c
C
o
n
n
e
l
,
 
L
o
w
i

と
い
う
系
列
で
整
理
し
、

B
e
n
t
l
e
y
 ,
T
r已
m
a
n
)

B
e
n
t
l
e
y
 ,
D
a
h一
の
共
通
性
を
強
調
し
て
い
る
。
J
•D
a
v
i
d
 G
r
e
e
n
s
t
o
n
e
,
 
G
r
o
u
p
 
T
h
e
o
r
i
e
s
,
 
i
n
 
H
a
豆＇

b
o
o
k
 
o
f
 
P
o
l
i
t
さ
0
l
S
c
芯
n
cぎ

ed.

b
y
 F
r
e
d
 I• 

G
r
e
e
n
s
t
e
i
n
,
 
N
e
l
s
o
n
 
W
.
P
o
l
s
b
y
,
 
v
o
l
.
2
,
 
p
p
.
2
4
3
 -
3
1
8
.
 
ヤ
ン
ゲ
ノ
は
、

過
程
論
を
「
グ
ル
ー
。
フ
・
セ
オ
リ
ー
の
概
念
的
土
台
」
の
「
体
系
的
記
述
」
と
し
て
今
な
お
重
要
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

O
r
a
n

R• 

Y
o
u
n
g
・
,
 
S
y
s
t
e
m
 o
f
 
P
o
l
i
t
i
 g
l
S
忌
n
c
e
、
(
E
n
g
l
e
w
o
o
d
C
l
i
f
f
s
.
 
1
9
6
8
)
 p
.
8
0
.
 
江
川
潤
訳
『
現
代
政
治
学
の
方
法
』
（
福
村

出
版
、
一
九
七
二
年
）
九
六
頁
。

(
9
)

こ
う
し
た
政
治
理
論
へ
の
ア
。
フ
ロ
ー
チ
は
、
升
味
準
之
輔
氏
に
負
っ
て
い
る
。
升
味
準
之
輔
『
現
代
政
治
と
政
治
学
』
（
岩
波

書
店
、
一
九
六
四
年
）
七
六
頁
以
下
。
『
ュ
ー
ト
ピ
ア
と
権
力
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
）
序
章
、
等
参
照
。
な
お
ベ
ン

ト
リ
ー
を
含
む
集
団
迎
論
全
般
に
対
し
て
包
括
的
に
検
討
を
加
え
た
本
格
的
研
究
書
に
中
野
実
『
現
代
国
家
と
集
団
の
理
論
』
（
早

稲
田
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
が
あ
る
。
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n
科
学
方
法
論
的
志
向
の
強
い
著
作

⑤
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I

現
実
分
析
的
志
向
の
強
い
著
作
（
草
稿
を
含
む
）

本
論
に
先
立
っ
て
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
諸
著
作
と
ベ
ン
ト
リ
ー
研
究
の
現
状
を
概
観
し
て
お
ぎ
た
い
。

ベ
ン
ト
リ
ー
研
究
は
ほ
ほ
過
程
論
に
の
み
集
中
し
て
恙
た
感
が
あ
る
が
、
過
程
論
に
代
表
さ
れ
る
ベ
ン
ト
リ
ー
の
諸

志
向
と
、

著
作
に
は
二
つ
の
緊
張
せ
る
魂
が
底
流
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
科
学
主
義
の
魂
な
い
し
科
学
方
法
論
的

(
l
)
 

リ
ア
リ
ズ
ム
の
魂
な
い
し
現
実
分
析
的
志
向
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
志
向
の
相
互
関
連
の
解
明
こ
そ
が
、

全
著
作
の
流
れ
を
見
る
た
め
、

ベ
ン
ト
リ
ー
を
総
体
的
に
把
握
す
る
方
向
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
こ
の
志
向
別
に
全
著
作
を
分
類
し
て
み
よ
う
。

①
 
1
8
9
3
,
 

T
h
e
 
C
o
n
d
i
t
i

。n
o
f
 
t
h
e
 
W
e
s
t
n
 

(

2

1

)

 

T
o
き
n
s
h
i
p
.

③
 
1
9
0
2
,
 
T
h
e
 T
r
u
s
t
e
e
s
 
o
f
 t
h
e
 
S
a
n
i
t
a
r
y
 D
i
s
t
r
i
c
t
 
o
f
 
C
h
i
c
a
g
o
 
t
o
 
t
h
e
 
C
o
n
g
r
e
s
s
 
o
f
 
t
h
e
 
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s
:
 D
e
e
p
 

(
3
)
 

W
a
t
e
r
w
a
y
 
f
r
o
m
 
L
a
k
e
 
M
i
c
h
i
g
a
n
 
t
o
 
t
h
e
 
M
i
s
s
i
s
s
i
p
p
i
 
R
i
v
e
r
.
 (
M
S
S
)
.
 

④
 
1
9
0
8
,
 
T
h
e
 
P
r
o
c
e
s
s
 
o
f
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
 
P
a
r
t
 II 
(
p
p
 .
1
7
3

ー

4
9
4
)
.

(
4
)
 

1
9
2
0
,
 
M
a
k
e
r
s
,
 
U
s
e
r
s
 
a
n
d
 
Jl,!fasters. (
u
n
p
u
b
l
i
s
h
e
d
.
 
1
9
6
9
 
p
u
b
l
i
s
h
e
d
)
 

翠
ミ
蕊
e
1
.
0
s
 Ill
蕊
t
r
0
t
e
d
b
U
E
c
o
1↑
0
且
C

H
窃
t
o
r
y

o
f
 
a
 
N
e
b
r
a
s
k
a
 

1

ベ
ン
ト
リ
ー
の
著
作
に
お
け
る
二
系
列

ベ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
二
つ
の
魂
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こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
二
つ
の
志
向
の
交
錯
が
、
少
な
く
と
も
一
九
二

0
年
代
ま
で
は
ベ
ン
ト
リ
ー
の
特

質
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、

政
治
学
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
多
く
は
、
過
程
論
に
、

論
の
理
論
構
造
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
概
念
や
経
済
的
「
均
衡
」
概
念
と
だ
ぶ
ら
せ
て
論
じ
ら
れ
、
多
く
の
マ
ク
ロ
政
治

(
9
)
 

理
論
が
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
よ
り
ミ
ク
ロ
な
政
治
理
論
た
る
圧
力
団
体
論
と
の
関
連
も
論
及
さ
れ

(10) 

て
き
た
。
理
論
史
的
な
ア
。
フ
ロ
ー
チ
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
カ
学
と
の
関
係
や
、
社
会
学
的
闘
争
理
論
、
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ズ
ム
運
動
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
よ
り
広
い
思
想
史
的
文
派
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム

11
ア
メ
リ
カ
自
由

(12)

（

13) 

主
義
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
、
過
程
論
の
「
保
守
主
義
」
的
機
能
を
批
判
す
る
も
の
も
多
い
。

ー
チ
を
と
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ④ ② 

(
5
)
 

1
8
9
5
,
 
"
T
h
e
 
U
n
i
t
s
 
o
f
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
 
in 
t
h
e
 
S
o
c
i
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
s
.
 

1
9
0
8
,
 
T
h
e
 
P
r
o
c
e
s
s
 
o
f
 
G
o
v
e
r
n
m
塁
i
、
P
a
r
t
I
 • 

(
p
p
.
 l
ー

1
7
2
)
.

l
 
9
2
6
,
 
R
e
l
a
t
i
v
i
t
y
 
i
n
 
Jlf a
n
 a
n
d
 
S
o
c
i
t
萎．

1
9
3
2
,
 
I
 ̀
g
g

蕊
与
言
言
s
o
f
 
M
a
t

ざ
言
cs.

1
9
3
5
,
 
B
e
君
蕊
or,
K
n
o
さ
l
e
d
g
e
、
F
0
c
t
.

(
6
)
 

1
9
4
9
,
 
K
n
o
豆
n
g

a
n
d
 
t
h
e
 
K
n
o
w
n
.
(
w
i
t
h
 
J
o
h
n
 
D
e
w
e
y
)
 

(
7
)
 

1
9
5
4
,
 
I
 u
q
u
i
r
y
 
i
n
t
o
 
I
 n
q
良
1

芯
s
:
E
s
s
a
y
s
 
i
n
 
S
o
c
i
a
l
 
T
h
e
。ミ・

1
9
6
4
,
 
J
o
h
n
 
D
e
w
e
y
 
a
n
d
 
A
r
t

ぎ
ir

F
.
B
e
n
t
l
e
y

、
A

P
h
i
l
o
s
o
p

翠

g
l
 C
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
c
e
 
1
9
3
2
 -l~Si. 

（
上
の
番
号
は
執
筆
順
を
表
わ
す
。
な
お
以
下
こ
の
番
号
で
著
作
を
さ
す
場
合
が
が
あ
る
。
）

こ
れ
ま
で
の
ベ
ン
ト
リ
ー
研
究
は
こ
れ
ら
諸
著
作
に
対
し
い
か
な
る
ア
。
フ
ロ

と
り
わ
け
そ
の
理
論
構
進
に
集
中
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
過
程
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ベ
ン
ト
リ
ー
の
著
作
を
過
程
論
以
外
に
ま
で
広
く
検
討
し
た
も
の
を
見
れ
ば
、

こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
よ
り
総
合
的
な
ア
。
フ
ロ
ー
チ
は
、

R
．
テ
イ
ラ
ー
、

S
・
ラ
ト
ナ
ー
、

P
．
ク
レ
ス
、
喜

(14) 

多
靖
郎
が
採
用
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
、

P
．
ク
レ
ス
、
喜
多
に
よ
る
ベ
ン
ト
リ
ー
の
「
過
程
」
観
念
、
ト
ラ
ン
ザ
ク

合
的
ア
。
フ
ロ
ー
チ
が

n系
列
を
重
視
す
る
こ
と
は
、

シ
ョ
ナ
ル
・
ア
。
フ
ロ
ー
チ
の
発
掘
は
、
方
法
論
的
研
究
の
―
つ
の
成
果
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ベ
ン
ト
リ
ー
ヘ
の
総

(15) 

ベ
ン
ト
リ
ー
の
こ
の
分
野
で
の
業
績
の
大
苔
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
概
括
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、

ま
り
、

い
わ
ん
や
、

rrの
系
列
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る

そ
こ
に
一
定
の
偏
り
が
見
出
さ
れ
よ
う
。

ベ
ン
ト
リ
ー
著
作
群
の
う
ち
、
過
程
論
を
除
く

I
の
系
列
は
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

I
I
I
両
系
列
を
総
合
し
た
研
究
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
の
関
心
ー
_
ー
ベ
ン
ト

リ
ー
政
治
理
論
を
彼
自
身
と
そ
の
歴
史
状
況
と
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
し
て
把
握
す
る
ー
|
t
か
ら
す
れ
ば
、

ま
ず
、
先
の
表
に
お
い
て
、

I
系
列
の
研

I
I
T
両
志
向
の
ク
ロ
ス
ゾ
ー
ン
が
過
程
論
で
あ
る
こ
と
、
更
に
一
九
二

0
年
代
を
画
期

と
し
て

I
系
列
が
消
滅
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
過
程
論
を
含
む

I
系
列
が
一
八
九
〇

ー
一
九
二

0
年
代
の
歴
史
状
況
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
は
更
に
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
ラ
イ
フ
ヒ

(16) 

ス
ト
リ
ー
に
立
入
っ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
る
。
安
易
な
類
推
は
許
さ
れ
な
い
か
、
①
の
著
作
と
ベ
ン

ト
リ
ー
の
生
誕
地
、
出
身
大
学
、

③
④
の
著
作
と
彼
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
生
活
、

⑤
の
著
作
と
彼
の
「
無
党
派
連
盟
」

(
N
o
n
 ,
 
P
a
r
t
i
s
a
n
 ,
 
L
e
a
g
u
e
)
へ
の
関
与
は
各
々
強
い
関
連
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
ろ
。

従
っ
て
、
我
々
が

I
系
列
の
著
作
を
分
析
し
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
注
目
し
対
決
し
た
「
現
実
」
な
い
し
「
研
究
の
焦
点
」

究
は
極
め
て
重
要
な
意
義
を
帯
び
て
く
る
の
で
あ
る
。

つ
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(b) (a) A 
し
て
い
た
。

を
解
明
し
、

こ
の
理
論
化
さ
れ
た
「
現
実
」
並
び
に
「
理
論
構
造
」
を
歴
史
的
現
実
と
対
照
さ
せ
れ
ば
、

の
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
様
式
、
更
に
は
彼
の
歴
史
性
、

こ
の
よ
う
な
特
殊
な
本
稿
の
関
心
か
ら

I
系
列
が
重
視
さ
れ
検
討
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

ー
把
握
に
際
し
て
も
か
か
る
検
討
は
不
可
欠
な
一
要
素
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

本
稿
の
対
象
と
仮
説

現
実
分
析
的
志
向

I
I
の
系
列
の
著
作
の
う
ち
過
程
論
(
1
9
0
8
)

と
支
配
論
(
1
9
2
0
)

で
あ
る
。
ま
ず
、
本
稿
の
展
開
の
見
取
り
図
な
い
し
仮
説
に
あ
た
る
も
の
を
示
し
て
お
こ
う
。

過
程
論
の
背
景
を
な
す
歴
史
状
況
、

一
般
的
思
考
様
式
が
分
析
さ
れ
る
（
三
節
）
。
次
に
、

(17) 

っ
て
過
程
論
が
分
析
さ
れ
る
（
四
節
）
。
す
な
わ
ち
、

ベ
ン
ト
リ
ー
は
、

こ
の
歴
史
状
況
1
1
革
新
主
義
的
状
況
と
り
わ
け
革
新
主
義
迎
動
に
自
己
の
価
値
意
識
を
重
ね

合
わ
せ
て
お
り
（
事
実
1
1
価
値
）
、
更
に
こ
の
運
動
が
当
時
極
て
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
楽
観
的
見
通
し
を
有

こ
の
事
実
1
1
価
値
の
等
式
と
楽
観
性
が
、

本
稿
が
直
接
対
象
と
す
る
の
は
、

2
 

し
か
し
、

両
者
は
楽
観
的
ム
ー
ド
の
中
で
渾
然
と
融
合
し
て
い
た

他
方
、

事
実
と
価
値
の
緊
張
は
自
覚
さ
れ

ベ
ン
ト
リ
ー

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が
十
分
抽
出
で
送
る
の
で
あ
る
。

よ
り
総
合
的
な
ベ
ン
ト
リ

ベ
ン
ト
リ
ー
を
し
て
事
実
1
1
価
値
で
あ
る
現
実
を
正
し
く
と
ら
え
る

「
科
学
」
的
方
法
づ
く
り
へ
と
専
心
さ
せ
る
〔
自
然
科
学
的
方
法
〕
。

な
い
も
の
の
、
先
の
方
法
の
徹
底
か
ら
、
自
己
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
・
歴
史
性
認
識
へ
の
萌
芽
が
あ
ら
わ
れ
る

〔
集
団
還
元
的
「
知
識
社
会
学
」
の
萌
芽
〕
。

こ
れ
と
の
対
比
に
よ
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(
l
)
 

c
 

(f) (e) (d) 

ー
が
付
言
さ
れ
る
（
六
節
）
。

「
危
機
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

ベ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
事
実
11
価
値
の
等
式
は
崩
壊
す
る
。

T
h
e
 
U
n
i
t
s
 

彼
の
関
与
す
る
連
動
は
劣
勢
で
あ
り
、
現
実
は

こ
の
曖
昧
な
道
具
は
、
「
硯
実
」
を
あ
る
バ
イ
ア
ス
を
も
っ
て
切
り
と
る
こ
と
と
な
り
、

で
ぎ
あ
が

(18) 

っ
た
分
析
や
モ
デ
ル
は
規
範
性
と
記
述
性
の
二
重
性
を
帯
び
る
〔
「
学
問
の
マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ
た
道
徳
的
弁
証
法
」
〕
。

過
程
論
の
場
合
と
比
ベ
一
変
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
五
節

m)。
更
に
、
過
程
論
と
対
比
し
つ
つ
支
配
論
が
分
析
さ
れ
る
（
切
以
下
）
。
す
な
わ
ち
、

危
機
は
、
ベ
ン
ト
リ
ー
が
「
科
学
」
的
方
法
に
安
住
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
事
実
と
価
値
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
彼
に
自
己
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
、
歴
史
性
を
鋭
く
認
識
さ
せ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
と
自
然
科
学
的
厳
密
さ
を

確
に
峻
別
さ
れ
、

統
合
す
る
方
法
の
再
構
成
が
要
請
さ
れ
る
〔
自
己
の
対
象
化
と
統
計
利
用
〕
。

こ
の
方
法
態
度
か
ら
、
規
範
分
析
・
モ
デ
ル
、
記
述
分
析
・
モ
デ
ル
、
実
践
的
政
策
・
連
動
論
、
の
三
者
は
明

(19) 

し
か
も
自
党
的
な
統
合
が
模
索
さ
れ
る
〔
「
科
学
・
価
伯
・
社
会
的
行
為
の
結
合
」
〕
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
過
程
論
か
ら
支
配
論
へ
の
挫
折
・
転
回
の
意
義
が
整
刑
さ
れ
る
。
更
に
、

ベ
ン
ト
リ
ー
に
と
っ
て
の
も
う
―
つ
の
挫
折
・
転
回
ー
ー
命
竿
夫
分
析
的
志
向
の
消
滅
と
科
学
方
法
論
へ
の
逃
避

喜
多
靖
郎
も
ベ
ン
ト
リ
ー
の
「
複
合
的
構
造
」
に
注
目
し
て
い
る
。
喜
多
靖
郎
「
A
.
F
・
ベ
ン
ト
リ
ー
の

B

続
い
て
支
配
論
の
背
景
を
な
す
歴
史
状
況
が
、

に
す
ぎ
な
い
〔
「
道
具
」
を
つ
く
る
試
み
〕
。

ヽ

c
 

（
 

従
っ
て
、
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of 

Process :
 Th
e
 
A
m
b
i
g
u
o
u
s
 L
e
g
a
c
y
 
of 

A
r
t
h
u
r

『
.
Bentley, 

(Urbana, 
1970)p.19. 

Hale, op.cit., 
p.956. 

(LJ')) 
醤

饂
寄

笥
菩

翌
痙

忍
涯

も
足

認
語

（
『

頃
k

班
善
』

1
<
痢
11
宜
/

1
共

翠
1宜

）
鈴
翌゚

(lO) 
]
兵
回
は
一
回
く
母
娯
瞑
握
択
蠍
゜

(t-) 
"
K
n
o
w
l
e
d
g
e
 a

n
d
 Society" 1910, 

~
 苓
豆
）
兵
）
）

K
ー
ば

0
母

娯
科
8
廻
悩
報

0
ed. 

a
n
d
 
introduction b

y
 S
i
d
n
e
y
 

Ratnet. 

(oo) 
selected 

a
n
d
 
ed. 

b
y
 
Sidney 

R
a
t
n
e
r
 
a
n
d
 
Jules 

A
l
t
m
a
n
.
 
introduction 

b
y
 
S
i
d
n
e
y
 
Ratner. 

(
m
)
 

D
.
 Easton, D

.
 T
r
u
m
a
n

姿
巳

饂
や

か
喜

'
L
a
t
h
a
m
,

R
a
g
a
n
ゃ

躙
声

璽
忍

ザ
0

「
鞘
送
」
纏
匿
忌
囀
罵
:
:
.
)
ド
こ

I'(,0
 

尽
ぺ
迎
<
"
"
~
,
\
立
「
綻
諒
迅
得
雑
思
蛭
→
芸
宍
面
」
ど
「
縣
臣
室
唖
→
車
垣
宍
届
」
ふ
匿
噂
初
却
や
こ
炉

H
a
g
a
n
,
 
op. cit., 

p. llOff. 
区
~
"
"
キ
<
足
。
こ
や
豆
恥
叫
闊
皿
⑰
真
い

pp.35
―
36.

-1-,_<,¥J絲
陛
〇

(
S
)
 

H
a
r
m
o
n
 
Zeigler, 

Interest 
G
r
o
u
p
s
 
I
n
 A
m
e
r
i
c
a
n
 
Society. 

(
E
n
g
l
e
w
o
o
d
 Cliffs, 

1
9
6
4
)
p
p
.
6
-
ll, 

G
.
D
a
v
i
d
 

Garson, 
"
O
n
 
the 

Origins 
of 

Interest-Group 
T
h
e
o
r
y
:
 A

 Critique 
of 

a
 Process," 

A
P
S
R
 L

X
V
I
I
I
 (1974, 

D
e
c
.
)
p
p
.
1
5
1
1
-
1
5
1
4
.
 サ

誌
置

l
『
出
只
臣
辻
渥
』
（
檸
獣
苺
/

1
主

(11
湛
）
弱
絲
淫
°

(:::) 
l¥

叶
-...L,¥

只
裔
忙
1.J8

窒
逃

.::20
こ

ド
豆

R
.
E
.
 Dowling・, 

"Pressure 
G
r
o
u
p
 
T
h
e
o
r
y
 :

 Its 
Methodological 
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R
a
n
g
e
,
"
 
A
P
S
R
 L
I
V
 (1
9
6
 0
 ,
 D

e
c
e
m
b
e
r
)
 p
p
.
 9
4
4
 -
9
5
4
.
 

ニ
ュ
ー
ト
ン
カ
学
、
社
会
学
的
闘
争
理
論
と
の
関
係
で
は
、
中
野

実
「
ベ
ン
ト
レ
ー
に
お
け
る
閾
争
と
均
衡
の
論
理
」
『
政
治
学
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
、
一
九
七
一
年
）
、
。
フ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
運
動

と
の
関
係
は
、
森
本
哲
夫
「
。
フ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
思
想
運
動
の
基
本
的
性
格
と
方
法
」
『
政
治
研
究
』
（
九
州
大
学
）

14
号
、
「
ベ
ン

ト
レ
ー
の
『
政
治
理
論
』
分
析
試
論
」
『
九
大
法
学
』
1
0
号
参
照
。

(12)

田
口
富
久
治
『
社
会
集
団
の
政
治
機
能
』
（
未
来
社
、
一
九
六
九
年
）
第
一
章
。
田
口
氏
の
批
判
は
こ
れ
に
つ
き
る
も
の
で
な

＜
極
め
て
総
合
的
な
批
判
で
あ
る
0

cf. 
L
o
u
i
s
 
H
a
r
t
z
,
 
T
h
e
 L
i
b
e
r
a
l
 
T
r
且
生
。
n

g

A
m
e
r

苔こ
N
e
w

Y
o
r
k
,
 
1
9
5
5
)
p
.
3
 09 

p
.
2
5
0
.
 
有
賀
貞
•
松
平
光
央
訳
『
ア
メ
リ
カ
自
由
主
義
の
伝
統
』
（
有
信
堂
、
一
九
六
三
年
）
二
三I
二
四
頁
、
一
九
0
頁
。

(13) 
H
a
l
e
,
 
o
p
.
 cit.

、
e
s
p
.

p
.
 9
5
8
 
ff. 
cf. 
O
l
i
v
e
r
 
G
a
r
c
e
a
u
,
 
"
R
e
s
e
a
r
c
h
 
i
n
 
t
h
e
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
P
r
o
c
e
s
s
,
"
 
A
P
S
R
 X

L

 
V
 

(
1
9
5
1
,
 
M
a
r
c
h
)
p
p
.
6
9
-
8
5
.
 

(14) 

R
i
c
h
a
r
d
 
W
.
 Ta
y
l
o
r
,
'
^
 A
r
t
h
u
r
 
F
 .B
e
n
t
l
e
yぷ

s

P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
,
"
 
T
h
e
 
W
e
s
t
e
r
n
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
Q
u
 ̀0
r
i
e
r
l
y
)
<
o
l
.
 

V• 

N
o
.
2
.
 
p
p
.
2
1
4

ー

2
3
0
.
"
L
i
f
e
,
 
L
a
n
g
u
a
g
e
,
 
L
a
w
,
"
 i
n
 
L
i
f
e
,
 
L
a
n
g
u
a
g
e
,
 
L
a
w
,
 
ed. 
b
y
 R
.
 W
.
 Ta
y
l
o
r
,
 
p
p
.
3

ー

2
5
.

S
i
d
n
e
y
 
R
a
t
n
e
r
,
 
"
A
.
 F
.
 B
e
n
t
l
e
yぷ

s

I
n
q
u
i
r
i
e
s
 
i
n
t
o
 
t
h
e
 
B
e
h
a
v
i
o
r
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
 
a
n
d
 
t
h
e
 
T
h
e
o
r
y
 
o
f
 
S
c
i
e
n
t
i
f
i
c
 

I
n
q
u
i
r
y
,
"
 
i
n
 
L
i
f
e
,
 
L
a
n
g
u
a
g
e
,
 
L
a
w
,
 
p
p
.
2
6
ー

5
7
,
P
a
u
l
 F

疇

K
r
e
s
s
,
o
p
 .cit. 
睾
i
タ
グ
碑
出
細
砂
「
ア
メ
リ
カ
甲
8
庄
八
祐
5

吟
田
学
に
お

け
る
『
過
程
』
観
念
に
つ
い
て
」
『
近
大
法
学
』
ニ
ニ
巻
一
号
、
「
ベ
ン
ト
リ
ー
理
論
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

。
フ
ロ
ー
チ
」
阪
野
亘
緬
『
行
動
論
政
治
学
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
七
六
年
）
所
収
。

(15)

ク
リ
ッ
ク
は
ベ
ン
ト
リ
ー
を
。
フ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
の
中
で
「
。
ハ
ー
ス
以
来
最
も
純
粋
な
論
理
学
者
」
と
評
し
て
い
る
。

B
e
r
n
a
r
d
 C
r
i
c
k
,
 
T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 S
c
i
e
n
c
e
 
o
f
 
P
o
l
i
苔
s
:
 I
 ts 
O
r
i
g
i
n
s
 
a
n
d
 
C
o
n
d
i
 ti
。ns
,
(
L
o
n
d
o
n
,

1
9
5
9
)
p
.
1
2
0
.
 
内
2

山
・
梅
垣
・
小
野
訳
『
現
代
政
治
学
の
系
譜
』
（
時
潮
社
、
一
九
七
三
年
）
二

0
三
頁
。
鶴
見
俊
輔
『
デ
ェ
ー
イ
』
（
請
談
社
、
一
九

八
四
年
）
で
の
ベ
ン
ト
リ
ー
の
位
懺
づ
け
も
参
照
。

(16)

ベ
ン
ト
リ
ー
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

(
T
a
y
l
o
r
,

"
I
n
 
M
e
m
o
r
i
a
m
,
"
 
A
P
S
R
 
L
I
 

(
1
9
5
7
,
 
S
e
p
.
)
 O
d
e
g
a
r
d
,
 
R
a
t
n
e
r

の
諸
論
文
、
④
⑤
⑩
⑪
の
序
文
及
び
、

A
r
t
h
u
r

F
.
 B
e
n
t
l
e
y
,
 
E
p
i
l
o
g
u
e
,
 
i
n
 
L
i
f
e
,
 

L
0
n
g
u
o
g
e
)
L
旦
さ
等
を
参
照
。
）
ベ
ン
ト
リ
ー
は
、
グ
リ
ー
ン
バ
ッ
ク
党
(
G
r
e
e
n
b
a
c
k

P
a
r
t
y
)
や
人
民
党
(
P
o
p
u
l
i
s
t

P
a
r
t
y
)
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（
補
論
参
照
）
の
拠
点
の
一
っ
と
な
る
イ
リ
ノ
イ
州

F
r
e
e
p
o
r
t

に
銀
行
家
の
息
子
と
し
て
生
誕
(
1
8
7
0
)
。
二
つ
の
大
学
を
中
退
後

二
0
歳
の
時
、
革
新
主
義
の
メ
ッ
カ

J
o
h
n
H
o
p
k
i
n
s
 
U
n
i
v
.
 
に
入
学
し
、

R
i
c
h
a
r
d
E
l
y

に
師
事
。
社
会
問
題
に
関
心
を
も

ち
①
で
A
.
B
.
を
取
得
。
ド
イ
ツ
に
留
学
し

W
a
g
n
e
r
,
S
c
h
m
o
l
l
e
r
と
く
に

S
i
m
m
e
lの
影
磐
を
う
け
、
②
で
P
h
•D
.
 
を
取

得。

C
h
i
c
a
g
o
U
n
i
v
.
 に
奉
職
し

D
e
w
e
y

を
知
る
が
す
ぐ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
転
ず
る
(
C
hさ
0
g
o
T
$n
e
s
 ,
H
e
r
a
l
d
y
B
e
c
o
r
d
'
 

H
e
1
痣
d
)
。
革
新
主
義
の
最
中
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
時
代
(
1
8
9
6

ー

1
9
1
0
)
に
③
④
を
著
す
。
そ
の
後
、
神
経
疲
労
の
た
め
イ
ン
デ

ィ
ア
ナ
州

P
a
o
l
i

に
隠
遁
し
農
園
を
営
む
。
第
一
次
大
戦
中
に
は
赤
十
字
の
組
織
化
を
助
け
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
委
員
長
）
、
戦

後
無
党
派
連
盟
に
関
心
を
寄
せ
⑤
を
執
筆
。
更
に
政
治
実
践
へ
と
進
み
、

T
h
e

C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
f
o
r
 
P
r
o
g
r
e
s
s
i
v
e
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 

A
c
t
i
o
n

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
議
長
に
就
任
し
、

R
.
M
 

• 
L
a
F
o
l
l
e
t
t
e

の
大
統
領
選
挙
を
遂
行
(
1
9
2
4
)
。
こ
の
敗
北
後
、
農
園
に

住
み
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
全
く
外
に
あ
っ
て

D
e
w
e
y
,

R
a
t
n
e
r
,
 
A
l
t
m
a
n

ら
少
数
の
学
者
と
の
交
流
を
通
じ
独
自
の
科
学
方
法

論
、
論
理
学
の
構
築
を
め
ざ
し
⑥

l
⑩
を
執
筆
。

D
e
w
e
y

と
の
共
同
研
究
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
過
程
論
の
見
直
し
が

始
ま
り
、

T
r
u
m
a
n
,

G
r
o
s
s

ら
に
影
聾
を
与
え
る
(
1
9
4
0
s
)
。
五

0
年
代
に
入
り
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
ア
メ
リ
カ
政
治
学
会
記

念
デ
ィ
ナ
ー
。
ハ
ー
テ
ィ

(
1
9
5
3
)
が
催
さ
れ

H
u
m
a
n
i
s
t

o
f
 
t
h
e
 
Y
e
a
r
(
l
9
5
4
)
に
選
ば
れ
る
。
そ
し
て
記
念
論
文
集
(
L
さ
)

L
0
 ng
u
a
g
e
,
 

L
巨
）
が
刊
行
さ
れ
た
年
、
八
七
歳
で
没
(
1
9
5
7
)
0

.

 

、
、
、

(
1
7
)
過
程
論
に
関
す
る
仮
説
は
ク
リ
ッ
ク
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
ク
リ
ッ
ク
は
ベ
ン
ト
リ
ー
に
と
っ
て
「
『
事
実
』
が
政
治
過

程
の
一
部
と
し
て
た
け
で
は
な
く
て
、
社
会
的
進
歩
の
一
部
と
し
て
も
考
え
ら
れ
た
」
と
指
摘
し
、
過
程
論
は
「
八
革
新
主
義
の

時
代
＞
の
雰
囲
気
の
ほ
と
ん
ど
象
徴
的
と
も
い
え
る
部
分
か
ら
生
ま
れ
た
」
と
把
握
す
る
。

R
.
C
r
i
c
k
,

o
p
.
c
i
t
.
,
 
p
p
.
1
2
3
 1
 

4. 

（
訳
書
二

0
八
l

ニ
―
―
頁
。
）

(18) 
C
r
i
c
k
,
 
l
b
蕊
こ

p
.
2
3
2
.
(
訳
書
三
八

0
頁。）

(19) 
S
.
 R
a
t
n
e
r
,
 
M
a
k
e
r
s
,
 
U
s
e
r
s
 
a
n
c
l
 
M
a
s
t
e
r
s
,
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
,
 
x
x
i
v
.
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る。 動
は
、
相
対
的
な
人
口
構
成
の
同
質
性
を
解
体
さ
せ
、
様
々
の
社
会
問
題
と
著
し
い
社
会
的
緊
張
を
引
起
し
た
の
で
あ

の
進
展
は

ア
が
消
滅
す
る
(
1
8
9
0
)

。

こ
。

キー

経
済
の
独
占
化
、

歴
史
的
背
景

激
増
す
る
「
新
移
民
」
の
流
入
と
工
業
の
吸
引
力
に
よ
る
都
市
化

ベ
ン
ト
リ
ー
政
治
理
論
を
「
歴
史
状
況
と
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
と
し
て
把
握
す
る
に
は
、

（
］
）
 

解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
節
に
お
い
て
必
要
最
小
限
の
分
析
を
加
え
た
い
（
な
お
補
論
を
参
照
の
こ
と
）
。

一
定
の
歴
史
的
背
景
の
理

一
九
世
紀
末
か
ら
二

0
世
紀
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
で
は
、
基
本
的
な
構
造
変
動
が
経
済
・
社
会
レ
ベ
ル
で
生
じ
て
い

(
2
)
 

1

政
治
の
状
況
化

ア
メ
リ
カ
経
済
を
産
業
資
本
主
義
段
階
か
ら
金
融
独
占
資
本
主
義
段
階
へ
と
移
行
さ
せ

一
九
世
紀
後
半
の
「
産
業
の
闘
将
」
の
活
躍
、
更
に
一
八
九
八
年
に
始
ま
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
長
期
的
好
況
と
世

ト
ラ
ス
ト

紀
転
換
期
の
大
合
同
運
動
は
、

る
（
「
第
二
の
経
済
革
命
」

C
.
A
.
B
e
a
r
d
)

0
 

こ
の
変
動
に
加
え
て
、

を
も
失
う
(
S
t
a
t
u
s
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
,
 R• 

H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
)

。

「
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
」
を
支
え
た
フ
ロ
ン
テ
ィ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
消
滅
は
階
級
分
化
と
富
の
集
中
を
促
進
し
、
旧
中
間
階

級
の
没
落
、
農
民
・
労
働
者
の
困
窮
を
招
く
。
と
り
わ
け
旧
中
間
階
級
は
経
済
的
没
落
に
加
え
て
、
そ
の
社
会
的
地
位

「
大
衆
」
の
問
題
や
様
々
の
都
市
問
題
を
発
生
さ
せ
る
。
要
す
る
に
ア
メ
リ
カ
経
済
・
社
会
の
急
激
な
変
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ラ
ン
ダ
イ
ス

(
L
•D

.
 B
r
a
n
d
e
i
s
)
に
代
表
さ
れ
、

デ
プ
ス

(
E
.
V
•
D
e
b
s
)
を
党
首
と
し
知
的
中
間
階
級
の

こ
の
変
動
に
対
す
る
既
成
政
治
勢
力
の
対
応
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
っ
た
。

9
3
,
 
S
.
 E
.
 M
o
r
i
s
o
n
)
が
揺
ぎ
始
め
た
と
は
い
え
、

ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
と
癒
着
し
、
資
本
の
論
理
が
政
治
を
牛
耳
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
、
政
治
腐
敗
に
対
し
て
、

プ

ロ

グ

レ

ッ

シ

プ

頭
に
は
革
新
主
義
運
動
が
広
汎
な
抵
抗
運
動
を
く
り
広
げ
、
政
治
は
著
し
く
状
況
化
す
る
。

過
程
論
の
直
接
的
な
背
景
を
な
す
革
新
主
義
運
動
を
少
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

革
新
主
義
運
動
は
、
先
行
す
る
人
民
主
義
運
動
が
農
業
恐
慌
を
背
景
と
し
た
中
西
部
農
民
を
中
心
と
す
る
限
界
状
況

(
3
)
 

か
ら
の
抵
抗
と
基
本
的
に
把
握
し
う
る
の
に
対
し
、
か
な
り
複
雑
な
性
格
・
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
担
い

手
と
運
動
組
織
の
多
様
性
並
び
に
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
多
面
性
を
特
質
と
し
、

地
の
市
・
州
政
改
革
運
動
、

い
。
主
要
な
運
動
と
集
団
を
ひ
ろ
い
あ
げ
る
と
、
典
型
と
さ
れ
る
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
(
R
.
M
.
 La
F
o
l
l
e
t
t
e
)
ら
に
よ
る
全
国
各

(
4
)
 

そ
の
ブ
レ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
し
た
イ
ー
リ
(
R
.
T
 .
E
l
y
)
、
コ
モ
ン
ズ
(
J
.
R
.
 C
o
m
m
o
n
s
)
、

ロ
ス
(
E
.
A
.
R
o
s
s
)
ら
の
知
識
人
集
団
、

d
d
e
n
)
、
ラ
ウ
シ
ェ
ン
ブ
ッ
シ
ュ

(W.R
a
u
s
c
h
e
n
b
u
s
c
h
)
、

支
持
を
集
め
た
社
会
党
な
ど
が
指
摘
で
き
よ
う
。

産
業
の
政
党
「
共
和
党
の
王
朝
」
(
1
8
6
9
1
 

イ
ー
リ
ら
を
代
弁
者
と
す
る
社
会
福
音
派
キ
リ
ス
ト
者
、

ラ
イ
ア
ン

(
W.
J
 .
B
r
y
a
n
)
ら
に
率
い
ら
れ
た
多
様
な
農
民
運
動
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
水
準
で
は
大
別
二
つ
の
流
れ
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
、
ブ

、、

独
占
自
体
の
解
体
を
め
ざ
し
下
か
ら
の
「
大
衆
運
動
」
に
依
拠
す
る
流 ブ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
革
命
の
担
い
手
マ
ッ
ク
レ
ー
カ
ー
ズ
、

グ
ラ
デ
ン

(
W
•Gla ,
 

一
刀
両
断
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

ボ

ビ

ュ

リ

ズ

ム

一
九
世
紀
末
に
は
人
民
主
義
運
動
、
二

0
世
紀
初

と
も
に
腐
敗
を
き
わ
め
た
二
大
政
党
は
ボ
ス
・
マ
シ
ー
ン
を
通
じ
て
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(ll) 

革
新
主
義
的
思
考
様
式

(12) 

革
新
主
義
運
動
は
社
会
的
緊
張
と
地
位
革
命
の
最
中
に
発
生
し
た
。
し
か
し
、

味
で
「
楽
観
的
」
で
あ
る
。

こ
の
担
い
手
の
思
考
様
式
は
あ
る
意

(13) 

こ
の
楽
観
性
は
単
純
・
皮
相
的
と
評
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
楽
観
性
に
は
二
つ
の
原
因
が
あ
る
。

2
 

に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

れ
と
、

ク
ロ
ー
リ
ー
(
H
.
C
r
o
l
y
)
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
(
T
.
R
o
o
s
e
v
e
l
t
)
に
代
表
さ
れ
、
独
占
規
制
で
満
足
し
上
か
ら
の
「
社

(
5
)
 

会
改
革
」
に
依
拠
す
る
流
れ
で
あ
る
。
両
者
は
排
他
的
で
は
な
く
運
動
の
中
で
融
合
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
基

本
的
な
観
点
、
人
民
観
、
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
等
で
か
な
り
落
差
が
あ
っ
た
。

革
新
主
義
的
思
考
様
式
は
次
節
に
譲
る
と
し
て
、
革
新
主
義
運
動
の
様
態
を
要
約
し
て
み
よ
う
。
革
新
主
義
運
動
は

中
間
諸
階
級
を
中
心
と
す
る
多
様
な
担
い
手
を
擁
し
、
争
点
ご
と
に
か
な
り
「
ト
ラ
ン
ス
・
ク
ラ
ス
」
な
人
々
を
組
織

(
7
)
 

し
た
運
動
で
あ
り
、
し
か
も
、
運
動
の
発
生
、
合
体
、
消
滅
の
サ
イ
ク
ル
の
早
い
流
動
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
運

、
、
、
、

動
は
基
本
的
に
は
特
殊
利
益
を
追
求
す
る
圧
力
団
体
で
は
な
く
、
多
く
は
普
遍
性
を
め
ざ
す
大
衆
運
動
と
い
う
性
格
を

(
8
)
 

も
っ
て
い
た
。
多
様
な
集
団
の
噴
出
は
眠
れ
る
集
団
を
顕
在
化
さ
せ
著
し
い
政
治
の
状
況
化
が
出
現
す
る
。

(
9
)
 

過
程
論
の
背
景
を
な
す
こ
の
時
期
は
、
一
方
で
両
政
党
が
集
団
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
う
け
て
動
揺
し
、
他
方
で
ロ
ー
ズ

(10) 

ベ
ル
ト
の
手
に
よ
っ
て
改
革
が
一
挙
に
全
国
化
し
一
定
の
成
果
を
生
む
時
期
で
あ
り
、

マ
ッ
ク
レ
ー
キ
ン
グ
の
嵐
と
運

動
の
噴
出
が
全
般
的
な
革
新
主
義
「
ム
ー
ド
」
(
R
.
H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
)
を
か
も
し
出
し
て
い
た
ー
|
l
正
に
革
新
主
義
の
上
昇
期

―
つ
は
、

こ
の
時
期
が
長
期
的
好
況
期
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
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つ
は
、

ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
リ
ン
カ
ー
ン
以
来
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
し
て

(14) 

国
民
的
合
意
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
当
時
の
改
革
成
就
の
ム
ー
ド
が
こ
の
楽
観
性
に
拍
車
を
か
け
た
。

従
っ
て
、
問
題
の
解
決
は
「
革
命
」
|
_
i
社
会
シ
ス
テ
ム
の
根
本
的
変
革
|
|
i
に
求
め
ら
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
的
人

(15) 

間
像
と
世
界
像
|
|
t
H
o
r
a
t
i
o
 
A
l
g
e
r

的
人
間
と
世
界
|
|
‘
に
合
意
が
存
在
す
る
以
上
、
ト
ラ
ス
ト
と
金
権
政
治
家
に

よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
「
事
実
」
を
明
ら
か
に
し
「
市
民
」
に
知
ら
し
め
る
こ
と
、
更
に
事
実
に
よ
っ
て
目
覚
め
た
市
民

、
、
、
、

精
神
を
正
し
く
政
治
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
政
治
過
程
を
直
接
民
主
主
義
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
清
掃
す
る
こ
と
〔
ボ

(16) 

そ
れ
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
。

ス
・
マ
シ
ー
ン
の
除
去
〕
、

リ
ア
リ
ズ
ム
、
道
徳
的
批
判
（
市
民
精
神
）
、

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
政
治
的
部
分
改
革
ー
—
ー
革
新
主
義
的
思
考
様
式
の
主
特
質
は
こ

こ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
精
神
は
容
易
に
「
科
学
」
の
信
頼
へ
と
む
す
び
つ
く
。
社
会
科
学
は
、
社
会
状
況
の
構
造
変
動
、

工
業
化
の
衝
撃
を
う
け
前
世
紀
末
か
ら
再
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が
、
革
新
主
義
が
一
挙
に
そ
れ
を
飛
躍
さ
せ
た
。

す
な
わ
ち
、
改
革
へ
の
情
熱
と
必
要
が
社
会
科
学
者
に
「
事
実
」
の
も
つ
重
み
を
再
認
識
さ
せ
、
各
領
域
で
従
来
の
抽

象
的
・
形
式
的
思
考
を
打
破
し
、

社
会
学
的
歴
史
学
的
実
証
主
義
へ
と
向
う
動
き
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
「
形
式

(17) 

主
義
へ
の
反
抗
」

M
o
r
t
o
n

G
.
 W
h
i
t
e
)
。
こ
の
新
し
い
社
会
科
学
者
達
は
一
方
で
「
革
新
主
義
運
動
の
非
公
式
な
ブ
レ

(18) 

イ
ン
・
ト
ラ
ス
ト
と
し
こ
の
役
割
を
担
」
い
、
他
方
で
こ
の
実
践
の
道
具
11

「
科
学
」
の
方
法
的
整
備
に
い
そ
し
ん
だ

の
で
あ
ろ
。
彼
ら
の
実
践
と
科
学
は
、
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
が
「
革
新
主
義
的
価
値
」
に
媒
介
さ
れ
調
和

る
ー
_
ー
は
ず
で
あ
っ
た
。

市
民
は
立
ち
上
り
、

民
意
を
反
映
す
る
法
が
改
革
を
成
就
す
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新
主
義
的
思
考
様
式
と
歴
史
状
況
の
刻
印
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

ビ
ア
ー
ド
(
C
.
A
.
B
e
a
r
d
)
に
よ
る
経
済
的
政
治
史
が
登
場
し
つ
つ
あ
っ
た
。

(20) 

ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
両
期
を
な
す
過
程
論
が
登
場
す
る
。
こ
の
書
は
、
あ
ま
り
の
先
駆
性
と
徹
底
し
た
「
偶

(21) 

像
破
壊
」
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
他
の
革
新
主
義
的
「
科
学
」
と
同
様
、
す
ぐ
れ
て
革

(
l
)

本
節
の
叙
述
に
関
し
て
は

R
.
H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
,
o
p
.
c
i
t
.
,
 c
h
.
4
-
7
,
 L• 

H
a
r
t
t
z
,
 
o
p
 .cit., ch• 

V
I
I
I
 ̀I
お
そ
の
他
、
関
西

ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
編
『
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
史
論
』
（
小
川
出
版
、
一
九
七
三
年
）
、
ア
メ
リ
カ
学
会
緬
『
原
典
ア
メ
リ
カ
史
』
第

四
、
五
巻
（
岩
波
書
店
）
等
参
照
。

(
2
)

状
況
化
は
社
会
行
動
の
流
動
化
と
対
応
し
、
主
体
関
与
の
志
向
性
の
増
大
を
生
む
「
政
治
社
会
の
変
動
」
の
側
面
を
示
す
用

語
。
栗
原
彬
「
状
況
・
制
度
・
組
織
」
『
現
代
政
治
学
の
基
礎
知
識
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
）
一
六
頁
。

(
3
)

股
民
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
運
動
を
中
核
と
し
労
働
騎
士
団
そ
の
他
を
結
集
し
、
人
民
党
結
成
(
1
8
9
1
)

、
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
よ
る
民

主
党
の
人
民
主
義
化
(
1
8
9
6
)

を
勝
ち
と
る
。
そ
の
性
格
は
、
急
進
的
、
熱
狂
的
、
復
古
的
で
あ
り
、
地
域
的
偏
り
と
財
政
難
の
た

め
挫
折
す
る
。

(
4
)
ベ
ン
ト
リ
ー
は
こ
の
イ
ー
リ
を
た
よ
っ
て

J
•H
o
p
k
i
n
s
 
U
n
i
v
.
 

に
入
学
し
て
い
る
。

B
e
n
t
l
e
y
,
E
p
i
l
o
g
u
e
,
 
0
p
.
c
J
y
 

p.210. 

(
5
)

二
つ
の
流
れ
の
相
違
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
は
、
進
藤
栄
一
「
社
会
改
革
と
大
衆
運
動
」
斉
藤
真
編
『
総
合
研
究
ア
メ
リ

そ
し
て
、

グ
ッ
ド
ノ
ウ

(
F
•Go
o
d
n
o
w
)
に
よ
ろ
行
政
学
、

ロ
ー
ウ
ェ
ル
(
A
.
L
.
 L
o
w
e
l
l
)
の
リ
ア
リ
ズ
ム
・
ア
。
フ
ロ
ー
チ
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
(
W
.
W
i
l
s
o
n
)
、

(19) 

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
潮
流
の
中
で
、
政
治
学
の
革
新
も
日
程
に
の
ぼ
っ
て
く
る
。

既
に
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
(
J
.
W
.
 Bu
r
g
e
s
s
)
ら
の
ヘ
ー
ゲ
ル
的
国
家
観
と
社
会
進
化
論
の
結
合
や
憲
法
史
・
制
度
史
に
対
し

て
、
ブ
ラ
イ
ス
(
J
.
B
r
y
c
e
)
、
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カ
』
③
（
研
究
社
、

六
I

ニ
―
九
頁
。
）

(
6
)
前
者
は

m
o
r
e

d
e
m
o
c
r
a
c
y

を
基
本
と
し
、
民
衆
の
中
の
指
導
者
を
擁
し
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
的
社
会
へ
の
復
需
を
と
き
、
後

者
は

m
o
r
e
e
f
f
i
c
i
e
n
c
y

を
基
本
と
し

N
o
b
l
e
s
s
e

O
b
l
i
g
e

の
観
念
を
も
つ
指
導
者
を
擁
し
「
福
祉
国
家
」
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
打

出
し
た
と
い
え
よ
う
。

(
7
)

進
藤
、
前
掲
、
八
五
I

八
七
頁
。
革
新
主
義
運
動
に
関
し
て
、
革
新
主
義
史
学
派
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
史
学
派
、
ニ
ュ
ー
レ
フ

ト
史
学
派
に
争
い
が
あ
る
が
本
稿
の
課
題
を
こ
え
る
の
で
省
く
。

(
8
)
こ
の
時
期
の
運
動
の
挫
折
が
、
ア
メ
リ
カ
の
「
大
衆
運
動
」
を
「
圧
力
団
体
」
へ
と
変
質
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
,

念
.
cit., 
p
p
 .
1
0
9
 1
 
1
3
0
.
 
(
~
~
 一
0
三
I

―二

0
頁。）

(
9
)
民
主
党
の
人
民
主
義
化
(
1
8
9
6
,

1
9
0
0
,
 
1
9
0
8
)
、
共
和
党
の
分
裂
（
革
新
党
1
9
1
2
)
な
ど
両
政
党
は
革
新
派
と
保
守
派
に
分
裂

し
動
揺
す
る
。

(10) 
H
e
p
b
u
r
n
 A
c
t
,
 
M
e
a
t
 I
n
s
p
e
c
t
i
o
n
 
A
c
t
,
 
P
u
r
e
 F
o
o
d
 a
n
d
 D
r
u
g
s
 
A
c
t
,
 (
1
9
0
6
)
等
の
制
定
や
一
連
の
ト
ラ
ス
ト
告
発

(
1
9
0
1
 -
0
7
)
、
ス
ト
ラ
イ
キ
調
停
(
1
9
0
2
)
、
自
然
保
護
政
策
な
ど
。

(11)

本
節
の
叙
述
は
岩
永
氏
の
所
論
に
負
う
こ
と
大
で
あ
る
。
岩
永
健
吉
郎
「
米
国
史
に
於
け
る
革
新
主
義
の
時
代
と
米
国
政
治

学
の
発
展
」
『
社
会
科
学
紀
要
』
（
一
九
五
一
年
）
五
〇
ー
八
七
頁
。

(12) 
D
a
v
i
d
 
P
.
 T
h
e
l
e
n
,
 
"
S
o
c
i
a
l
 
T
e
n
s
i
o
n
s
 
a
n
d
 t
h
e
 
O
r
i
g
i
n
s
 
o
f
 
P
r
o
g
r
e
s
s
i
v
i
s
m
,
"
 
T
h
e
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 

H

立。
r
u
、

v
o
l
.
L
V
I
(
l
9
6
9
.

S
e
p
.
)
p
p
.
3
2
3
-
3
4
1
.
 

(13)

単
純
さ
皮
相
さ
の
証
左
と
し
て
人
民
主
義
以
来
の
改
革
者
達
の
改
革
構
想
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
ヘ
ン
リ
ー
・

ジ
m

ー
ジ

(
H
•Ge
o
r
g
e
)
の
「
単
一
税
」
、
ベ
ラ
ミ
ー
(
E
.
B
e
l
l
a
m
y
)
の
「
理
性
」
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
「
銀
貨
自
由
鋳
造
」
、
ラ
フ
ォ

レ
ッ
ト
の
「
直
接
予
選
」
等
で
あ
り
、
「
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
旧
来
の
主
観
主
義
で
充
分
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
恙
る
」
状

況
で
あ
っ
た
と
ハ
ー
ツ
は
評
し
て
い
る
。
(
H
a
r
t
z
,
o
p
.
 cit., 
p
.
 2
5
5
.
 
邦
訳
一
九
三
頁
。
）

(14)

こ
こ
に
進
化
論
が
合
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
進
歩
的
な
保
守
主
義
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
伝
統
が
形
成
さ
れ
る
と

一
九
七
六
年
）
所
収
、
同
質
性
を
強
調
す
る
の
は

H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
,
 
o
p
.
c
i
t
.
,
 
p
p
.
2
4
5
ー
2
5
0
.
(
邦
訳
、
ニ
―
六
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ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
は
主
張
す
る
。

cf.

R
 .
H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
,
 
S
o
c
i
a
l
 
D
a
r
w
i
n
i
s
m
 
in 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
T
h
o
u
g
h
t
 (
1
9
4
4
)
,
 
後
藤
昭
次
訳

『
ア
メ
リ
カ
の
進
化
思
想
』
（
研
究
社
、
一
九
七
三
年
）
。

T
h
e
A

m
箆
苔
器

P
o
l
i
t
苔
2
l
T
ミ
dit
さ
n

旦
d

T
h
e
 M
e
n
 W
h
o
 M

且
e

it)
（1
9
5
7
)
.
 
田
口
富
久
治
・
泉
昌
一
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
伝
統
』

(
I
、
II)
（
岩
波
書
店
、
一
九
六

0
年）。

(15) 
H
a
r
t
z
,
 
o
p
.
 cit., 
e
h
.
 Vlll
ー
ヌ

(16) 
H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
,
 
T
h
e
 A
g
e
 o
f
 
R
e
f
o
r
m
,
 p
p
.
1
9
6
ー
2
1
2
.
(
邦
訳
、
一
七
六
I

一
八
九
頁
）
、
岩
永
、
前
掲
、
六
九
頁
。

(
1
7
)哲
学
で
の
。
フ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
(
J
•D
e
w
e
y
)
、
歴
史
学
で
の
新
史
学

(
J
•H.
 Ro
b
i
n
s
o
n
)
、
社
会
学
で
の
社
会
行
動
主
義

(
E
.
A
.
R
o
s
s
,
 C• 

H
 .
C
o
o
l
e
y
)
、
闘
争
理
論
(
A
.
W
 .
S
m
a
l
l
)
、
経
済
学
で
の
制
度
学
派
(
T
.
V
e
b
l
e
n
)
、
法
学
で
の
リ
ア
リ
ズ
ム

法
学
(
0• 
W
 .
H
o
l
m
e
s
)
等
が
代
表
的
領
向
。

(18) 
H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
,
 
T
h
e
 A
g
e
 o
f
 
R
e
f
o
r
m
,
 
p
 .1
5
4
.
 (
邦
訳
、
一
四
一
頁
）
。

(19) 
H
a
r
t
z
,
 
o
p
.
c
i
t
.
,
 
p
.
1
0
,
 
p
p
.
2
7
ー
3
2
,

(
邦
訳
八
、
ニ
ニ
ー
ニ
五
頁
）
ハ
ー
ツ
は
、
「
す
べ
て
の
問
題
が
技
術
の
問
題
と
し

て
現
わ
れ
て
く
る
の
は
倫
理
が
自
明
の
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
時
だ
け
」
だ
と
断
言
し
、
革
新
主
義
的
理
論
に
は
「
ア
メ

メ
リ
カ
特
有
の
非
合
理
的
自
由
主
義
が
充
満
し
て
い
る
」
と
す
る
。

(20)

こ
の
時
期
の
政
治
学
に
つ
い
て
は
、

E
a
s
t
o
n
,
o
p
.
c
i
t
.
,
 
c
h
.
 

III, 
C
r
i
c
k
.
,
 
0
p
.
c
i
t
.
、
e
h
.

V
ー
三
．
岩
永
、
前
掲
の
他
、

内
田
瀾
「
ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
独
立
に
お
け
る
政
治
過
程
分
析
発
展
の
意
義
」
『
政
経
雑
誌
』

N
o
.
2
1
0
ー
2
1
1
.

参
照
。

(21)

初
期
の
ベ
ン
ト
リ
ー
過
程
論
へ
の
評
価
に
関
し
て
は
、

B
e
r
t
r
a
m
G
r
o
s
s
,
 
B
o
o
k
 R
e
v
.
 
o
f
 
T
h
e
 
P
r
o
c
e
s
s
 
o
f
 
G
o
v
e
r
n
 ,
 

m
e
n
t
,
 
A
P
S
R
 
X
L
V
 
p
p
.
7
4
2
-
7
4
3
.
 
を
会
多
叩
応
。
ベ
ン
ト
リ
ー
を
「
偶
像
破
壊
論
者
」
と
規
定
す
る
の
は

T
a
y
l
o
r

で
あ
る
。

T
a
y
l
o
r
,
 
i
n
 
M
e
m
o
r
i
a
m
、
p
.
9
1
2
.
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ネ
ル
の
増
加
、

こ
の
発
展
の
中
で
、

ア
メ
リ
カ
を
含
む
先
進
諸
国
は
ほ
ぼ
最
終
段
階
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、

一
か
ら
無
限
へ
の
増
加
の
過
程
で
あ
る
。

(
2
)
 

過
程
論
に
は
歴
史
的
視
点
・
分
析
が
欠
如
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
確
か
に
ベ
ン
ト
リ
ー
は
「
現
在
」
を
強
調
す
ろ

(
P
G
.
 
p
p
.
2
1
8

ー

2
1
9
)

が、

そ
こ
に
歴
史
観
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

彼
は
歴
史
が
大
要
、
「
階
級
支
配
と
し
て
の
独
裁

(
3
)
 

政
」
か
ら
「
憲
政
」
を
経
て
「
集
団
圧
力
民
主
政
」
へ
と
発
展
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
利
益
反
映
の
チ
ャ

ー
題
性
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

四

「
政
治
過
程
論
」

政
治
の
状
況
化
の
か
も
し
だ
す
革
新
主
義
ム
ー
ド
の
中
に
あ
っ
て
、
革
新
主
義
的
思
考
様
式
を
共
有
し
つ
つ
ベ
ン
ト

リ
ー
は
過
程
論
を
書
き
上
げ
る
。
彼
は
確
か
に
「
科
学
的
方
法
」
を
例
証
し
よ
う
と
し
て
こ
れ
を
書
ぎ
、

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
(
P
G
,
p
.
2
6
3
,
 

fn. l)
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

に
こ
の
ム
ー
ド
を
吸
収
し
、

我
々
は
こ
の
こ
と
を
、

(
4
)
 

「
階
級
区
分
」
が
消
滅

「
宣
伝
を
行

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
ベ
ン
ト
リ
ー
は
不
可
避

(
1
)
 

そ
の
眼
は
「
状
況
化
し
た
政
治
」
に
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
過
程
論
の
価
値
表
明
的
部
分
を
ひ
ろ
い
集
め
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
そ
う
。
続

い
て
、
価
値
と
分
析
・
モ
デ
ル
を
媒
介
す
る
ベ
ン
ト
リ
ー
の
方
法
を
検
討
し
、
最
後
に
過
程
論
に
お
け
る
モ
デ
ル
の
問

潜
在
す
る
価
値
意
識

の
成
立
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し
つ
つ
あ
る
と
把
握
さ
れ
る
(
P
G
.
p
.
3
1
8
)

。

ア
メ
リ
カ
の
場
合
、

(
5
)
 

し
た
が
、
革
新
主
義
期
の
集
団
現
象
を
例
証
に
ひ
き
つ
つ
、
巨
大
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
行
政
部
掌
握
は
失
敗
し
た
と
断
定

そ
の
理
由
と
し
て
、

解
に
対
応
す
る
諸
条
件
や
、
集
団
ァ
。
フ
ロ
ー
チ
に
自
由
な
径
路
を
保
障
す
る
の
に
役
立
つ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
利
益
組
織
に

お
い
て
所
持
し
て
い
る
」
(
P
G
.
p
.
3
5
8
)

こ
と
を
指
摘
す
る
。

る
。
こ
の
歴
史
観
に
お
け
る
革
新
主
義
運
動
へ
の
依
拠
と
共
感
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
ベ
ン
ト
リ
ー
は
注
意
深
く
直
接
的
な
価
値
表
現
を
避
け
て
お
り
、

(
6
)
 

る
の
だ
が
、
彼
の
曖
昧
な
集
団
還
元
的
「
知
識
社
会
学
」
が
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
告
白
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ベ
ン
ト
リ
ー
は
「
世
界
を
視
る
立
場
と
し
て
集
団
の
立
場
を
採
」
(
P
G
.
p
.
2
8
5
)

り
、
相
対
的
な
こ
の
立
場
か
ら
論
点

サ
プ
ス
タ
ン
シ
ャ
リ
テ
イ

を
実
証
す
る
こ
と
こ
そ
「
諸
集
団
の
実
在
性
を
増
し
う
る
と
考
え
る
も
の
の
義
務
」
(
P
G
.
p
.
 2
4
6
)

で
あ
る
と
考
え

る
。
し
か
も
、

こ
の
方
法
的
立
場
自
体
が
「
集
団
現
象
」
で
あ
り
、

経
験
に
富
む
読
者
な
ら
誰
で
も
こ
の
十
年
間
〔
1
8
9
8
ー

1
9
0
8

〕
の
ア
メ
リ
カ
生
活
に
よ
っ
て
そ
の
〔
集

団
〕
代
表
的
性
格
を
安
易
に
決
定
し
う
る
」
(
P
G
.
p
.
4
7
9
.
 

fn.l)
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

の
価
値
と
は
「
利
益
の
現
実
の
対
立
の
中
で
有
効
性
を
も
つ
」
(
P
G
.
p
.
4
7
9
)

こ
と
な
の
で
あ
る
。

い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
彼
の
告
白
か
ら
、
過
程
論
が
革
新
主
義
的
集
団
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
弁
証
を
目
的
と
し
て

ベ
ン
ト
リ
ー
の
価
値
と
革
新
主
義
期
の
歴
史
事
実
の
一
局
面
は
重
な

に
お
い
て
も
、

つ
ま
り
、

リ
ー
ダ
シ
ッ
。
フ
局
面
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
P
G
.
p
.
4
6
5
)
 0
 

つ
ま
り
、

そ
し
て
、

彼
に
と
っ
て
理
論

あ
る
「
集
団
利
益
」
を
代
表
す
る
「
討
論
集
団
の

つ
ま
り
、

彼
自
身
の
「
集
団
論
的
〔
社
会
〕
解
釈
の
事
例

一
般
に
そ
の
価
値
は
行
間
に
潜
ん
で
い

ア
メ
リ
カ
は
「
集
団
圧
力
民
主
政
」
を
志
向
す

し
て
い
る
(
P
G
.
p
.
3
5
8
)

。

ア
メ
リ
カ
政
治
が
「
階
級
支
配
に
対
す
る
諸
条
件
で
は
な
く
階
級
分

近
年
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
階
級
支
配
の
危
機
に
直
面
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以
上
の
自
然
科
学
的
方
法
に
加
え
て
、

り
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
7
)
 

定
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
1
1
価
値
の
等
式
と
歴
史
観
の
楽
観
性
が
、
過
程
論
全
体
の
性
格
を
窮
極
的
に
規

「
科
学
」
的
方
法
の
構
造

前
節
で
の
ベ
ン
ト
リ
ー
の
歴
史
観
と
代
表
性
を
、
次
項
で
の
モ
デ
ル
・
分
析
へ
と
媒
介
す
る
彼
の
「
科
学
」
的
方
法

は
い
か
な
る
構
造
を
も
ち
、

そ
し
て
い
か
に
両
者
を
媒
介
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ベ
ン
ト
リ
ー
の
方
法
は
三
つ
の
局
面
を
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
、

社
会
学
」
、

析
し
よ
う
。

2
 

A
1
1
自
然
科
学
的
方
法
、
B
1
1
集
団
還
元
的
「
知
識

(
8
)
 

C
I
I
A
B
の
総
合
と
し
て
の
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
。
フ
ロ
ー
チ
の
萌
芽
で
あ
る
。

一
様
で
は
な
く
、

A
に
最
も
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
個
々
の
局
面
と
ベ
ン
ト
リ
ー
の
価
値
、

一
、
自
然
科
学
と
り
わ
け
物
理
学
に
刺
激
さ
れ
た
ベ
ン
ト
リ
ー
の
認
識
論
(
P
G
.
p
.
1
7
7
)

は、

(
9
)

、

、

、

、

ア

ク

テ

イ

ビ

イ

テ

イ

「
固
い
」
対
象
を
求
め
る
。
発
見
さ
れ
た
の
は
、
観
察
可
能
な
事
実
と
し
て
の
「
活
動
」
で
あ
る
(
P
G
.
p
p
.
1
6
5

ー

1
6
9
,
 
1
7
2
,
 
c
h
.
V
I
)
 
〔
仁
い
血
幽
干
工
芸
認
〕
。

こ
の
対
象
を
処
理
す
る
手
続
苔
も
自
然
科
学
的
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

二

、

素

材

↓

操

作

↓

測

定

↓

記

述

・

理

(10)

（

11) 

論
化
↓
検
証
と
い
う
連
鎖
で
あ
る
。
と
り
わ
け
測
定
が
重
要
な
意
義
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。

三
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
感
覚
は
、

そ
の
眼
を
政
治
社
会
の
動
態
へ
、

モ
デ
ル
と
の
連
関
を
解

自
然
科
学
と
同
様
の

す
な
わ
ち
時
系
列
的
に
は
「
現

一
局
面
の
比
重
は
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更
に
、

一
の
方
法
の
徹
底
は
新
局
面
を
生
み
出
す
。

と
に
な
ろ
う
。

在
」
へ
向
わ
し
め
る
。

-
i三
よ
り
、

ベ
ン
ト
リ
ー
に
は
「
現
在
」
11
革
新
主
義
期
の
「
活
動
」
を
観
察
し
「
測
定
」
し
よ
う
と
す
る
志
向

が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
現
在
進
行
形
の
活
動
と
し
て
集
団
活
動
と
そ
れ
の
織
り
な
す
立
法
・
行
政
・
司
法
過
程

(12) 

を
発
見
す
る
(
P
G
.
p
.
1
8
0
)

。

四
、
ベ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
事
実
11
価
値
の
等
式
と
そ
の
楽
観
的
歴
史
観
は
、

り
、
事
実
・
過
程
に
注
目
す
る
こ
と
は
革
新
主
義
的
価
値
・
思
考
様
式
に
合
致
し
、
楽
観
的
歴
史
観
は
方
法
的
厳
密
さ

へ
の
固
執
を
許
容
す
る
。

-
i三
は
、

と
り
わ
け

-
！
三
の
領
向
を
強
化
す
る
。

つ
ま

ベ
ン
ト
リ
ー
に
「
現
在
の
集
団
過
程
の
記
述
モ
デ
ル
」
を
つ
く
る
方
法
的
基
礎
を
提
供
す
る
。
が
、
四

、、

の
要
因
の
存
在
に
よ
っ
て
そ
の
モ
デ
ル
は
一
定
の
歪
み
な
い
し
偏
り
|
ー
l

革
新
主
義
運
動
の
過
大
評
価
ー
ー
＇
を
も
つ
こ

五
、
ベ
ン
ト
リ
ー
は
社
会
制
度
や
諸
観
念
・
言
語
を
理
論
化
の
対
象
と
す
る
た
め
に
、
集
団
活
動
に
還
元
し
て
把
握

(13) 

し
よ
う
と
す
る
(
P
G
.
p
.
1
8
1
)

。

(14) 

こ
の
方
法
的
態
度
と
自
己
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
曖
昧
な
自
覚
は
、
集
団
還
元
的
「
知
識
社
会
学
」
の
萌
芽
と
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

六
、
す
べ
て
の
理
論
は
社
会
過
程
つ
ま
り
集
団
利
益
の
反
映
・
代
表
と
さ
れ
る
(
P
G
.
p
.
 4
2
8
 -

4
2
9
)

。

＞

、

し
力
も
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従
っ
て
、
過
程
論
で
は
A
.
B
は
総
合
さ
れ
ず
、
未
分
化
な
ま
ま
全
体
と
し
て
「
道
具
を
つ
く
る
試
み
」
と
総
括
さ

服
の
困
難
、
で
あ
る
。

す
べ
て
の
集
団
を
総
体
的
に
把
握
し
相
互
に
よ
っ
て

(17) 

す
べ
て
が
評
価
さ
れ
相
互
が
す
べ
て
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
時
の
み
で
あ
る
」
(
P
G
.
p
.
 2
4
3
)

。

シ

ス

テ

ム

シ

ス

テ

ム

こ
の
方
法
は
、
各
集
団
相
互
の
関
数
把
握
↓
全
体
状
況
の
各
集
団
に
よ
る
関
数
把
握
↓
各
集
団
の
全
体
状
況
に
よ

る
関
数
把
握
を
目
ぎ
す
も
の
と
要
約
で
巻
る
。
し
か
し
、

こ
の
方
法
は
A
.
B
の
総
合
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細

(18) 

は
省
く
と
し
て
、
二
点
の
み
指
摘
し
て
お
く
。
ま
ず
、
政
治
現
象
の
関
数
把
握
の
困
難
、
そ
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
克

程
の
横
断
面
）
に
対
す
る
「
科
学
的
真
理
を
樹
立
で
き
る
の
は
、

の
機
能
へ
の
唯
一
確
実
な
接
近
法
は
活
動
な
い
し
集
団
へ
の
注
目
で
あ
る
。

七

「
討
論
集
団
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
。
フ
の
一
局
面
」
(
P
G
.
p
.
 4
6
5
)

と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

彼
の
理
論
が
革
新
主
義
迎
動
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
。
フ
局
面
を
担
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
前
項
の
分
析
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

(16) 

こ
の
新
局
面
は
充
分
発
展
さ
せ
ら
れ
ず
、
自
覚
的
に
方
法
へ
と
高
め
ら
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
ゆ
え
自
覚
的
に

方
法
化
さ
れ
な
い
こ
の
集
団
還
元
的
「
知
識
社
会
学
」
的
認
識
は
、
単
に
彼
が
自
己
の
モ
デ
ル
を
自
己
の
代
表
性
・
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
よ
っ
て
彩
色
し
た
と
い
う
こ
と
を
暗
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

、
、
、

る
こ
と
に
向
わ
ず
、
逆
に
そ
の
モ
デ
ル
の
隠
れ
た
「
規
範
性
」
の
基
礎
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
過
程
論
に
は
以
上
の
方
法
な
い
し
認
識
(
A
.
B
)
の
総
合
を
め
ざ
す
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
プ
ロ

一
切
の
存
在
は
「
そ
れ
ら
が
属
す
る
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
適
当
な
機
能
」
(
P
G
.

p
.
1
7
2
)
と
し
て
把
握
さ
れ
、

ー
チ
の
萌
芽
が
見
出
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

(15) 

自
己
の
理
論
を
含
む
全
集
団
理
論
は
、

そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
（
総
集
団
過 そ

こ
の
局
面
は
、
「
客
観
性
」
を
担
保
す
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近
代
社
会
に
お
い
て
は
、

、、

集
団
活
動
の
方
向
と

人
間
の
デ
ィ
レ
ン
マ
や
思
惟
は
こ
の
交
差
性
の
反
映
で
あ
り
、

3
 

、。し れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、

「
人
民

し
か
し
、

そ
の
内
あ
る
も
の
は
、

過

そ
こ
で
の
人
間
は
多
元

「
集
団
」
ー
「
圧
力
団
体
」
の
如
き
実
体
的
集
団
で
は
な
く
、

ま
ず
、
基
本
的
な
タ
ー
ム
を
把
握
し
て
お
苔
た
い
。

過
程
論
に
お
い
て
ベ
ン
ト
リ
ー
が
提
示
し
た
モ
デ
ル
は
い
か
な
る
も
の
か
。

、、
歪
み
を
い
か
に
反
映
し
て
い
る
の
か
。

「
政
治
過
程
」
モ
デ
ル
の
成
立

そ
の
方
法
の
中
に
仕
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
方
法
的
道
具
は
、
内
在
的
な
歪
み
と
二
重
性
を
保
持
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ

つ
ま
り
、
次
の
モ
デ
ル
の
記
述
的
歪
み
と
記
述
性
・
規
範
性
は
、
既
に
、

2
0
3
)

。

ベ
ン
ト
リ
ー
の
価
値
と
か
ら
み
合
っ
た

活
動
集
合
つ
ま
り
機
能
的
集
団
で
あ
る
(
P
G
.
p
.
 

ク
リ
ス
・
ク
ロ
ス
（
い
）

近
代
人
の
特
性
と
し
て
活
動
が
多
面
化
す
る
に
つ
れ
て
、
集
団
は
各
々
交
差
し
、

(20) 

的
集
団
人
と
な
る
(
P
G
.
p
.
 2
0
4
)

。

の
中
で
人
間
か
し
め
る
位
置
こ
そ
重
要
な
政
治
的
事
実
で
あ
る
(
P
G
.
p
.
2
0
5
)

。

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
し
て
著
し
く
顕
在
化
す
る
(
P
G
.
p
.
4
5
4
 1
 4

5
5
)

。

「
過
程
」
l
|
ー
集
団
活
動
に
時
間
軸
を
挿
入
す
れ
ば
過
程
で
あ
る
。

無
数
の
集
団
交
差

「
潜
在
集
団
」
ー
|
ー
常
態
は
「
活
動
へ
の
傾
向
」
(
P
G
.
p
.
1
8
5
)

に
す
ぎ
な
い
。

(21) 

程
が
構
造
化
し
集
団
が
階
級
化
す
る
と
き
顕
在
化
す
る
。
つ
ま
り
、
集
団
闘
争
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
要
求
の
限
界
を
規
定

(22) 

す
る
、
社
会
の
大
部
分
を
包
摂
す
る
よ
う
な
潜
在
集
団
1
1

「
習
慣
背
景
」
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
時
と
し
て
、

そ
れ
は
、

、、、

方
法
が
も
ち
こ
む
二
重
性
と
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調
整
過
程
（
広
義
の
政
治
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
(
P
G
.
p
.
 2
6
0
)

。

し
か
し
、

つ
ま
り
、
社
会
的
均
衡
の
破
綻
に
際

社
会
に
は

っ
て
均
衡
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
P
G
.
p
p
.
2
5
8
 ,
 2

5
9
)

。

至
で
あ
り
、

図 1 『政治過程論』のモデル

: I] 政 治 過 程． ． ． ． 政治的均衡化． ． 
ヽ

社会的均衡化 ・ 

t 
： 分化・代l表的躾団活動． 

碁底集団活動
: I 

基底躾団間対立・紛争

! 
. ． ． ． 

多元的碁底条件 ： 
ヽ

社会過程

""i 

社会過程：調整専従分化機関はなく，習慣背漿・社会

制度による自動的調整

政治過程：準政治集団，政治躾団．統治集団による意

識的調整

（↑ 印は．規定性を表わす。つまり A→ BはB=f(A) 

という関係をあらわす。 ） 

雲
散
霧
消
し
て
い
く
」
の
か
、
「
集
団
過
程
の
本
性
」
(
P
G
.
p
.
 3
5
9
)
 

て
い
る
が
、

と
も
あ
れ
モ
デ
ル
の
検
討
へ
と
迎
も
う
。
モ
デ
ル
を

簡
略
化
す
る
と
図
1
の
如
く
表
わ
せ
よ
う
。
少
し
説
明
を
加
え
よ

(23) 

う
。
社
会
レ
ベ
ル
に
お
け
る
多
元
的
基
底
条
件
に
は
十
分
な
分
析

そ
れ
ゆ
え
基
底
集
団
も

顛
規
定
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
。
と
も
か
く
社
会
は
、
基
底
集
団
活

、
、
、
ヽ

(24)

動
の
織
り
な
す
シ
ス
テ
ム
と
さ
れ
、
集
団
の
相
互
的
な
圧
力
に
よ

こ
の
均
衡
化
は
、
分
化
・
代
表
集
団
の
手
を
経
な
い

そ
の
「
分
裂
線
」
に
そ
っ
て
政
治
が
生
じ
る
(
P
G
.
p
p
.
2
2
 0
ー

2
2
2
)

。

集
団
間
の
対
立
、
分
裂
が
必

し
て
「
調
整
を
媒
介
さ
せ
る
た
め
に
新
集
団
・
集
団
代
表
（
政
治
組
織
・
代
理
機
関
）
を
産
み
出
す
」
(
P
G
.
p
.
 2

6
9
)

の
が

が
な
さ
れ
て
い
な
い
(
P
G
.

c
h
.
X
X
I
)
。

こ
れ
ら
タ
ー
ム
自
体
が
様
々
の
歴
史
的
・
価
値
的
含
意
を
有
し

で
あ
る
。

由
な
集
団
化
ゆ
え
に
巨
大
勢
力
す
ら
「
権
力
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

差
諸
集
団
の
正
に
そ
れ
自
体
の
過
程
で
あ
る
」
(
P
G
.
p
.
2
0
8
)

。
自

い
(
P
G
.
p
.
 2

0
6
)

。
そ
れ
ゆ
え
「
妥
協
：
…
•
は
活
動
し
て
い
る
交

し
て
の
「
利
益
」
は
流
動
化
す
る
。
階
級
的
固
定
化
は
存
在
し
な
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p
.
 4
5
8
)

。

272)
。

以
上
の
如
く
、

(28) 

ベ
ン
ト
リ
ー
は
社
会
過
程
・
政
治
過
程
の
均
衡
化
モ
デ
ル
を
提
出
す
る
。
我
々
は
次
に
、

ル
の
記
述
的
歪
み
、
規
範
性
・
記
述
性
の
二
重
性
を
解
析
す
る
作
業
に
移
ろ
う
。
ま
ず
、
何
故
、

考
え
ら
れ
た
の
か
、

そ
の
明
示
・
暗
示
の
均
衡
化
条
件
を
定
式
化
し
て
み
よ
う
（
図
2
を
参
照
）
。

こ
れ
ら
の
条
件
の
連
関
は
以
下
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
基
底
条
件
が
理
論
的
射
程
か
ら
は
ず
さ
れ

(29) 
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
底
集
団
お
よ
び
そ
れ
を
反
映
・
代
表
す
る
分
化
・
代
表
的
集
団
の
無
規
定
性
が
生
じ
る
。
無
規

定
な
集
団
は
結
果
と
し
て
各
々
、
独
立
•
平
等
な
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
る
(
I、

先
の
図
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

る」
(
P
G
.
p
.
2
0
9
)

の
で
あ
り
、

p
.
2
7
0
)

。
そ
し
て
政
治
の
「
過
程
は
す
べ
て
一
体
で
あ
る
」
(
P
G
.
p
.
2
7
0
)

。

こ
の
政
治
過
程
に
お
い
て
、
集
団
間
の
「
連
結
局
面
」
は
世
論
ー
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
軸
に
そ
っ
て
(
P
G
.

c
h
.
V
I
I
I
)
、
又

各
集
団
は
討
論
ー
組
織
軸
に
そ
っ
て
(
P
G
.
c
h
.
X
I
X
)
、
各
々
一
般
的
分
析
が
加
え
ら
れ
る
。

（
切
）

「
相
対
的
に
完
全
な
調
整
」

1
1
均
衡
は
「
基
底
集
団
条
件
の
関
数
」
で
あ
る
(
P
G
.

、
、
、
、

こ
の
条
件
に
規
定
さ
れ
過
程
の
諸
集
団
圧
力
が
近
似
均
衡
に
達
し
た
と
ぎ
、

結
果
と
し
て
「
利
益
諸
集
団
は
政
府
を
産
み
出
し
、

政
治
現
象
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

社
会
的
均
衡
の
破
綻
を
修
復
す
る
た
め
、

そ
れ
を
通
し
て
機
能
す
る
」
(
P
G
.

n①)。

「
均
衡
化
」
す
る
と

こ
の
モ
デ

こ
の
集
団
は
自
由
な
集
団

「
法
」
が
あ
ら
わ
れ
る
(
P
G
.
p
 

基
底
レ
ベ
ル
か
ら
「
政
治
過
程
は
、

い
わ
ば
社
会
表
層
へ
と
上
昇
進
行
す

(25) 

こ
の
政
治
に
は
、
統
治
集
団
活
動
の
レ
ベ
ル
（
狭
義
の
政
泊
）
と
基
底
集
団
活
動
と
統
治
集
団
活
動
を
媒

(26) 

介
す
る
活
動
の
レ
ベ
ル
（
中
間
義
の
政
治
）
が
存
在
し
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
力
点
は
後
者
に
お
か
れ
る
(
P
G
.
p
p
.
2
6
1
 -
2
6
3
)

。



済
人
↓
自
由
競
争
↓
需
給
均
衡
＞
と
い
う
市
場
モ
デ
ル
、
政
治

(31) 

的
に
は
八
公
共
人
↓
自
由
討
論
↓
一
般
意
志
＞
と
い
う
代
議
政
モ
デ
ル
の
「
集
団
」
論
的
転
換
|
ー
原
子
論
的
「
集

(32) 

団
」
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
ー
_
ー
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
成
立
根
拠
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
成
立
根
拠
は
基
本
的
に
二
点
に
集
約
で
き
る
。
第
一
点
は
、
革
新
主
義
運
動

図2

182 

『政治過程論』におけるモデルの均衡化条件

こ
の
モ
デ
ル
・
条
件
の
記
述
的
歪
み
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

ll 

社会過程

（①) 碁底比団の熊規定性（独立• 平等）

（②） ．集団形成・解消etcの自由

③ 北団の交差性（クリス・クロス）

① 利益の流動性

政治過程

（①) 分化・代表的集団の無規定性（独立• 平筈）

（②) 狛団形成・代表etcの自由

③ ．集団の交差性

① 利益の流動性 団）

（⑤) 統治の構造(J勺配渡（アク七ス /_i_(/)多元性）

⑥ 潜在屈団（噌慣背漿」＝「ゲームのルール」を

体現する潜在墾団）の存在。

ただし（ ）内の条件は賠示的なものを示す。

の
自
由
行
使
↓
均
衡
化
＞
と
い
う
モ
デ
ル
は
、
社
会
的
に
は
八
経

す
る
。

こ
の
歪
み
の
検
討
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
先
に
諸
条
件

以
上
の
諸
条
件
下
に
成
立
す
る
八
平
等
・
独
立
集
団
↓
圧
力

そ
の
圧
力
を
行
使
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
諸
条
件
を
回
復

化
す
る
と
、
き
、
切
り
札
と
し
て
潜
在
集
団

(Il
⑥
)
が
顕
在
化
し
、

し
か
も
、
こ
う
し
た
均
衡
化
諸
条
件
が
危
機
に
瀕
し
過
程
が
構
造

ベ
ル
ヘ
と
伝
播
す
る
。
基
底
レ
ベ
ル
か
ら
す
べ
て
圧
力
が
統
治
レ

ベ
ル
に
反
映
（
過
程
の
一
体
性
）
す
る
時
、
均
衡
化
が
成
立
す
る
。

妥
協
を
く
り
返
し
つ
つ
多
様
な
チ
ャ
ネ
ル

(rr⑤
)
を
経
て
統
治
レ

級
的
対
立
に
至
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
基
底
レ
ベ
ル
か
ら
諸
圧
力
は

集
団
交
差
性

(
I
、
JI
③
)
と
利
益
流
動
性

(
I
、

n①
)
に
よ
り
階

社
会

(
I
、

rr②
)
の
中
で
圧
力
を
行
使
す
る
。
圧
力
間
の
衝
突
は
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こ
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
あ
る
。

保
と
い
う
思
考
は
、

こ
の
伝
統
の
枠
に
そ
う
も
の
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
政
治
シ
ス
テ
ム

(JI
、
⑤
)
へ
の
高
い
評
価
も
そ

と
り
わ
け
そ
の
大
衆
運
動
へ
の
過
大
評
価
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
第
一
点
と
重
複
す
る
が
よ
り
広
く
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ

(33) 

ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ヘ
の
過
大
評
価
で
あ
る
。

こ
の
二
点
は
と
も
に
、
彼
の
方
法
に
媒
介
さ
れ
た
そ
の
価
値
を
反

革
新
主
義
運
動
へ
の
過
大
評
価
は
、
現
に
ト
ラ
ス
ト
を
規
制
し
え
た
（
と
思
わ
れ
た
）
大
衆
運
動
を
他
の
集
団
と
と
も

に
独
立
•
平
等
と
み
な
す
こ
と
を
許
す
。
又
、
基
底
レ
ベ
ル
を
問
題
視
せ
ず
、
政
治
過
程
の
み
を
注
視
す
る
こ
と
は
革

新
主
義
的
思
考
様
式
の
特
質
で
も
あ
る

(
I
、

ラ
ス
で
流
動
的
な
性
格
の
重
視

(
I
、

rr①
)
。
更
に
こ
の
評
価
は
、
革
新
主
義
運
動
の
か
な
り
ト
ラ
ン
ス
・
ク

Il
③
④
)
へ
と
連
な
る
。
又
、
均
衡
化
条
件
の
切
札
た
る
潜
在
集
団
の
顕
在
化
現

象

(Il
⑥
)
と
は
、
革
新
主
義
運
動
の
興
隆
そ
の
も
の
の
描
写
で
あ
る
。
以
上
の
領
向
に
更
に
拍
車
を
か
け
る
の
が
伝
統

的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ヘ
の
過
大
評
価
で
あ
る
。
集
団
の
独
立
•
平
等
、
更
に
潜
在
集
団

1
1

習
慣
背
景
に
よ
る
民
主
政
の
担

か
く
て
、
革
新
主
義
運
動
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ヘ
の
過
大
評
価
は
、
当
時
の
政
治
の
状
況

、

、

、

、

、

、

化
現
象
の
普
遍
化
、
並
び
に
当
時
の
政
治
の
「
均
衡
」
視
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
ベ
ン
ト
リ
ー

(34) 

は
革
新
主
義
改
革
者
が
「
ム
ー
ド
を
制
度
化
し
よ
う
」
と
し
た
よ
う
に
、
「
ム
ー
ド
」
を
記
述
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、

め
な
い
。

ム
ー
ド
の
記
述
と
し
て
は
一
定
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
つ
も
の
の
、
記
述
モ
デ
ル
と
し
て
の
歪
み
は
否

つ
ま
り
、
そ
の
モ
デ
ル
は
、
基
底
レ
ベ
ル
と
統
治
レ
ベ
ル
で
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
重
大
な
変
化
ー
|
ー
経
済
の
独

品

）

（

36
）

占
化
・
構
造
化
と
国
家
権
力
の
巨
大
化
・
行
政
国
家
化
ー
を
看
過
す
る
と
い
う
致
命
的
欠
陥
を
有
し
て
い
る
。

映
す
る
。
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つ
ま
り
、
彼
は
、

し
か
し
、

ベ
ン
ト
リ
ー
は
単
に
ム
ー
ド
に
酔
う
程
迂
儒
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
自
己
の
理
論
の
ボ
レ
ミ
ー
ク

(37) 

性
を
半
ば
自
覚
し
て
い
た
。
こ
の
ボ
レ
ミ
ー
ク
の
意
味
は
二
重
で
あ
る
。

他
の
―
つ
は
規
範
モ
デ
ル
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
革
新
主
義
運
動
を
次
の
よ
う
に
描
写
す
る
。

ぬ
II

沈
黙
せ
る
集
団
利
益
の
代
表
と
し
て
の
統
治
が
小
範
囲
の
集
中
化
し
た
圧
力
〔
独
占
資
本
・
ボ
ス
〕
…
…
に
よ
っ
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
機
能
を
著
し
く
歪
め
ら
れ
当
然
な
す
べ
苔
応
答
を
し
な
い
時
、
我
々
は
＂
人
民
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

II

が
必
要

だ
と
い
う
叫
び
を
聞
き
、
不
愉
快
な
権
力
を
獲
得
し
て
い
る
利
益
に
直
接
に
対
抗
し
て
興
起
し
た
集
団
〔
革
新
主
義
〕
利

益
の
形
成
を
見
出
す
。
」
(
P
G
.
p
p
.
4
5
4
-
4
5
5
)
(

傍
点
、

ら
し
た
集
団
圧
力
政
を
彼
は
弁
証
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
如
き
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
我
々

、
、
、
、
、

は
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
定
式
化
し
た
「
極
限
型
」
（
理
想
型
）
と
し
て
の
「
純
粋
民
主
政
」
の
概
念
を
想
起
し
よ
う
。

「
純
粋
民
主
政
」
と
は
「
あ
る
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
各
々
の
利
益
が
そ
れ
を
組
織
し
表
現
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
又
他
の
利
益
も
同
じ
く

If

公
正
II

な
タ
ー
ム
で
表
現
さ
れ
る
の
で
、
究
極
的
な
結
果
と
し

て
す
べ
て
の
利
益
が
各
々

If

正
当
II

な
重
み
を
獲
得
す
る
に
至
る
」
(
P
G
.
p
p
.
3
0
4

ー

3
0
5
)

政
治
を
意
味
す
る
。
こ
の
理

想
型
と
彼
の
記
述
モ
デ
ル
と
の
著
し
い
類
似
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

現
実
の
特
定
の
局
面
（
革
新
主
義
運
動
）
に
歪
ん
だ
記
述
モ
デ
ル
（
同
時
に
そ
れ
は
規
範
モ
デ
ル
・

理
想
型
）
を
「
科
学
」
の
名
に
お
い
て
主
張
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
こ
の
局
面
の
正
統
性
を
弁
証
せ
ん
と
し

た
の
で
あ
ろ
。
一
般
に
革
新
主
義
者
が
「
道
徳
」
の
名
に
お
い
て
現
実
の
負
の
局
面
を
摘
発
し
た
の
と
は
逆
に
、
彼
は

現
実
の
正
の
局
面
を
「
科
学
」
の
名
に
お
い
て
普
遍
化
し
そ
の
正
統
性
を
弁
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
。
確
か
に
採

戸

〕
内
筆
者
）
。
そ
し
て
こ
の
革
新
主
義
運
動
と
そ
れ
が
も
た

「II

目
に
見
え

―
つ
は
記
述
モ
デ
ル
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
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以
上
の
如
恙
意
味
に
お
い
て
、

こ
の
二
重
性
は
解
明
さ
れ
ず
、
彼
は
「
科
学

、、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
均
衡
化
モ
デ
ル
は
規
範
的
ポ
レ
ミ
ー
ク
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の

モ
デ
ル
は
、
記
述
性
と
規
範
性
の
二
重
の
意
味
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
_

_

 
i

但
し
自
覚
的
に
定
式
さ
れ

(38) 

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
。

か
く
て
我
々
は
次
の
よ
う
に
過
程
論
を
性
格
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
過
程
論
の
底
に
は
、

と
歴
史
観
が
伏
流
し
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
価
値

そ
れ
は
彼
の
特
殊
な
方
法
に
媒
介
さ
れ
て
モ
デ
ル
に
結
晶
す
る
。
そ
の
モ
デ
ル
は
、
従
っ
て
記

述
性
と
規
範
性
の
二
重
性
を
帯
び
た
均
衡
化
モ
デ
ル
で
あ
る
。
し
か
も
、

的
道
具
」
と
し
て
そ
れ
を
呈
示
す
る
。

つ
ま
り
過
程
論
は
全
体
と
し
て
「
学
問
の
マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ
た
道
徳
的
弁
証

(39) 

法
」
(
B
.
C
r
i
c
k
)

と
い
う
こ
と
が
で
恙
る
の
で
あ
る
。

、
、
、

(
l
)

ベ
ン
ト
リ
ー
が
政
治
に
注
視
し
た
の
は
経
済
学
的
な
関
心
か
ら
で
あ
る
と
自
身
で
は
述
べ
て
い
る
(
P
G
.
p
.
2
1
0
)
。
彼
が
方

法
論
に
没
頭
し
て
い
た
時
期
(
1
9
3
0
s
,

4
0
s
)

に
も
、
自
分
で
は
「
修
業
中
の
経
済
学
徒
」
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る

(
B
e
n
t
l
e
y
,
 
E
p
i
l
o
g
u
e
,
 
p
p
.
 2
1
0

ー

2
1
1
)
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
回
想
は
示
唆
的
で
あ
る
。
当
時
、
「
〔
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
〕

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ロ
シ
ア
的
な
専
制
が
風
靡
し
つ
つ
あ
り
、
我
々
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
炎
を
つ
の
ら
せ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
」
「
こ
の
国
の
す
べ
て

の
政
治
が
、
い
わ
ば
私
の
机
の
上
を
さ
ま
よ
っ
て
い
っ
た
。
」
(
I
b

蕊．こ

p
.
2
1
1
)

(
傍
点
、
〔
〕
内
は
筆
者
）
。

(
2
)
 
C
r
i
c
k
,
 
0
p
.
c
i
t
.
)
 
p
p
.
1
2
7
 1
 
1
2
8
.
 (
邦
訳
、
ニ
―
六
頁
。
）

(
3
)
 
P
G
.
 
p
p
.
3
1
4
ー

3
2
0
.

な
お
「
集
団
圧
力
民
主
政
」
と
い
う
用
語
は
ベ
ン
ト
リ
ー
の
所
論
を
要
言
し
た
も
の
で
あ
る
(
c
f
.

P
G
.
 p
p
.
3
0
4
ー

3
0
5
)

。

護
す
る
と
い
う
点
で
軌
を
一
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ら
れ
た
方
法
に
は
天
地
の
開
き
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

ベ
ン
ト
リ
ー
と
革
新
主
義
者
は
革
新
主
義
的
な
価
値
を
擁
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(
4
)

彼
の
考
え
る
「
階
級
」
は
活
動
の
広
範
な
一
致
を
み
る
カ
ー
ス
ト
や
中
世
の
身
分
の
如
き
狭
い
概
念
で
あ
る
(
P
G
.

p
.
 3
0
4
)
。

(
5
)

保
護
関
税
改
良
運
動
、
無
煙
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
、
肉
類
検
査
法
、
シ
ャ
ー
マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法
等
々
を
例
に
ひ
い
て
い
る

(
P
G
.
 
p
p
.
3
4
7

ー

3
5
5
)

。

(
6
)

数
少
な
い
価
値
的
表
現
の
例
、
「
目
に
見
え
ぬ
＂
沈
黙
せ
る
集
団
利
益
の
代
表
と
し
て
の
統
治
が
小
範
囲
の
集
中
化
し
た
圧

、

、

、

、

、

、

、

、

力
•
…
•
•
に
よ
っ
て
こ
の
機
能
を
著
し
く
歪
め
ら
れ
、
当
然
な
す
べ
き
応
答
を
し
な
い
時
、
我
々
は

I
I

人
民
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー

、
、
、

ル
“
が
必
要
だ
と
い
う
叫
び
を
聞
き
不
愉
快
な
権
力
を
獲
得
し
て
い
る
利
益
に
直
接
に
対
抗
し
て
興
起
し
た
集
団
利
益
の
形
成
を

見
出
す
。
」
(
P
G
.

p
p
.
4
5
4
 1
 4
5
5
)
 (
傍
点
筆
者
）
彼
の
一
般
に
価
値
自
由
的
な
態
度
は
革
新
主
義
知
識
人
の
道
徳
的
強
弁
と
の
間
に

一
定
の
距
離
を
お
く
。
例
え
ば
ベ
ン
ト
リ
ー
の
師
イ
ー
リ
や
同
時
代
の
政
治
学
者
ビ
ア
ー
ド
ら
と
比
べ
よ
。

(
7
)
 
B
.
C
r
i
c
k

以
外
で
は

G
r
e
e
n
s
t
o
n
e
,
 
0
p
.
c
i
i
こ
（
注
8
)
p
p
,
2
6
0

ー

2
6
2
.

を
参
照
。

(
8
)

こ
の
ア
。
フ
ロ
ー
チ
は
後
期
の
二
著
で
展
開
さ
れ
る
。

A
.
F
.
B
e
n
t
l
e
y

a
n
d
 
J
.
D
e
w
e
y
,
 
K
n
 
0さ
｛
箋

g

g
吏

d
i
h
e
k
g
1
0
7
-

(
B
o
s
t
o
n
,
 
1
9
4
9
)
e
s
p
.
 
c
h
.
 
I
V
,
V
,
B
e
n
t
l
e
y
,
I
n
q
蕊
r
g
$
t
i
o
I
n
q
蕊
r
{
e
s
,
(
B
o
s
t
o
n
,
 
1
9
5
4
)
e
s
p
.
 
c
h
.
 
8, 
1
6
,
 
2
0
.
 

(
9
)

固
い
対
象
の
も
た
ら
す
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
。
フ
、
方
法
的
失
敗
に
つ
い
て
は

G
o
l
e
m
b
i
e
w
s
k
i
,

o
p
.
 c
i
t
.
,
 
p
.
 9
6
9
.
 
参
照
。

(
1
0
)「
完
全
な
る
記
述
は
•
…
·
·
完
全
な
る
科
学
を
意
味
す
る
」
(
P
G
.
p
.
2
0
9
)

。
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
は
、
こ
の
「
説
明
」
か
ら
「
記
述
」

へ
の
理
論
目
標
の
転
換
を
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
「
過
程
」
分
析
と
の
関
連
で
把
握
し
そ
の
現
代
性
を
芸
術
・
哲
学
革
命
と
照
合
し
て

い
る
。

N
o
r
m
a
n
J
a
c
o
b
s
o
n
,
 
C
a
u
s
a
l
i
t
y
 
a
n
d
 T
i
m
e
 i
n
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
:
 
A
 
S
p
e
c
u
l
a
t
i
o
n
,
 
A
P
S
R
,
 L
V
I
I
I
(
l
9
6
4
,
 

M
a
r
c
h
)
 p
p
 .1
5

ー

2
2
.

(11)

「
量
対
量
の
均
衡
化
の
な
い
政
治
過
程
は
存
在
せ
ぬ
」
(
P
G
.

p
.
2
0
2
)
。
そ
し
て
「
何
ら
か
の
形
で
測
定
の
対
象
と
な
ら
ぬ
素

材
を
科
学
的
に
処
理
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
測
定
は
混
沌
を
征
服
す
る
」
(
P
G
.

p
.
2
0
0
)
。
こ
の
方
法
は
「
一
世
紀
に
わ

た
る
理
論
的
方
法
論
変
革
の
先
鞭
」
を
つ
け
る
も
の
と
評
さ
れ
る
(
G
o
l
e
m
b
i
e
w
s
k
i
,
o
p
.
 c
i
t
.
,
 
p
.
 9
6
5
.
)
。
ベ
ン
ト
リ
ー
の
具
体

的
測
定
対
象
に
つ
い
て
は
、

A
p
p
e
n
d
i
x

(
P
G
.
 
p
p
.
4
8
7
 -
4
9
4
)
を
参
照
。

(12)

強
い
制
度
論
批
判
に
つ
い
て
は
(
P
G
.

p
p
.
1
6
2
 1
 
1
6
4
)
参
照
。

(13)

「
観
念
は
集
団
に
よ
っ
て
陳
述
さ
れ
う
る
が
集
団
は
決
し
て
観
念
に
よ
っ
て
は
陳
述
さ
れ
な
い
」
(
P
G
.

p
.
2
0
6
)
。
「
一
人
の
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人
間
が
相
互
に
衝
突
し
あ
う
二
つ
の
集
団
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
彼
が
調
和
し
が
た
い
社
会
生
活
の
局
面
を
反
映
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
と
、
彼
が
公
共
政
策
の
問
題
を
考
究
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
同
じ
こ
と
を
三
通
り
の
形
で
述
べ
て
い
る
に
す

ぎ
ぬ
。
」
(
P
G
.

p
.
2
0
4
)

こ
の
対
象
の
拡
大
は
、
「
活
動
へ
の
領
向
」
「
潜
在
的
活
動
」
と
い
う
活
動
の
前
段
階
の
心
理
状
態
概
念

の
導
入
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
〔
単
純
な
行
動
主
義
の
脱
却
〕
（
P
G
.

p
 .1
8
5
)
。
な
お
ベ
ン
ト
リ
ー
の
行
動
主
義
批
判
に
つ
い
て
は

こ

'A
S
o
c
i
o
l
o
g
i
c
a
l
 
C
r
i
t
i
q
u
e
 
o
f
 
B
e
h
a
v
i
o
r
i
s
m
,
"
 i
n
 
I
n
q
u
-
i
r
y
 
i
n
t
o
 
I
n
q、i
↑
ご
芯
子

p
p
.
3
1
-
3
6
.
 
参
二
囮
芯
。

(14)

マ
ン
ハ
イ
ム
流
の
そ
れ
程
、
体
系
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の

R
e
l
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
u
s

と
ベ
ン
ト

リ
ー
の

t
r
a
n
s
a
c
t
i
o
n
a
l
,
 
a
p
p
r
o
a
c
h

の
関
連
性
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ベ
ン
ト
リ
ー
の
「
知
識
社
会
学
」
に
触
れ
た
も

の
と
し
て
は

H
a
l
e
,

o
p
.
 cit., 
p
.
 9
5
8
,
 

田
口
、
前
掲
二

O
I
ニ
―
頁
が
あ
る
。
又
、
体
系
的
に
論
及
し
た
も
の
と
し
て
、
佐

藤
俊
一
「
ア
ー
サ
ー
•
F
・
ベ
ン
ト
レ
イ
に
お
け
る
知
識
社
会
学
の
成
立
」
（
法
学
新
報
、
七
八
巻
八l
七
号
、
一
四
七
ー
一
六
五

頁
）
が
あ
る
。

(15)

彼
が
と
り
上
げ
る
理
論
は

K
.
M
a
r
x
,L• 

G
u
m
p
l
o
w
i
c
s
,
 
G
 .
S
i
m
m
e
l
,
 
G
 .
R
a
t
z
e
n
h
o
f
e
r
,
 
等
で
あ
る
(
P
G
.

c
h
.
 X
X
I
I
)
。

(16)

過
程
論
の

P
a
r
t
I

は
一
七

0
頁
を
費
や
し
自
己
の
自
然
科
学
的
方
法
を
弁
証
す
る
の
に
対
し
、
こ
の
新
局
面
は

c
h
.
X
X
I
I

(
p
.
1
6
)
の
他
数
力
所
に
散
見
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
彼
が
自
己
の
科
学
を
「
構
想
」
で
あ
り
「
絶
対
的
で
な
い
」
と
相

対
的
に
認
識
し
え
た
の
は
、
こ
の
局
面
に
負
う
も
の
で
あ
ろ
う
(
P
G
.

p
.
2
4
5
ー
2
4
6
)
。

(
1
7
)こ
の
観
点
か
ら
、
一
切
の
二
元
論
|
—
心
理
と
社
会
、
主
観
と
客
観
ー
—
'
が
排
除
さ
れ
る(
P
G
.pp
.
1
6
6
 1
 1
7
1
)
。

(18) cf• 

E
a
s
t
o
n
,
 
p
p
.
 2
8
5ー
2
9
0
.
(
.
\
:
i
'
i
:
:
~
I

一
九
三
ー
ニ
九
七
百
(
)
。

(19)

こ
の
概
念
を
彼
は

G
.
S
i
m
m
e
l

か
ら
学
ん
で
い
る
。
そ
の
現
代
性
に
つ
い
て
は
、
清
水
幾
太
郎
『
社
会
学
請
義
』
（
岩
波
書

店
、
一
九
五

0
年
）
二
五
ー
三
四
頁
。

(20) 
P
.
 O
d
e
g
a
r
d
.
,
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
,
 
X
X
i
i
i
.
 

(21)

例
え
ば
、
ス
ポ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
が
脅
威
に
な
っ
た
際
の
「
市
政
改
革
運
動
」
(
P
G
.

p
.
4
1
5
)
、

「
消
費
者
運
動
」
(
P
G
.
p
.
3
8
5
)
等。

(22)

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
政
治
文
化
に
相
当
す
る
(
P
G
.
p
.
2
1
8
f
f
.
 
p
.
2
6
0
)
。

労
資
対
立
が
激
化
し
た
際
の
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、
、
、
、
、
、

(23)

物
理
的
環
境
、
富
、
工
業
技
術
、
人
口
量
、
都
市
と
田
舎
、
組
織
技
術
、
政
治
の
反
作
用
等
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
本
格
的
分

析
は
支
配
論
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
（
次
章
）
。

(24)

ベ
ン
ト
リ
ー
と
シ
ス
テ
ム
的
発
想
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

D
a
v
i
d

T
r
u
m
a
n
,
 
"
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
G
r
o
u
p
 
A
n
a
l
y
s
i
s
,
"
 
i
n
 

警
c
u
c
l
o
p
0
e
d
g
o
f
 
t
h
e
 
S
o
c
巨
S
c
笞
n
c
e
s
,

p
p
.
 2
4
1
ー

2
4
5
.

-%¥照。

(25)

政
府
機
関
活
動
・
政
党
活
動
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
「
組
織
内
統
治
1
1
経
営
」
が
第
四
の
政
治
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

(26)

政
党
、
市
民
運
動
、
新
聞
、
企
業
の
政
治
活
動
等
を
含
む
。

(27)

そ
れ
ゆ
え
、
均
衡
は
「
政
治
構
造
」
の
関
数
で
は
な
く
、
「
近
代
社
会
」
即
最
上
の
均
衡
・
進
歩
と
い
う
考
え
は
否
定
さ
れ

る。
(28)

均
衡
と
均
衡
化
の
相
違
、
ベ
ン
ト
リ
ー
モ
デ
ル
の
均
衡
化
的
性
格
へ
の
評
価
は

E
a
s
t
o
n
,

o
p
.
 c
i
t
.
,
 
p
p
.
 2
8
3

ー

2
9
2
.
(邦

訳
二
八
二
，
二
九

0
頁）。

、
、
、
、

(29)

ベ
ン
ト
リ
ー
は
、
政
治
集
団
が
そ
の
中
に
よ
り
叛
縮
し
た
心
理
過
程
を
も
つ
が
故
に
ま
ず
第
一
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

基
底
レ
ベ
ル
の
研
究
も
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
展
望
を
与
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
(
P
G
.

p
.
2
0
9
)
。
こ
の
研
究
指
針
が

一
方
で
彼
を
政
治
過
程
論
・
集
団
ァ
。
フ
ロ
ー
チ
の
先
駆
者
に
す
る
と
と
も
に
、
一
定
の
理
論
的
欠
陥
を
学
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(30)

立
法
・
司
法
・
行
政
の
相
互
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
連
邦
・
州
・
自
治
体
の
相
互
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
普
通
選
挙
、
政
党
（
内
部
的
・

外
部
的
）
、
世
論
に
よ
る
相
互
及
び
統
治
機
関
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
等
を
含
む
代
議
政
の
統
治
政
治
構
造
(
P
G
.

p
p
.
4
5
5
 1
 4
5
6
)
。

(31)

「
八
集
団
＞
観
念
を
基
軸
と
す
る
市
民
政
治
理
論
の
普
遍
的
転
換
」
な
ら
び
に
そ
の
「
特
殊
イ
ギ
リ
ス
的
展
開
」
の
意
義
に

つ
い
て
は
、
松
下
圭
一
『
現
代
政
治
の
条
件
』
（
中
央
公
論
社
、
増
補
版
一
九
七
六
年
）

VII
を
参
照
。

(32)

江
川
潤
「
圧
力
団
体
の
動
態
と
集
団
理
論
の
問
題
性
」
『
法
学
新
報
』
七
七
巻
一
・
ニ
・
三
号
一
五
八
頁
。
均
衡
理
論
の
批

判
と
し
て
は

E
a
s
t
o
n
,

o
p
.
c
i
t
.
,
 
c
h
.
 
X
I
が
内
在
的
批
判
、

0• 
B
.
 M
a
c
p
h
e
r
s
o
n
,
 
T
h
e
 
L
i
f
e
 
a
n
d
 
T
i
m
e
s
 
o
f
 
L
i
b
e
r
a
l
 

D
e
m
o
r
0
ぎ
(
O
x
f
o
r
d
,

1
9
7
7
)
c
h
.
 
I
V
,
 
C
.
 W
r
i
g
h
t
 M
i
l
l
s
,
 
T
h
e
 P
o
w
e
r
 E
l
i
t
e
,
 (
O
x
f
o
r
d
,
 
1
9
5
6
)
c
h
.
 
11. 
が
外
ハ
左
任
的
班
〗
血
切

の
好
例
で
あ
ろ
う
。

(33)

こ
の
点
の
詳
細
な
検
討
は
、
田
口
、
前
掲
、
六
五
I

七
七
頁
、
参
照
。
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(34) 
H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
,
 
T
h
e
 A
g
e
 o
f
 
R
e
f
o
r
m
,
 
p
.
2
6
4
.
 (
邦
訳
、
二
三
二
頁
。
）

、
、
、
、

(
3
5
)
ベ
ン
ト
リ
ー
が
均
衡
化
と
見
誤
っ
た
当
時
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
儀
式
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
青
山
す
み
子
「
革
新
主
義
時

代
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
」
『
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
史
論
』
所
収
、
参
照
。

(36)

こ
の
変
化
は
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
飛
躍
的
に
深
化
し
、
ベ
ン
ト
リ
ー
自
身
が
こ
の
変
化
の
意
義
を
次
書
支
配
論
の
主
題
に

す
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

、

、

、

、

、

、

、

(
3
7
)
行
政
・
立
法
機
関
を
、
代
表
的
活
動
と
し
て
非
独
立
的
な
存
在
と
し
て
記
述
し
た
こ
と
に
は
誇
張
が
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る

、
、
、
、

(
P
G
.
 
p
.
4
4
4
)
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
国
家
権
力
の
分
析
が
、
そ
の
仲
介
者
的
国
家
観
ゆ
え
に
ベ
ン
ト
リ
ー
政
治
過
程
論
の
最
弱

点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
最
初
に
批
判
し
た
の
は

M
e
r
l
e
F
a
i
n
s
o
d
,
 
"
S
o
m
e
 
R
e
f
l
e
c
t
i
o
n
 
o
n
 
t
h
e
 
N
a
t
u
r
e
 
o
f
 
t
h
e
 

R
e
g
u
l
a
t
o
r
y
 
P
r
o
c
e
s
s
,
"
 
i
n
 
C
.
 
I• 

F
r
i
e
d
r
i
c
h
 
a
n
d
 
E
d
w
a
r
d
 
S
.
 M
a
s
o
n
 (
e
d
s
)
,
 
P
u
b
l
i
c
 
P
o
l
i
c
y
,
 (
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
 
1
9
4
0
)
 

、
、
、

p
.
2
9
9
.
 

又
、
ベ
ン
ト
リ
ー
に
代
表
さ
れ
る
非
国
家
的
政
治
理
論
へ
の
包
括
的
批
判
と
し
て
は
、

S
h
e
l
d
o
n
s

W
o
l
i
n
,
 
P
o
l
i
t
i
c
s
 

旦
d

V
i
s
i
o
き
C
o
n
t
$
n
u
さ
‘
0
n
d
Iき
n
o
0
色。
n

i
n
 
W
e
s
t
e
r
n
 
P
o
l
i
t
苔
l
l
T
h
o
u
g
h
t
)
（L
o
n
d
o
n
,

1
9
6
0
)
c
h
.
 

10, 
Ul.¥Ei形
・
芦
佃
田
・

田
中
訳
『
西
欧
政
治
思
想
史
＞
』
（
福
村
出
版
、
一
九
七
八
年
）
を
参
照
。

、
、
、

(38)

か
つ
て
レ
イ
サ
ム
は
、

F
i
g
g
i
s
,

M
a
i
t
l
a
r
d
,
 
C
o
l
e
,
 
L
a
s
k
i

ら
を
哲
学
的
多
元
論
と
規
定
す
る
と
と
も
に
そ
の
「
観
察
と

ウ

ィ

ッ

ト

ヽ

ヽ

ヽ

希
望
」
「
事
実
と
機
知
」
の
混
合
を
批
判
し
、
ベ
ン
ト
リ
ー
に
始
ま
る
ア
メ
リ
カ
の
分
析
的
多
元
論
の
現
実
性
を
弁
証
し
た
。
し

か
し
、
本
稿
の
分
析
で
明
ら
か
な
様
に
、
こ
の
分
析
的
多
元
論
の
中
に
も
同
様
な
二
重
性
、
混
合
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴

史
状
況
の
変
移
と
と
も
に
ラ
ス
キ
が
階
級
国
家
論
に
移
行
し
た
の
と
パ
ラ
レ
ル
な
変
化
が
ベ
ン
ト
リ
ー
に
も
生
じ
る
の
で
あ
る

（
次
章
参
照
）
0
 cf• 

E
.
L
a
t
h
a
m
,
 
o
p
.
c
i
t
.
,
 
p
p
.
9
 1
l
o
.

〔
注
(
5
)
〕
松
下
、
前
掲
一
六
九
頁
。

(
3
9
)
こ
の
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
学
の
転
換
に
果
し
た
過
程
論
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
省
い
た
が
、
様
々
の

集
団
分
類
、
政
治
過
程
分
析
の
構
想
(
l
o
g
-
r
o
l
l
i
n
g
,

政
党
、
行
政
裁
量
、
死
文
法
等
）
、
伝
統
的
政
治
概
念
の
批
判
と
集
団
論
的

意
味
転
換
等
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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＜ ヽ

一
旦
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
連
合
(
W
i
l
s
o
n
i
a
n

C
o
a
l
i
t
i
o
n
,
 
1
9
1
6
,
 

南
部
・
西
部
農
民
、
組
織
労
働
者
、
社
会
正
義
派
、
独
立

(
2
)
 

ラ
デ
ィ
カ
ル
ズ
等
の
革
新
主
義
連
合
）
の
成
立
に
よ
っ
て
成
功
し
た
か
に
見
え
た
革
新
主
義
政
治
は
、

戦
の
イ
ン
。
ハ
ク
ト
に
よ
っ
て
、

あ
え
な
く
自
壊
し
て
い
く
。

こ
の
大
戦
は
、
単
に
革
新
主
義
の
転
機
を
示
す
だ
け
で
な

ア
メ
リ
カ
政
治
な
ら
び
に
政
治
思
想
（
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
）
の
転
機
を
も
画
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
恙
る
。

1

状
況
化
し
た
政
治
の
終
焉

を
支
え
た
明
示
・
暗
示
の
諸
条
件
は
失
わ
れ
た
。

ベ
ン
ト
リ
ー
は
、

考
様
式
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
解
明
し
た
。

五

『
生
産
者
・
消
費
者
。
支
配
者
」
と
「
政
治
過
程
論
」

、
、
、

前
章
に
お
い
て
、
我
々
は
ベ
ン
ト
リ
ー
の
『
政
治
過
程
論
』
が
、
革
新
主
義
期
の
状
況
化
し
た
政
治
と
そ
こ
で
の
思

状
況
に
多
く
を
負
う
過
程
論
は
、

支
配
論
の
分
析
に
先
立
ち
、

の
挫
折
・
転
回

そ
れ
故
、
状
況
の
変
動
に
よ
っ
て
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
。
も
は
や
単
な
る

事
実
は
価
値
で
は
な
い
。
事
実
と
価
値
の
落
差
は
過
程
論
の
均
衡
化
モ
デ
ル
の
規
範
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

モ
デ
ル

こ
の
「
危
機
意
識
」
に
衝
き
動
か
さ
れ
『
生
産

、
、
、
、

者
・
消
費
者
・
支
配
者
』
〔
支
配
論
と
略
記
〕
を
執
筆
す
る
。
過
程
論
は
理
論
的
に
挫
折
し
支
配
論
へ
と
転
回
す
る
。
（
但

し
、
あ
く
ま
で
理
論
レ
ベ
ル
で
の
問
題
で
あ
り
、
正
し
く
は
過
程
論
の
補
完
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
）

ま
ず
、
こ
の
危
機
と
し
て
の
歴
史
状
況
を
一
瞥
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
（
補
論
も
参
照
）
。

第
一
次
世
界
大
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官
製
の
農
事
局
連
盟
(
F
a
r
m
B
u
r
e
a
u
 
F
e
d
e
r
a
t
i
o
n
,
 1919
ー
）
や
労
働
組
合
主
義
に
た
っ
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
(.A.FL)

(10) 

な
お
西
部
で
の
無
党
派
連
盟
(
N
o
n
,
 
p
a
r
t
i
s
a
n
 
L
e
a
g
u
e
)
系
の
農
民
運
動
や
農
労
党

(
F
a
r
m
e
r
 
L
a
b
o
r
 
P
a
r
t
y
)
系
の
労
働
運
動
（
容
共
的
ラ
デ
ィ
カ
ル
ズ
）
、

が
強
力
に
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、

金
融
独
占
体
制
は
動
か
し
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
。

更
に
、

ぐ
る
対
立
な
ら
び
に
戦
中
・
戦
後
の
赤
狩
り
に
よ
っ
て
、

鉄

い
く
つ
か
の
分
裂
を
革
新
主
義
陣
営
に
も
た
ら
し
連
合
は
自
壊
し
始
め
る
。
す
な
わ
ち
、
参
戦
を
め

ラ
デ
ィ
カ
ル
ズ
と
西
部
農
民
が
連
合
と
袂
を
分
か
つ
。
続
い

て
戦
時
イ
ン
フ
レ
下
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
め
ぐ
っ
て
組
織
労
働
者
が
ぬ
け
、
講
和
問
題
を
契
機
に
理
想
主
義
者
も
脱
落

す
る
。
他
方
、
戦
争
で
受
益
者
と
な
っ
た
中
小
企
業
家
と
疎
外
さ
れ
た
農
民
・
労
働
者
と
の
間
に
は
避
け
難
い
亀
裂
が

(
4
)
 

入
る
。

(
5
)
 

戦
争
は
ま
た
、
革
新
主
義
期
の
独
占
規
制
を
有
名
無
実
な
も
の
と
し
、
所
得
配
分
・
産
業
統
制
の
集
中
化
が
進
展
し
、

戦
争
の
与
え
た
精
神
的
効
果
も
見
過
し
え
な
い
。
「
自

(
6
)
 

由
の
た
め
の
戦
い
」
は
革
新
主
義
の
道
徳
主
義
を
「
聖
化
」
し
「
責
任
の
エ
ト
ス
を
破
砕
」
す
る
。
と
同
時
に
、
複
雑

な
パ
ワ
ー
ボ
リ
テ
ィ
ク
ス
は
、
人
道
主
義
的
・
改
革
的
「
進
歩
」
主
義
者
を
人
種
差
別
と
帝
国
主
義
の
色
彩
を
帯
び
た

、
、
、
ヽ

(
7
)

「
進
化
」
主
義
的
リ
ア
リ
ス
ト
ヘ
と
先
祖
返
り
さ
せ
た
。ノ

ル
マ
ル
シ
ー

か
く
て
、
戦
争
の
嵐
の
後
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
「
平
常
」
の
反
動
で
あ
っ
た
。
革
新
主
義
運
動
は
、
「
赤
狩
り
」

(
8
)
 

の
中
で
分
裂
し
指
導
者
を
失
い
方
向
を
見
う
し
な
う
。
鬱
屈
し
た
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
k
k
k
や
禁
酒
運
動
な
ど
の

、
、
、
、

擬
似
改
革
へ
と
噴
出
す
る
。

(
9
)
 

し
か
し
、
改
革
の
必
要
性
が
減
じ
た
わ
け
で
は
な
く
、
又
、
そ
の
努
力
も
各
地
で
根
強
く
続
け
ら
れ
て
い
た
。
一
方
で

戦
争
は
ま
ず
、

革
新
党
の
流
れ
を
く
む
四
十
八
人
委
員
会
、
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そ
し
て
、

2
 

そ
れ
を
軸
と
し
て
方
法
が
再
構
成
さ
れ
る
。

道
友
愛
会
に
代
表
さ
れ
る
急
進
労
組
、

(
1
1
)
 

け
ら
れ
て
い
た
。

(12) 

正
に
こ
の
模
索
の
時
期
(
1
9
1
8

ー

2
0
)

|
|
i
様
々
の
革
新
主
義
ラ
デ
ィ

カ
ル
達
が
共
通
の
。
フ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
そ
の
理
論
的
裏
付
け
を
求
め
て
い
た
時
期
|
_
i
に
あ
た
る
。
そ
し
て
ベ
ン
ト
リ

、
、
、
、
、
、
、

ー
は
、
状
況
の
変
動
と
危
機
意
識
ゆ
え
に
正
に
政
治
理
論
的
構
成
を
も
つ
本
書
を
書
ぎ
上
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
は

(13) 

m規
範
分
析
・
モ
デ
ル
（
切
節
）
切
記
述
分
析
・
モ
デ
ル
（
い
節
）
切
実
践
的
政
策
・
運
動
論
（
固
節
）
の
三
構
成
を
と
る
。

も
は
や
過
程
論
の
如
苔
記
述
モ
デ
ル
11
規
範
モ
デ
ル
と
い
う
構
成
は
と
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
可
能
に
す
る

た
め
に
は
、
過
程
論
に
お
け
る
自
然
科
学
的
方
法
に
歪
ん
だ
「
科
学
」
・
「
客
観
性
」
概
念
の
再
構
成
が
必
然
的
に
要
請

さ
れ
る
の
で
あ
る

(
5
節）。

方
法
、
構
成
、
分
析
、

モ
デ
ル
に
お
い
て
過
程
論
は
挫
折
し
支
配
論
へ
と
転
回
す
る
。

「
科
学
」
的
方
法
の
再
構
成

既
に
述
べ
た
よ
う
に
〔
四
章
①
節
〕
過
程
論
に
お
け
る
「
科
学
」
的
方
法
は
三
つ
の
局
面
ー
自
然
科
学
的
方
法
・

集
団
還
元
的
「
知
識
社
会
学
」
の
萌
芽
・
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ナ
ル
ア
。
フ
ロ
ー
チ
の
萌
芽
|
_
i
を
呈
す
る
。
し
か
し
、
三

局
面
は
総
合
さ
れ
ず
自
然
科
学
的
方
法
に
歪
み
つ
つ
渾
然
と
融
合
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
支
配
論
に
お
い
て
は
、
も

は
や
素
朴
な
自
然
科
学
主
義
は
と
ら
れ
な
い
。
社
会
科
学
に
お
け
る
客
観
性
の
問
題
が
冒
頭
で
正
面
か
ら
論
ぜ
ら
れ
る
。

ベ
ン
ト
リ
ー
が
支
配
論
を
構
想
し
た
時
期
は
、

そ
し
て
社
会
党
な
ど
を
中
心
と
し
て
最
後
の
統
一
と
運
動
再
建
へ
の
模
索
が
続
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る
こ
と
は
不
誠
実
」
で
あ
り
、

学
」
的
分
析
で
あ
る
。

1

よ、

こ
オ
し

「
自
己
の
理
論
を
発
展
さ
せ
る
よ
り
難
し
い
」
が
、

「
自
己
の
立
脚
点
を
曖
昧
に
す

こ
の
問
題
に
潜
む
困
難

過
程
論
で
も
果
さ
れ
て
い
た
が
、

以
上
の
認
識
は

過
程
論
同
様
、
支
配
論
の
基
本
的
視
座
は
「
集
団
の
視
座
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
事
実
は
…
…
集
団
、
相
互
関
係

と
し
て
の
集
団
利
益
、
並
び
に
…
…
集
団
的
思
考
様
式
そ
し
て
…
…
集
団
の
政
治
的
・
政
治
外
的
行
為
の
可
能
性
に
よ

っ
て
客
観
的
に
陳
述
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
(
M
U
M
.
p
.
3
,
 
cf. 
P
G
.
 p
.
2
8
5
)

。

「
集
団
過
程
の
特
定
局
面
を
表
現
し
て
い
る
」
(
M
U
M
.
p
.
 3
,
 
cf. 
P
G
.
 p
p
.
 4
6
5
,
4
7
9
)

と
把
握
さ
れ
る
。

「
集
団
過
程
ー
内
ー
科
学
」
つ
ま
り
社
会
科
学
に
お
け
る
客
観
性
は
自
然
科
学
的

客
観
性
（
観
察
・
測
定
可
能
性
）
に
す
り
か
え
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
支
配
論
で
は
ま
ず
、

が
次
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
る
。

社
会
科
学
に
お
け
る
「
最
大
の
困
難
は
、

そ
の
著
者
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
諸
利
益
な
い
し
集
団
関
係
を
確
定
す
る

こ
と
で
あ
る
。
他
の
研
究
者
と
合
意
に
達
す
る
上
で
の
最
大
の
困
難
は
、
事
実
や
議
論
の
処
理
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
底
に
流
れ
る
観
点
を
噛
み
合
せ
(
d
o
v
e
t
a
i
l
i
n
g
)
、
目
的
に
つ
い
て
の
諸
要
因
の
相
互
認
識
を
う
る
こ
と
に
あ
る
」

(
M
U
M
.
 p
.
3
)

。

ベ
ン
ト
リ
ー
は
こ
の
困
難
を
次
の
よ
う
に
解
い
て
い
く
。

mま
ず
、
自
己
の
対
象
化
、
自
己
の
理
論
の
「
知
識
社
会

あ
る
」
(
M
U
M
.
p
.
3
)

と
さ
れ
る
。

ゆ
最
後
に
、

「
自
己
欺
職
に
す
ぎ
な
い
。
少
な
く
と
も
正
直
に
吐
露
す
る
こ
と
こ
そ
誠
実
の
証
し
で

、、

切
次
に
、
事
実
の
理
解
に
際
し
て
、
「
先
入
観
か
ら
自
由
に
な
り
」
「
最
大
限
の
冷
徹

さ
」
を
も
っ
て
様
々
の
「
集
団
の
視
点
を
獲
得
し
」
、

事
実
を
集
団
利
益
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る

(
M
U
M
.
p
.
7
)

。

、

、

、

、

、

、

以
上
の
よ
う
な
集
団
利
益
、
集
団
関
係
を
「
最
も
容
易
に
比
較
を
可
能
に
す
る
用
語
で
、
で
き
る
限
り
把

ヽ
も

9ヽ

し
カ

観
察
し
研
究
す
る
主
体
自
身
が



194 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

c
マ
ン
ハ
イ
ム
は
知
識
社
会
学
成
立
の
決
定
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
「
全
体
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
概
念
の
普
遍
的
に

ヽヽ

(18)

把
握
す
る
仕
方
の
出
現
」
を
あ
げ
る
。
つ
ま
り
、
「
敵
の
立
場
だ
け
で
は
な
く
、
原
理
上
い
っ
さ
い
の
立
場
を
、

、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ

(19)

り
自
己
自
身
の
立
場
さ
え
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
み
な
す
勇
気
」
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。

、
、
、
、

で
の
自
己
分
析
に
よ
っ
て
方
向
と
し
て
は
達
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
点
も
支
配
論
第
一
章

つ
ま

の
形
で
は
あ
る
が
、

こ
の
態
度
は
間
接
的
・
裏
返
し

⑮
R
の
点
か
ら
、

が
、
こ
れ
は
全
く
ベ
ン
ト
リ
ー
の
視
座
と
一
致
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

握
す
る
こ
と
」
(
M
U
M
.
p
.
7
)

で
あ
り
、
「
本
論
の
叙
述
は
主
と
し
て
、
置
的
に
述
べ
ら
れ
た
事
実
に
依
拠
す
る
」
(
M
U
M
.

(14) 

p
.
 2
)

。
支
配
論
で
も
量
へ
の
強
い
関
心
は
存
す
る
が
、
過
程
論
の
如
恙
量
化
・
測
定
へ
の
信
仰
は
影
を
ひ
そ
め
(
c
f
.

P
G
.
 

p
p
.
 
200,202)~ 

茸
い
が
名
之
用
さ
れ
る
に
止
ま
る

(
M
U
M
.
c
h
.
2
)

。

以
上
が
ベ
ン
ト
リ
ー
の
社
会
科
学
に
お
け
る
客
観
性
の
問
題
へ
の
解
答
で
あ
る
。
ベ
ン
ト
リ
ー
に
よ
る
自
己
理
論
の

「
知
識
社
会
学
」
的
分
析
は
次
項
に
譲
る
と
し
て
、

(15) 

か
指
摘
し
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
到
達
点
を
示
唆
す
る
に
止
め
た
い
。

R
ま
ず
、
両
者
の
研
究
の
基
本
的
視
座
の
一
致
。

マ
ン
ハ
イ
ム
は
（
自
己
の
）
知
識
社
会
学
の
特
質
と
し
て
、

(16) 

「
集
団
に
所
属
し
た
人
間
」
を
対
象
と
し
「
思
考
様
式
と
集
合
的
行
為
連
関
と
を
切
離
さ
な
い
こ
と
」
を
あ
げ
て
い
る

ベ
ン
ト
リ
ー
は
マ
ン
ハ
イ
ム
と
同
様
に
認
識
論
に
お
け
る
二
元
論
な
ら
び
に
心
理
主
義
を
批
判

(
P
G
.
 p
.
1
6
6
ー

1
7
1
)

し
て
お
り
、

こ
と
を
意
味
す
る
。

い
っ
さ
い
の
非
集
団
的
思
考
の
余
地
を
認
め
な
い
。

(17) 

マ
ン
ハ
イ
ム
の
い
う
「
全
体
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
概
念
の
水
準
に
ベ
ン
ト
リ
ー
が
到
達
し
て
い
る

つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
た
だ
マ
ン
ハ
イ
ム
の
知
識
社
会
学
と
の
関
連
を
い
く
つ
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を
与
え
な
い
(
c
f
.

M
U
M
.
 p
.
1
7
6
)

。

彼
が
信
頼
し
注
目
し
た
も
の
は
、
中
間
階
級
一
般
の
能
力
で
あ
り
、

「
新
し
い
労

客
観
的
分
析
の
担
い
手
と
す
る
マ
ン
ハ
イ
ム
の
理
論
は
、

そ
の
後
、

更
に

マ
ン
ハ
イ
ム

）
付
で
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）
。

、、

＠
以
上
の
類
似
は
よ
り
根
底
的
な
政
治
観
の
類
似
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

(20) 

な
も
の
に
政
治
現
象
の
本
質
を
見
出
す
。
又
そ
う
し
た
現
象
を
把
握
す
る
際
と
ら
れ
る
ア
。
フ
ロ
ー
チ
も
類
似
し
て
い
る

つ
ま
り
両
者
と
も
「
流
動
的
」
「
過
程
的
」

|
|
l
ベ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
「
過
程
」
ア
。
フ
ロ
ー
チ
（
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ナ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
）
、

(21) 

相
関
主
義
(
r
e
l
a
t
i
o
n
i
s
m
u
s
)

。

我
々
は
ベ
ン
ト
リ
ー
と
マ
ン
ハ
イ
ム
に
関
し
て
以
上
の
よ
う
な
関
連
を
指
摘
し
う
る
。
し
か
し
、

こ

ゞヽ‘

ベ
ン
ト
リ
ー
カ

う
し
た
知
識
社
会
学
の
成
立
条
件
の
充
当
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
識
社
会
学
の
樹
立
な
い
し
体
系
的
活
用
へ
と
向
わ
な

か
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
。

(22) 

差
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
理
由
は
、
第
一
義
的
に
は
、

や
は
り
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
条
件
の

一
九
二

0
年
の
ア
メ
リ
カ
に
生
き
る
ベ
ン
ト
リ
ー
に
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
ほ
ど
現
代
が
「
イ

(23) 

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
。
ヒ
ア
の
問
題
が
徹
底
し
た
や
り
方
で
提
起
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
代
」
と
い
う
意
識
は
な
い
。
つ
ま

、

、

、

、

、

、

、

、

、

り
、
危
機
と
は
い
え
、
世
界
観
で
は
な
く
意
見
の
対
立
で
あ
り
、
階
級
で
は
な
く
集
団
の
対
立
で
あ
る
と
、
ベ
ン
ト
リ

ー
は
な
お
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
（
そ
れ
故
、
先
の
関
連
性
⑮
c
は
（

も
う
―
つ
の
理
由
は
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
中
に
流
れ
る
ポ
。
ヒ
ュ
リ
ズ
ム
・
コ
モ
ン
マ
ン
の
伝
統
で
あ
る
。

は
周
知
の
如
く
、
知
識
社
会
学
の
担
い
手
を
「
階
級
を
超
え
て
自
由
に
飛
翔
す
る
知
識
人
」
に
求
め
た
。
知
識
人
こ
そ

「
時
代
の
診
断
学
」
(
N
e
i
t
d
i
a
g
n
o
s
t
i
k
)

へ、

「
自
由
の
た
め
の
計
画
論
」
へ
と
転
回
し
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
、

ベ
ン
ト
リ
ー
は
知
識
人
に
そ
う
し
た
特
殊
な
地
位

働
者
」
（
技
術
者
）
の
協
同
化
や
産
業
民
主
化
を
推
進
す
る
性
格
で
あ
っ
た

(
M
U
M
.
p
p
.
1
8
8
ー

1
8
9
,

2
3
6
ー

2
3
7
)

。

マ
ン
ハ
イ
ム
に
お
け
る
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そ
の
さ
い
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
、

、
、
、
、

「
均
衡
論
」
的
性
格
な
い
し
「
閉
鎖
体
系
」
的
性
格
で
あ
り
、
又
過
程
論
の
一
九
五

0
年
代
に
お
け
る
受
容
の
保
守
主

ヽ
ヽ

(25)

義
的
機
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
内
面
に
立
入
り
そ
の
「
保
守
主
義
」
の
意
味
を
検
討
し
た
研
究
は
少
な

(26) 

こ
の
時
期
の
革
新
主
義
者
が
ア
メ
リ
カ
の
政
治
思
想
を
貫
く
「
進
歩
的
な
保
守
主
義
」
の
典
型
で
あ
っ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ン
ト
リ
ー
も
こ
の
系
譜
に
属
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
厳
密
な
現
実
分
析
と
方
法

論
に
支
え
ら
れ
た
そ
の
思
想
は
単
純
に
保
守
主
義
と
断
定
す
ろ
こ
と
を
許
さ
な
い
。
ま
ず
、
彼
自
身
が
な
し
た
自
己
分

析
を
紹
介
し
よ
う
。

一
、
労
働
•
生
産
・
機
会
・
労
働
に
よ
る
利
益
へ
の
共
感
、

一
般
に
、

、。し
ベ
ン
ト
リ
ー
の
「
保
守
主
義
」
に
言
及
す
る
も
の
は
多
い
。

内
ー
科
学
」
の
客
観
性
の
問
題
を
正
面
か
ら
論
じ
、

、、

合
へ
の
貴
重
な
前
進
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

理
想
人
と
し
て
の
「
手
に
道
具
を
も
つ
人
間
」
〔
ロ
ッ
ク

過
程
論
の

3

ベ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
価
値
と
代
表
性

過
程
論
で
の
「
科
学
」
概
念
を
転
回
さ
せ
た
こ
と
は
、

そ
の
総

こ、
'‘~ 

こ
こ

過
程
論
で
の
方
法
の
三
局
面
は
な
お
十
分
に
総
合
さ
れ
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、

ベ
ン
ト
リ
ー
が
「
集
団
過
程
ー

、、

ベ
ン
ト
リ
ー
に
よ
る
「
知
識
社
会
学
」
的
分
析
が
、
事
実
分
析
の
前
提
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
体
系
的
研

、

、

、

、

、

、

究
へ
と
向
わ
な
い
理
由
、
更
に
、
後
期
ベ
ン
ト
リ
ー
（
一
九
三
0
年
代
以
降
）
が
知
識
社
会
学
で
な
く
一
般
的
な
知
識
の
論

(24) 

理
学
へ
と
転
回
し
て
い
く
理
由
が
あ
ろ
。
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的
労
働
・
人
間
観
〕
（
M
U
M
.

p
p
.
 4
,
1
8
1
)
。

二
、
市
民
的
自
由
、

三、

(27) 

と
り
わ
け
思
想
・
結
社
の
自
由
へ
の
強
烈
な
熱
情
と
危
機
意
識
(
M
U
M
.

p
p
.
5
 1
空
2
0
8栓
2
2
0
)
。

、
、
、

一
、
二
の
偏
見
と
態
度
か
ら
自
己
を
歴
史
的
類
型
と
し
て
の
中
間
階
級
人
の
典
型
と
規
定
(
M
U
M
.

p
p
.
6
,
1
9
0
)
。

、
、
、

四
、
そ
れ
故
、
本
書
を
、
農
民
等
の
消
費
者
利
益
を
代
表
し
、
巨
大
組
織
ー
|
I
ト
ラ
ス
ト
・
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
・
大

労
組
ー
_
ー
の
利
益
と
対
立
す
る
と
規
定
(
M
U
M
.
p
p
.
5
-
6
)
。

、、

以
上
の
如
く
自
己
規
定
す
る
ベ
ン
ト
リ
ー
に
と
っ
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
過
去
に
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

支
配
に
実
質
的
参
加
を
は
た
し
、

能
す
る
代
議
制
〔
代
表
的
〕
政
府
を
と
も
な
う
国
家
」
(
M
U
M
.

p
.
1
8
5
)

で
あ
る
。

的
産
業
社
会
」
革
命
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
。

支
配
の
樹
立
様
式
、
支
配
者
の
生
産
者
・
消
費
者
に
対
す
る
関
係
」
等
(
M
U
M
.

p
p
.
1
8
9

ー
1
9
0
)
を
対
象
と
し
て
設
定
し
、

「
現
在
の
中
間
階
級
の
利
益
、
な
ら
び
に
そ
の
視
点
と
綱
領
に
お
け
る
変
化
の
可
能
性
」
(
M
U
M
.

p
.
G
)
を
考
察
し
、

ト
ラ
プ
ル

「
中
間
階
級
の
視
角
か
ら
、
危
機
の
核
心
を
発
見
す
る
」
(
M
U
M
.

p
.
1
8
9
)

こ
と
を
試
み
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
、

こ
こ
に
あ
っ
て
彼
は
「
組
織
的
産
業
社
会
に
お
け
る
支
配
の
性
質
、

そ
の

こ
の
よ
う
な
ベ
ン
ト
リ
ー
の
立
場
を
単
な
る
復
古
や
現
状
維
持
と
い
う
意
味
で
の
「
保
守
主
義
」
で
は
な

、
、
、
ヽ
ヽ

(28)

く
、
伝
統
の
現
代
的
条
件
下
で
の
革
新
・
再
生
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
あ
え
て
い
え
ば
、

(29) 

支
配
論
は
「
現
代
に
お
い
て
人
々
の
直
面
す
る
デ
ィ
レ
ン
マ
の
精
確
な
見
取
図
」
を
描
き
「
自
由
の
〔
現
代
的
〕
条
件
」

を
定
式
化
す
る
―
つ
の
試
み
な
の
で
あ
る
。

、、

な
お
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
規
範
モ
デ
ル
は
精
緻
で
は
な
い
が
、
対
抗
革
命
論
（
固
節
）
か
ら
類
推
し
て
、
巨
大
組
織
を
排

し
か
し
、
こ
の
ユ
ー
ト
。
ヒ
ア
は
「
組
織

労
働
者
は
産
業
の
個
々
の
領
域
を
支
配
・
管
理
・
所
有
す
る
機
会
を
も
つ
」
「
機

「
市
民
が
国
家
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(
i
n
d
u
s
t
r
i
a
l
 
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
)
の
成
立
、

団
・
基
底
条
件
へ
と
下
降
し
て
探
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

と
し
て
の
状
況
を
前
に
も
は
や
彼
は
「
均
衡
」
を
語
り
え
ず
、

八
社
会
過
程
の
変
質
＞

そ
れ
故
、

か
く
て
発
見
さ
れ
た
社
会
過
程
の
変
質
の
原
因
は
、
社
会
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
産
業
政
府
」

つ
ま
り
「
民
衆
か
ら
権
力
を
奪
う
」
「
組
織
的
産
業
社
会
」
革
命
で
あ
る

(
M
U
M
.

こ
の
「
危
機
1
1
不
均
衡
」
の
原
因
を
基
底
集

お
い
て
、

「
危
機
」

件
・
基
底
集
団
）
の
分
析
と
し
て
で
あ
る
。

こ
の
転
回
は
論
理
的
必
然
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ベ
ン
ト
リ
ー
は
過
程
論
に

我
々
は
、
こ
の
ベ
ン
ト
リ
ー
の
分
析
を
、
過
程
論
の
モ
デ
ル
の
転
回
（
補
完
修
正
）
と
い
う
視
角
に
限
定
し
て
検
討
し

(31) 

て
み
た
い
。

で
あ
る
。

ベ
ン
ト
リ
ー
と
ウ
ォ
ー
ラ
ス
は
現
代
政
治
学
の
二
大
始
祖
と
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
同
じ
年
に
全
く
異
な
る
ア
プ
ロ
ー

、
、
、
、
、
、
、

チ
を
提
起
す
る
が
、
そ
の
後
。
ハ
ラ
レ
ル
な
変
化
を
見
せ
る
。
つ
ま
り
、
ウ
ォ
ー
ラ
ス
が
『
政
治
に
お
け
る
人
間
性
』

(
H思
葵
答

N
0
t
u
r
e
i
n
P
o
～竺
cs,
1
9
0
8
)

か
ら
『
大
社
会
』
(
n
h
e
G
r
e
0
t
S
o
忌
苔
1
9
1
4
)

へ
と
転
回
す
る
よ
う
に
、
ベ
ン
ト
リ

(30) 

ー
も
『
政
治
過
程
論
』

(
1
9
0
8
)

か
ら
「
組
織
的
産
業
社
会
」
研
究
へ
と
転
回
す
る
。
両
者
は
産
業
社
会
の
現
実
を
、
一

人
は
社
会
心
理
学
的
ァ
。
フ
ロ
ー
チ
か
ら
他
の
一
人
は
集
団
過
程
ァ
。
フ
ロ
ー
チ
か
ら
、
各
々
、
理
論
化
し
よ
う
と
し
た
の

4
 

、、

除
し
た
集
団
過
程
的
民
主
政
（
過
程
論
の
モ
デ
ル
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
組
織
的
産
業
社
会
」
(
O
r
g
a
n
i
z
e
d
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
 
S
o
c
i
e
t
y
)
分
析

す
な
わ
ち
、

過
程
論
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
付
与
さ
れ
な
が
ら
等
閑
に
付
さ
れ
た
社
会
過
程
（
基
底
条

規
範
的
色
彩
を
帯
び
た
「
均
衡
」
を
「
基
底
集
団
条
件
の
関
数
」
(
P
G
.
p
.
4
5
8
)

と
把
握
し
た
が
、
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p
p
.
4
2
 -

4
3
,
1
8
4
ー

1
8
6
)

。

産
業
政
府
は
、

機
関
を
擁
し
以
下
、

(32) 

い
わ
ゆ
る
政
治
政
府
に
唯
一
匹
敵
す
る
「
人
間
関
係
の
巨
大
な
強
制
組
織
」
で
あ
り
、
頂
点
に
金
融

ト
ラ
ス
ト
、
大
企
業
、
巨
大
労
組
…
…
労
働
者
・
消
費
者
へ
と
連
な
る
階
層
制
を
形
成
し
て
い
る

(
M
U
M
.
 p
p
.
 3
9
,
6
1
,
6
8
)

。

範
囲
」

5
「
権
力
が
行
使
さ
れ
る
様
式
、

統
治
の
形
態
」
(
M
U
M
.
p
.
3
8
)

の
二
点
で
あ
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
マ
ン

違
で
あ
ろ
。
こ
れ
は
両
政
府
の
組
織
原
理
の
相
違
ー
政
治
政
府
に
お
け
る
単
位
人
原
理
（
平
等
参
政
権
）
と
産
業
政
府

プ
ロ
パ
テ
イ
ド
マ
ン

に
お
け
る
資
産
人
原
理
（
量
的
参
政
権
）
l
|
i
に
発
す
る
。
そ
し
て
、

「
政
治
政
府
は
民
主
的
で
あ
り
、
産
業
政
府
は
専
制
的
で
あ
る
」
(
M
U
M
.
p
.
3
8
)

と
さ
れ
る
。

(33)

、、

こ
の
専
制
は
資
本
の
集
中
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
資
本
所
有
自
体
で
は
な
く
そ
の
機
能
で
あ
る
。

(34)

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

つ
ま
り
資
本
の
横
領
的
権
力
(
p
o
w
e
r
s

o
f
 
a
p
p
r
o
p
r
i
a
t
i
o
n
)
と
し
て
の
機
能
|
ー
'
産
業
・
社
会
過
程
の
支
配
l
_
！
こ
そ

で
は

H
i
g
h
w
a
y
s
、
適
訳
が
な
い
の
で
以
下
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
を
用
い
る
）
、

ス」
(
M
U
M
.
p
.
1
0
2
)

が
重
要
な
役
割
り
を
果
す
こ
と
を
指
摘
す
る

(
M
U
M
.
p
.
9
7
)

。

ベ
ン
ト
リ
ー
は
、

で
は
、

つ
ま
り
「
市
民
と
市
民
を
媒
介
す
る
サ
ー
ビ

ト
ラ
プ
ル

い
っ
さ
い
の
問
題
、
と
り
わ
け
経

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

こ
の
産
業
・
社
会
過
程
の
支
配
は
い
か
に
し
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ

イ

ウ

エ

イ

ズ

か
つ
て
な
い
ほ
ど
社
会
過
程
の
媒
介
機
構
（
ベ
ン
ト
リ
ー
の
用
語

組
織
的
産
業
社
会
に
お
い
て
、

が
問
題
な
の
で
あ
る
。

無
に
等
し
く
、

な
産
業
政
府
の
集
権
的
権
力
が
樹
立
さ
れ
る
」
(
M
U
M
.
p
.
4
0
)

。

こ
の
政
府
の
下
で
は
労
働
者
・
消
費
者
の
参
政
権
は

こ
の
資
産
量
の
「
不
平
等
を
基
礎
に
し
て
巨
大

重
視
さ
れ
る
の
は
切
の
相

し
か
し
、
産
業
政
府
は
基
本
的
な
二
点
で
政
治
政
府
と
異
な
る
。

つ
ま
り
、
い
「
積
極
的
に
組
織
化
さ
れ
る
活
動
の
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(35) 

済
の
独
占
を
め
ぐ
る
問
題
は
こ
こ
に
関
わ
る
。

彼
は
こ
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
の
類
型
と
し
て
次
の
六
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
①
交
通
・
運
輸
、
②
通
信
、
③
ェ
ネ
ル
ギ
ー
、

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

ヽ

ヽ

④
流
通
（
取
引
所
・
倉
庫
な
ど
）
‘
⑤
情
報
、
⑥
信
用
（
銀
行
な
ど
）
。
更
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
支
配
の
基
盤
と
し
て
、
R
可

ラ

イ

ト

・

オ

プ

・

ウ

エ

イ

能
性
と
し
て
の
全
土
地
、
⑮
特
殊
権
利
地
、
c
ェ
ネ
ル
ギ
ー
資
瀕
、
④
中
央
集
権
的
組
織
、
⑥
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
市

場
情
報
、
①
反
復
(
r
e
i
t
e
r
a
t
i
o
n
)

と
暗
示
作
用
|
_
，
商
業
広
告
、
教
育
広
告
|
|
＇
、

「
も
し
、
市
民
が
相
互
に
取
り
引
き
す
る
際
、
自
由
で
効
率
的
で
あ
り
た
い
の
な
ら
、

過
程
支
配
に
よ
っ
て
産
業
政
府
の
権
力
保
持
層
は
巨
大
な
利
潤
を
あ
げ
る
。

XII)
。

を
あ
げ
る

(
M
U
M
.
p
.
9
9
)
。

そ
し
て
ベ
ン
ト
リ
ー

こ
の
利
潤
を
ベ
ン
ト
リ
ー
は
資
本
の
生

産
的
利
用
に
基
づ
く
「
利
益
」
(
p
r
o
f
i
t
s
)

と
区
別
し
、

過
程
支
配
を
通
し
て
暴
利
を
貧
る
資
本
の
機
能
が
資
本
の
横
領
的
権
力
機
能
で
あ
る
。

「
暴
利
」
(
p
r
o
f
i
t
e
e
r
i
n
g
s
)

と
呼
ぶ

(
M
U
M
.ch• 

V
)
。

こ
こ
に
は
、
教
育
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
流
通
情
報
・
広
告
の
問
題
が
含
ま
れ
る
。
中
で
も
広
告
は
、
商
業
広
告

と
教
育
広
告
の
分
野
を
も
ち
「
反
復
宣
伝
に
よ
る
暗
示
作
用
」
を
基
礎
と
す
る
「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
産
業

支
配
の
道
具
で
あ
り
、
間
接
的
に
新
聞
の
ボ
リ
シ
イ
ヘ
の
影
細
力
を
通
し
て
国
民
を
永
久
に
酔
い
ど
れ
に
す
る
巨
大
装

置
で
あ
る
」
(
M
U
M
.
p
p
.
1
3
7
,
9
9
)
。

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
支
配
の
内
と
く
に
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
」
の
支
配
で
あ
る

(
M
U
M
.
c
h
 

こ
の
よ
う
に
、

ね
ば
な
ら
な
い
」
(
M
U
M
.
p
.
1
0
2
)
。

は
言
う
。

こ
の
支
配
は
覆
さ
れ

産
業
政
府
は
、

p
o
s
i
t
i
o
n
s
)

を
独
占
す
る
。

か
く
て
、

産
業
政
府
は
「
過
程
自
体
を
支
配
す
る
」
(
M
U
M
.
p
.
6
8
)

。

先
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
支
配
の
基
盤
に
そ
の
資
本
を
投
入
し
、

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
の
戦
略
拠
点
(
s
t
r
a
t
e
g
i
c
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図 3 『生産者・消費者・支配者』における

社会過程の変質
送
る
。

過程論：社会過程の
均衡化条件

①基底菓団の無規定性
（独立・平等）

②躾団形成・解消etc
の自由

③巣団の交差性

④利益の流動性

の

の

性

等

成

者

他

造

ズ

形

費

割

裂

排

構

イ

団

消

分

分

・

的

エ

集

と

的

の

性

層

ウ

る

団

定

利

定

階

集
固

の府

ィ

ょ

暴

固

ハ

に

者

の

と

の

報

配

圧

領

団

益

利

政

情

支

抑

横

集

利

暴

業産

ー
一
・
―
―
―•• 

支配論：社会過程
の変質

こ
の
過
程
支
配
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
、
国
民
は
以
前
か
ら
の
賃
労
働
関
係
に
よ
る
分
裂
以
上
に
、
横
領
者
集
団
と

、
、
、
、
、

消
費
者
集
団
と
に
分
裂
す
る

(
M
U
M
.
p
.
1
6
2
)

。

支
配
論
に
お
け
る
社
会
過
程
の
変
質
を
過
程
論
で
の
均
衡
化
諸
条
件
と
対
比
す
る
と
図
3
の
如
く
表
わ
す
こ
と
が
で

八
政
治
過
程
の
変
質
＞

過
程
に
対
す
る
考
え
の
変
化
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
過
程
論
と
の
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
、
過

比
で
論
を
進
め
よ
う
。

過
程
論
で
の
（
政
治
過
程
の
）
均
衡
化
条
件
は
、
①

分
化
・
代
表
集
団
の
無
規
定
性
（
独
立
•
平
等
）
、
②

集
団
形
成
・
代
表
等
の
自
由
、
③
集
団
の
交
差
性
、

程
論
の
（
政
治
過
程
に
お
け
る
）
均
衡
化
条
件
と
の
対

く
つ
か
の
断
片
的
分
析
か
ら
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
政
治

「
対
抗
革
命
論
」
へ
と
移
行
す
る
。
と
は
い
え
、

し‘

は
こ
の
分
析
は
体
系
的
に
は
行
な
わ
れ
ず
、
性
急
に

質
を
導
苔
出
す
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
支
配
論
で

的
思
考
は
、
社
会
過
程
の
変
質
か
ら
政
治
過
程
の
変

ベ
ン
ト
リ
ー
の
反
映
論
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政
治
政
府
と
産
業
政
府
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

④
利
益
の
流
動
性
、
⑤
統
治
の
構
造
的
配
置
（
ア
ク
セ
ス
点
の
多
元
性
）
‘
⑥
潜
在
集
団
（
「
習
慣
背
景
」

1
1

「
ゲ
ー
ム
の

支
配
論
で
は
、

者
の
自
由
な
集
団
化
と
し
て
の
性
格
」
を
も
た
ず
、
「
行
政
機
関
と
し
て
の
性
格
」
を
帯
び
る

(
M
U
M
.
p
.
2
5
6
)

。
こ
の

「
両
政
党
が
政
治
変
革
の
支
援
者
で
は
な
く
、
急
変
革
に
対
す
る
衝
撃
吸
収
物
」
ー
「
妨
害
者
」
に
転
化

し
た
こ
と
を
意
味
す
る

(
M
U
M
.
p
p
.
2
5
6

ー

2
5
7
)

。
そ
れ
故
、
「
真
の
政
党
は
、

ノ
ン
・
パ
ー
テ
イ
ザ
ン

わ
け
特
定
の
政
治
目
的
遂
行
を
意
図
す
る
無
党
派
系
諸
集
団
な
い
し
有
権
者
連
盟
の
中
に
捜
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

(
M
U
M
.
 p
.
2
5
6
)

。

団
も
「
真
の
政
党
」
と
「
二
大
政
党
」
と
に
分
裂
し
た
の
で
あ
る
（
条
件
①
③
①
の
変
質
）
。

条
件
②
⑥
の
変
質
に
関
し
て
は
、
産
業
政
府
に
よ
る
「
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
」
の
支
配
、
及
び
戦
時
下
の
ス
パ
イ
法

レ
ッ
ド
・
ス
ケ
ア

(
E
s
p
i
o
n
a
g
e
 
A
c
t
,
 
1
9
1
7
)

、吟
m｛
女
吐
i
(
S
e
d
i
t
i
o
n
A
c
t
,
 
1
9
1
8
)
 
...'0~ 

・
一
か
い
土
か
芦

5
l
J
の
釦
詞
紘
詞
が
声
旱
碑
女
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
痒
＝

業
政
府
に
よ
る
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
支
配
は
こ
の
二
つ
の
法
律
と
有
機
的
に
結
合
し
反
産
業
政
府
的
集
団
の
形
成
・
代

(36) 

表
を
抑
圧
す
る
と
と
も
に
、
均
衡
化
の
切
札
た
る
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
を
体
現
す
る
潜
在
集
団
の
顕
在
化
を
も
抑
制

す
る
。

し

ま
ず
典
型
的
な
分
化
・
代
表
団
た
る
二
大
政
党
の
変
質
が
指
摘
さ
れ
る
。
両
政
党
は
も
は
や
「
有
権

こ
こ
で
、
産
業
政
府
に
よ
る
「
宣
伝
に
よ
る
〔
思
想
・
結
社
の
自
由
の
〕
腐
食
化
」
に
ベ
ン
ト
リ
ー
が
注
目
し
て

(37) 

い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

(38) 

両
者
が
「
巨
大
な
闘
争
の
渦
中
に
あ
る
」
(
M
U
M
.
p
.
4
5
)

こ
と
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

換
言
す
れ
ば
、
社
会
過
程
で
の
利
益
と
暴
利
、
消
費
者
集
団
と
横
領
者
集
団
の
分
裂
に
対
応
し
て
、

分
化
・
代
表
集

フ
ォ
ー
マ
ル
な
党
派
の
背
後
に
、

こ
と
は
、

ル
ー
ル
」
を
体
現
す
る
潜
在
集
団
）
の
存
在
、
で
あ
っ
た
。

と
り
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図4 『生産者・消費者・支配者』のモデル

社会過程 政治過程

政治的不均衡
〔自由の危機〕

社会的不均衡

〔生活の危機〕 i―•一• 一•一•一•一・」

I 
， 分化・代表的絹団活動

〔二大政党の変質〕

三□:; 闊〗l靡冒：争
｛ L ______ ;J店底条件

〔資本の偏在〕

I. 社会過程：産業政府による過程の直接支配（点線）

II. 政治過程：産業政府による過程の間接支配（一点鎖線）

（但．実線矢印（↑)は．基本的な規定性を表わす。
ここで「不均衡」というのは規範的な意味である。）

ベ
ン
ト
リ
ー
は
危
機
の
解
決
策
と
し
て

如
く
表
す
こ
と
が
で
ぎ
る
〕
。

か
く
て
、

の
モ
デ
ル
の
修
正
を
図
示
す
る
と
図
4
の

方
向
か
ら
の
自
由
の
危
機
を
招
く

(
M
U
M
.

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
暴
力
革
命
と
い
う

又
、
政
治
過
程
の
変
質
は
、
産
業
政
府
に

配
の
可
能
性
す
ら
存
在
す
る

(
M
U
M
.
p
.
1
8
7
)

。

（
代
議
制
を
含
む
）
⑤
の
条
件
ま
で
も
今
や
危
機
な
の
で
あ
る
。

か
も
、
政
治
政
府
が
一
歩
一
歩
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
戦
時
体
制
下
で
は
産
業
政
府
に
よ
る
実
質
的
な
乗
取
り
す
ら

生
じ
て
い
る

(
M
U
M
.
p
p
.
5
8
-
5
9
)

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

つ
ま
り
、
専
制
的
な
産
業
政
府
に
よ
る
政
治
の
直
接
支

よ
う
に
政
治
過
程
の
均
衡
化
条
件
も
そ
れ
ぞ
れ
変
質
な
い
し
欠
落
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

社
会
過
程
の
変
質
は
、
一
方
で
横
領
者

集
団
を
肥
ら
せ
る
が
、
他
方
で
巨
大
な
浪

費
を
産
み
国
民
生
活
は
圧
迫
さ
れ
る
|
_
ー

ピ

ン

チ

生
活
の
危
機

(
M
U
M
.ch• 

V
I
,
 
X
I
V
)
。

よ
る
抑
圧
と
そ
れ
へ
の
反
動
と
し
て
の
。
フ

c
h
.
X
I
X
)
。
〔
以
上
の
支
配
で
の
過
程
論

「
対
抗
革
命
論
」
を
構
想
す
る
。
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八
主
体
＞

支
配
論
分
析
の
最
後
に
、

(39) 

こ
つ
い
て
述
べ
た
い
。

,' 

C
o
u
n
t
e
r
 ,
 
R
e
v
o
l
 u
 t1
o
n
)ー
ー

ー

ー

指
摘
し
て
お
く
。

、

、

、

、

、

、

過
程
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
均
衡
化
を
担
保
す
る
最
も
重
要
な
切
り
札
は
潜
在
集
団
の
顕
在
化
で
あ
っ
た
。
過
程
論
を

書
い
た
時
点
（
一
九
〇
八
年
）
は
、
正
に
革
新
主
義
運
動
の
上
昇
期
に
あ
た
り
、

、
、
、
、
、

在
集
団
の
顕
在
化
を
自
動
的
過
程
と
し
て
描
く
こ
と
が
で
き
た
（
規
範
的
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
は
四
節
で
指
摘

し
た
通
り
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
支
配
論
の
時
点
（
一
九
二

0
年
）
で
は
事
情
が
異
な
る
。

改
革
の
ム
ー
ド
は
消
え
、
逆
に
潜
在
集
団
の
顕
在
化
を
抑
圧
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
支
配
）
が
着
々
と

、

、

、

、

、

、

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
も
は
や
自
動
的
顕
在
化
を
頼
み
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
は
主
体
的
に
顕
在
化
を
は
か
ろ

う
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
彼
は
、
組
織
的
産
業
社
会
に
お
け
る
潜
在
的
利
益
と
は
何
か
、
そ
の
主
体
は
誰
か
、
政
策

、、

い
か
に
し
て
運
動
を
構
築
す
る
か
、

1

を
熟
考
し
対
抗
革
命
論
を
打
ち
出
す
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
対
抗
革
命
論
と
は
今
や
規
範
モ
デ
ル
に
化
し
た
過
程
モ
デ
ル
を
現
実
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
、

の
模
索
の
記
録
な
の
で
あ
る
。
彼
は
あ
く
ま
で
こ
の
危
機
の
「
解
決
は
、

ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
観
念

(40) 

と
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
哲
学
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
人
の
現
実
的
方
法
に
よ
っ
て
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い

た
。
こ
こ
で
は
ご
く
簡
単
に
彼
の
構
想
の
一
端
を
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

、
、
、
、

主
体
と
な
り
う
る
の
は
、
旧
中
間
階
級
を
中
心
と
し
、
農
民
・
商
業
者
・
労
働
者
か
ら
新
し
く
台
頭
し

と
し
て
何
が
必
要
か
、

5
 
「
対
抗
革
命
」
論

内
容
に
入
る
前
に
、

ベ
ン
ト
リ
ー
は
た
め
ら
う
こ
と
な
く
潜

先
の
分
析
で
示
し
た
よ
う
に
、

ベ
ン
ト
リ
ー

こ
の
対
抗
革
命
と
過
程
モ
デ
ル
と
の
関
係
を

ベ
ン
ト
リ
ー
の
危
機
へ
の
処
方
箋
|
_
i
中
間
階
級
「
対
抗
革
命
」
論
(
A
M
i
d
d
l
e
 ,
 
C
l
a
s
s
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会
主
義
で
は
な
い
こ
と
）
が
明
ら
か
で
あ
る
。

補
完
す
る
革
命
」
(
M
U
M
.
p
.
1
9
2
)
 |
ー
！
つ
ま
り
、

領
向
、
新
し
い
労
働
者
の
性
格
に
着
目
す
る

(
M
U
M
.
c
h
・
X
X
)
。

八
政
策
＞

我
々
は
、

そ
の
た
め
に
は
、

こ
の
共
通
利
害
（
潜
在
利
益
）
に

こ
の
階
層
の
人
々
の
「
消
費
者
と
し
て
の
利
害
が
生
産
者
や
横

、、

つ
つ
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
専
門
技
術
者
・
管
理
者
そ
し
て
主
婦
ま
で
広
く
中
間
諸
階
層
で
あ
る

(
M
U
M
.
p
p
.
1
9
1
,
 

2
6
5
)
 0
 

こ
の
広
汎
な
人
々
の
結
集
の
軸
と
な
る
の
は
、

領
者
と
し
て
の
利
害
に
勝
る
」
(
M
U
M
.
p
.
1
9
0
)

と
い
う
点
で
あ
る
。

目
覚
め
自
己
の
横
領
性
を
放
棄
す
る
こ
と
が
要
請
｀
さ
れ
る

(
M
U
M
.
p
.
1
9
2
)

。

、
、
、
、
、

消
費
者
利
害
|
_
＇
に
注
目
し
た
い
。

八
運
動
論
＞

ベ
ン
ト
リ
ー
は
政
策
の
前
提
と
し
て
、
組
織
の
巨
大
性
の
メ
リ
ッ
ト
、
産
業
統
制
の
経
験
、
協
同
化
の

マ
ク
ロ
に
は
産
業
過
程
に
お
け

、、

る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
の
戦
略
拠
点
の
協
同
企
業
・
専
門
家
層
へ
の
解
放
、
ミ
ク
ロ
に
は
、
個
人
の
自
由
と
利
益
を
保
証
す

(
4
1
)
 

る
政
策
ー
ー
ー
と
り
わ
け
「
情
報
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

(
d
e
m
o
c
r
a
c
y
o
f
 
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
)
に
関
す
る
政
策
ー
を
眼
目
と
す
る
。

具
体
的
に
は
七
項
目
の
憲
法
修
正
を
提
起
す
る

(
M
U
M
.
c
h
.
X
X
I
)
。

、、

こ
れ
ら
諸
政
策
の
特
質
と
し
て
は
、
政
府
の
役
割
り
の
重
視
、
公
有
化
・
労
働
保
護
規
定
が
目
的
と
し
て
で
な
く
一

、
、
ヽ
ヽ

(42)

、
、
、

時
的
手
段
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
青
写
真
的
綱
領
の
必
要
性
を
否
定
し
漸
進
性
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る

(
M
U
M
.
 p
p
.
2
0
4
,
 
2
4
 
0
ー

2
4
2
)

。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

彼
の
着
目
点
の
現
代
性
|
_
i

彼
が
「
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
産
業
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
っ
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
現
代
化
を
目
ぎ
し
て
い
る
こ
と
（
社

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ベ
ン
ト
リ
ー
に
と
っ
て
は
二
大
政
党
は
「
改
革
の
障
害
物
」
で
し
か
な
か
っ

ヽヽ

(
4
3
)

た
。
先
の
主
体
が
政
策
を
実
現
す
る
媒
体
と
し
て
彼
が
注
目
す
る
の
は
様
々
な
小
集
団
、
と
り
わ
け
そ
の
結
集
様
式
と
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ノ
ン
・
パ
ー
テ
イ
ザ
ン
・
メ
ソ
ッ
ド

し
て
の
無
党
脈
方
式
で
あ
る
。

こ
の
方
式
は
「
広
範
な
問
題
を
か
か
え
た
広
範
な
諸
集
団
が
総
て
に
共
通
す
る
政

な
組
織
と
し
て
、
限
界
を
有
し
て
い
る
が
、

力
を
結
集
す
る
の
に
利
用
で
き
る
」
(
M
U
M
.
p
.
2
5
9
)

と
高
い
評
価
を
う
け

敏
し
つ
つ
あ
る
有
力
な
革
新
主
義
グ
ル
ー
。
フ
と
し
て
「
四
十
八
人
委
員
会
(
T
h
e
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 o
f
 F
o
r
t
yー

e
i
g
h
t
)
」
・
「
労
働

党
(
l
a
b
o
r
p
a
r
t
i
e
s
,
 
T
h
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
 
L
a
b
o
r
 
P
a
r
t
y
)
」
・
「
無
党
派
連
盟
(
T
h
e

N
o
n
 ,
 

P
a
r
t
i
s
a
n
 
L
e
a
g
u
e
)
」
に
注
目
す
る
。

七

ク

シ

m

ナ

ル

各
々
は
知
識
人
集
団
と
し
て
、
又
旧
来
の
労
働
組
合
活
動
家
の
抵
抗
を
う
け
る
も
の
と
し
て
、
更
に
地
域
中
心
主
義
的

、
、
、
、
、
、

こ
の
限
界
を
超
え
三
者
な
か
ん
ず
く
労
働
者
と
農
民
が
提
携
し
て
い
く
こ

成
功
へ
の
「
最
も
重
要
な
道
標
」
な
の
で
あ
る

(
M
U
M
.
p
.
2
6
7
)

。

提
携
を
妨
害
し
分
裂
を
計
ら
ん
と
す
る
、

パ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
ー

ll

逆

効

果
II

的
組
織
」
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ト
ラ
プ
ル

問
題
の
解
決
か
ら
も
遠
い

(
M
U
M
.
p
.
2
6
8
)

。 と
同
時
に
「
農
事
局
連
盟
」
(
F
a
r
m
B
u
r
e
a
u
 
F
e
d
e
r
a
t
i
o
n
)

の
如
き
「
農
民
の

、
、
、
、

こ
う
し
た
圧
力
団
体
は
農
民
の
利
益
か
ら
も

以
上
が
、
対
抗
革
命
論
の
概
要
で
あ
る
。
我
々
は
往
々
に
し
て
圧
力
団
体
論
の
祖
と
も
言
わ
れ
る
ベ
ン
ト
リ
ー
が
、

実
は
圧
力
団
体
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
彼
が
目
指
す
の
は
、
農
民
・
中
間
階
級
か
ら
労
働
者
ま
で
含
む
広
範
な
民
衆
の

(45) 

熊
党
派
市
民
運
動
に
よ
る
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
現
代
的
再
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
え
た
の
で
あ
る
。
但
し
、

「
消
費
者
利
益
」
と
い
う
現
代
的
条
件
を
重
視
し
つ
つ
も
、

と
こ
そ
、

な
お
現
代
産
業
社
会
（
工
業
化
・
都
市
化
社
会
）
に
お
け
る

益
）
と
し
て
「
市
民
的
自
由
」
と
「
消
費
者
利
益
」
を
提
示
す
る
。

そ
の
際
、
横
領
者
集
団
は
全
力
で
農
労

そ
し
て
、
現
時
点
（
一
九
二

0
年
）
で
こ
の
方
向
に
収

(44 

彼
は
一
九

00"'-'
ニ
0
年
の
運
動
の
歴
史
を
検
討
し
、

て
い
る
。

綱
の
基
本
的
部
分
に
関
し
て
行
動
す
べ
く
、

こ
の
方
式
で
の
結
集
軸
（
共
通
政
綱
の
基
本
と
な
ろ
潜
在
利
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こ
れ
は
、

政
治
過
程
の
変
貌
（
マ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
下
に
お
け
る
「
象
徴
過
程
」
の
問
題
、

に
十
分
な
考
察
を
な
し
え
ず
、
理
論
化
し
え
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
う
る
。
か
く
て
、
彼
の
政
治
実
践
で
の
敗
北
と

挫
折
は
あ
る
意
味
で
必
然
で
あ
り
、
彼
は
独
自
な
方
向
で
言
語
・
研
究
・
知
識
・
行
動
・
事
実
の
論
理
学
的
検
討
へ
と

再
び
転
回
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
第
二
の
転
回
は
、
ベ
ン
ト
リ
ー
な
り
の
政
治
過
程
・
行
動
の
変
貌
へ
の
対
応
で
も

(46) 

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
最
後
に
支
配
論
以
降
の
ベ
ン
ト
リ
ー
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

支
配
論
は
不
運
に
も
公
刊
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
構
想
は
部
分
的
に
、
一
九
二
二
年
の
「
革
新
主
義
政
治
行
動
会

(47) 

議
」
(
C
P
P
.A, 
T
h
e
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
f
o
r
 
P
r
o
g
r
e
s
s
i
v
e
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
.
A
c
t
i
o
n
)

の
発
足
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。

も
こ
の

C
P
P
A
に
参
加
し
、

C
P
P
A
を
中
心
と
す
る
革
新
党
の
一
九
二
四
年
の
大
統
領
選
挙
時
(R.
M
.
 La
F
o
l
l
e
t
t
e
,
 

B• 

K
.
 W
h
e
e
l
e
r

を
正
副
候
補
と
す
る
）
に
は
、

ま
ず
、
組
織
な
い
し
結
集
勢
力
に
関
し
て
は
、
支
配
論
が
農
労
提
携
を
重
視
し
労
働
（
農
労
）
党
系
の
運
動
を
評
価
し

た
の
に
対
し
、

C
P
P
A
は
、
鉄
道
友
愛
会
・
無
党
派
連
盟
な
ど
の
農
民
運
動
・
四
十
八
人
委
員
会
・
社
会
党
・
婦
人

団
体
・
改
革
派
宗
教
運
動
な
ど
包
括
的
な
革
新
主
義
勢
力
の
結
集
に
成
功
し
た
も
の
の
、
労
働
（
農
労
）
党
グ
ル
ー
。
フ
を

排
除
し
、
逆
に
ベ
ン
ト
リ
ー
が
批
判
し
た
旧
来
の
労
働
勢
力
（
鉄
道
友
愛
会
）
に
主
導
権
を
握
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
A
F
L
（
ベ
ン
ト
リ
ー
は
横
領
者
集
団
の
一
っ
と
規
定
し
た
）
の
微
温
的
日
和
見
的
支

P
P
A
に
は
一
定
の
類
似
と
相
違
が
存
在
す
る
。 C

P
P
A
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
議
長
に
就
任
し
奮
闘
す
ろ
。

巨
大
「
組
織
」
・
官
僚
制
の
問
題
）

ベ
ン
ト
リ
ー

支
配
論
と
C
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C
P
P
A
は
発
足
後
二
年
で
組
織
も
金
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

七
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

で
の
地
域
中
心
主
義
の
克
服
や
産
業
社
会
へ
の
対
応
が
果
さ
れ
る
の
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
連
合
の
形
成
（
一
九
三
六
年
）

(51) 

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
死
（
一
九
二
五
年
）
と
と
も
に

C
P
P
A
は
分
解
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
こ

り
た
労
働
運
動
は
ま
す
ま
す
労
働
組
合
主
義
(
A
F
L
型
）
へ
領
斜
し
、
農
民
運
動
も
農
業
ブ
ロ
ッ
ク
強
化
(
F
B
F
型
）

、

、

、

、

、

、

、

、

に
専
心
す
る
。
か
く
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大
衆
運
動
の
大
半
は
圧
力
団
体
へ
と
転
化
し
、
農
民
・
労
働
者
・
中
間
階
層
は

(52) 

「
権
力
の
中
間
水
準
」
に
封
じ
こ
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

(
l
)

第
一
次
大
戦
か
ら
二

0
年
代
に
か
け
て
の
一
般
的
説
明
は

A
r
t
h
u
r

S
.
L
i
n
k
 
&
 W
i
l
l
i
a
m
 
B
.
C
a
t
t
o
n
,
 
A
m
e
r
苔
塁

苓
o
c
h
:
A
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
t
h
e
 
U
蕊
t
e
d
S
t
0
t
e
s
 
s
i
n
c
e
 
t
h
e
 
1
8
9
0
'
s
,
 
(N• 

Y
 .A
l
f
r
e
d
 A• 

K
n
o
p
f
,
 1
9
5
5
,
 
3
r
d
.
 6
7
)
c
h
.
 
9, 
11, 

デ
イ
ビ
ス
（
八
三
九
万
票
）
に
も
及
ば
ず
、

を
軸
に
し
た
斉
一
性
は
の
ぞ
む
べ
く
も
な
か
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、

い
く
つ
か
の
時
代
錯
誤
と
も
い
え
る
提
案
（
例
え
ば
「
戦

持
を
ひ
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
内
部
に
不
和
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
又
、
第
三
党
結
成
か
否
か
に
つ

綱
領
に
関
し
て
は
、

(49) 

C
P
P
A
は
市
民
の
自
由
と
農
民
困
窮
の
問
題
を
柱
に
十
二
項
目
の
提
案
を
な
し
て
い
る
が
、

妥
協
的
性
格
を
反
映
し
て
抽
象
的
で
あ
り
、

バ
プ
リ
ッ
ク
・
レ
フ
ア
レ
ン
ダ
ム

争
か
平
和
か
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
」
）
を
含
ん
で
い
た
。
支
配
論
の
如
き
産
業
社
会
へ
の
対
応
・
消
費
者
利
益

一
九
二
四
年
選
挙
の
結
果
は
共
和
党
ク
ー
リ
ッ
ジ
の
大
勝
（
一
五
七
二
万
票
）
に
終
る
。
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
、
民
主
党

四
八
三
万
票
（
一
六
・
六
％
）
十
三
人
選
挙
人
の
獲
得
に
止
ま
る
。
し
か
し
、

(50) 

こ
の
結
果
は
必
ず
し
も
敗
北
と
は
い
え
ま
い
。
こ
こ

い
て
も
内
部
対
立
を
か
か
え
て
い
た
（
社
会
党
系
対
労
組
系
）
。
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P
r
e
s
s
,
 
1
9
5
5
〕
に
依
拠
す
る
。
）

無
党
派
連
盟
は
、
一
九
一
五
年
、
元
社
会
党
員

A
.
C
.
 T
o
w
n
l
e
y

に
よ
っ
て

N
o
r
t
h

D
a
k
o
t
a

に
お
い
て
創
設
さ
れ
る
。

股
民
心
理
を
掴
む
組
熾
戦
術
と
。
フ
ラ
イ
マ
リ
ィ
を
利
用
す
る
無
党
派
方
式
に
よ
り
急
速
に
成
長
し
(
c
h
.
2
,
e
s
p
.
 
p
p
.
2
2
-
2
6
)
、

中
西
部
一
帯
、
カ
ナ
ダ
ヘ
と
進
出
す
る
と
と
も
に

N
o
r
t
h
D
a
k
o
t
a

の
州
政
を
掌
掴
し
反
独
占
の
農
政
を
中
心
と
す
る
社
会
主

義
的
政
策
を
遂
行
し
た
(
c
h
.
5
,
6
)
。
し
か
し
、
急
成
長
の
た
め
の
組
織
の
虚
弱
さ
に
加
え
、
戦
時
中
に
弾
圧
を
う
け
た
た
め
一
時

、
、
、
、

停
滞
す
る
(
c
h
.
8
)
。
戦
後
、
農
労
提
携
へ
と
向
い

M
i
n
n
e
s
o
t
a

で
農
労
党

F
a
r
m
e
r
,
 
L
a
b
o
r
 
p
a
r
t
y
 (
の
ち

N
a
t
i
o
n
a
l
F
.
L
.
 

p
 .
)
を
産
み
だ
す
(
c
h
.
9)
。
一
九
二

0
年
に
は
会
員
二
〇
？
二
五
万
(
p
.
2
7
7
)
を
擁
し
た
が
、
著
し
い
農
業
恐
慌
の
あ
お
り
を
う
け

一
九
二
二
年
以
降
は
再
び
停
滞
す
る
。
し
か
し
、
一
九
二
四
年
の
革
新
党
に
よ
る

L
a
F
o
l
l
e
t
t
e

選
挙
で
は
中
軸
的
役
割
を
果
す
。

後
、
衰
退
す
る
が
、
現
在
も
生
誕
地

N
o
r
t
h
D
a
k
o
t
a

に
て
存
続
し
て
い
る
(
p
r
e
f
a
c
e
)
。

(11) 
S
e
l
i
g
 
P
e
r
l
m
a
n
 
&
 P
h
i
l
i
p
 
T
a
f
t
,
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
L
a
b
o
r

蕊
号
盲
ミ
賃
es,
1
8
9
6
 1
1
貫

(
N
•Y
.
 Ma
c
m
i
l
l
a
n
,
 

1
9
3
5
)
c
h
.
 
X
X
X
I
X
,
 e
s
p
.
 
p
p
.
5
2
8

ー

5
2
9
.

(12) 
R
a
t
n
e
r
,
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 (
M
U
M
)
,
 
x
i
v
.
 

（
認
）
イ
ー
ス
ト
ン
は
、
「
政
治
理
論
の
構
成
要
素
」
と
し
て
次
の
四
命
題
を
示
す
。
①
「
現
在
な
い
し
歴
史
的
な
事
実
的
状
況
の

ブ

ラ

ク

テ

イ

シ

イ

ズ

コ

ン

ス

テ

レ

ー

シ

ョ

ン

記
述
命
題
」
、
②
「
構
造
と
実
際
問
題
を
評
価
す
る
基
準
と
し
て
用
い
る
価
値
体
系
」
、
③
「
目
的
の
実
現
の
た
め
の
知
識
の
応
用

を
扱
う
」
雙
叩
題
、
④
「
事
実
の
諸
関
係
に
つ
い
て
の
一
般
化
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
因
果
的
な
諸
命
題
」
(
D
a
v
i
d

E
a
s
t
t
o
n
,
 

塁
e
p
o
l
i
t
苔
il

S
y
s
t
e
m
:
 
A
n
 I
忠
良
r
y
m
t
o
t
h
e
S
t
0
te 
o
f
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 C
 
N• 

Y
.
,
 
.
A
l
f
r
e
d
 .A• 

K
n
o
p
f
,
 
1
9
5
3
,
 

2
n
d
,
 
7
1
J
p
p
.
3
1
0
-
3
1
1
.
 
山
臣
川
碑
}
巳
訳
『
政
治
体
系
』
〔
ぺ
り
か
ん
社
〕
三
一
七
I

三
一
八
頁
）
。
支
配
論
は
、
④
に
相
当
す
る
組

織
的
産
業
社
会
分
析
総
論
（
二
？
七
章
）
、
①
に
相
当
す
る
各
論
（
八

l
十
四
章
）
③
に
相
当
す
る
対
抗
革
命
論
（
十
五
！
二
四
章
）

②
に
相
当
す
る
方
法
論
（
一
章
）
に
大
要
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
ベ
ン
ト
リ
ー
の
経
済
学
的
著
作
と
し
て
他
に

w
h
e
C
o
n
,

d
生。
n

o
f
 
t
h
e
 
W
e
s
t
e
r
n
翠
0
ミ
器
r
(
1
8
9
3
)
が
あ
る
。

、
、
、
、

(14)

こ
の
用
語
な
い
し
言
語
と
量
の
問
題
は
、
後
期
ベ
ン
ト
リ
ー
の
主
テ
ー
マ
と
し
て
再
び
重
要
に
な
る
。
後
に
彼
が
数
学
的
言

語
を
論
じ
た
の
は
「
そ
れ
が
す
べ
て
の
言
語
を
超
え
て
人
間
の
役
に
立
つ
」
か
ら
で
あ
る
(
B
e
n
t
l
y
,

L
i
n
g
u
i
s
t
i
c
 
A
n
a
l
y
s
i
s
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.
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、
、
、
、
、
、

(
D
i
s
t
a
n
z
i
e
r
u
n
g
)

ー
|
知
識
社
会
学
の
前
提
ー
—
の
三
要
素
の
う
ち
、
世
界
解
釈
の
相
克
と
い
う
要
素
は
あ
た
ら
な
い
。
む
し

ろ
、
他
の
要
素
、
つ
ま
り
個
人
の
歴
史
的
社
会
的
空
間
内
で
の
移
動
（
新
聞
人
↓
農
園
主
）
と
い
う
要
素
と
、
集
団
全
体
の
存
在
基

盤
の
推
移
（
中
間
階
級
の
没
落

S
t
a
t
u
s

R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
)
と
い
う
要
素
が
ベ
ン
ト
リ
ー
に
は
妥
当
す
る
。

e
b
d
.
,
S
.
2
4
1
ー
2
4
2
(
樺

訳
、
三
一
八
ー
三
一
九
頁
）
。

(24) 
cf. 
B
e
n
t
l
e
y
,
 (
w
i
t
h
 J• 

D
e
w
e
y
)
K
n
o
w
i
n
g
 
a
n
d
 
t
h
e
 
K
n
o
w
n
,
 (
1
9
4
9
 
W
e
s
t
p
o
r
t
,
 
G
r
e
e
n
w
o
o
d
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
7
5
)
,
 

I
n
q
u＄・
u
m
t
o
I
n
言
巴

es,
(
1
9
5
4
,
 
G
r
e
e
n
w
o
o
d
 P
r
e
s
s
,
 
1
9
7
5
)
.
 

ベ
ン
ト
リ
ー
が
、
知
識
一
般
に
注
目
し
て
い
く
の
と
。
ハ
ラ
レ

ル
に
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会
学
は
一
般
の
「
意
見
」
の
「
寄
せ
集
め
」
に
注
目
す
る
。
こ
れ
を
、
マ
ー

、
、
、
、
、

ト
ン
は
「
知
識
社
会
学
」
と
対
比
し
て
、
「
社
会
構
造
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
相
互
関
係
研
究
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
種
と

呼
ぶ
。

R
o
b
e
r
t
K
.
 Me
r
t
o
n
,
 
S
o
c
i
a
l
 
T
h
e
o
r
y
 a
n
d
 S
o
c
i
a
l
 S
i
t号
苔
ぎ

(
N
•Y
.
,
 
F
r
e
e
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
6
8
)
 ,
P
P
 .
4
9
3

ー

4
9
5
.
森
他

訳
『
社
会
理
論
と
社
会
構
造
』
（
み
す
ず
書
房
）
四

0
0
l
四
0
二
頁
。

(25) 
M
y
r
o
n
 
Q• 

H
a
l
e
,
 
"
T
h
e
 
C
o
s
m
o
l
o
g
y
 
o
f
 
A
r
t
h
u
r
 
F
 .
B
e
n
t
l
e
y
,
"
 
A
P
S
R
 L
I
V
 (1
9
6
 0
 ,
 D

e
c
.
)
p
p
.
9
5
8
 -
9
6
1
,
 
9
5
6
.
 

R.E• 

D
o
w
l
i
n
g
,
 "
P
r
e
s
s
u
r
e
 
G
r
o
u
p
 T
h
e
o
r
y
:
 I
t
s
 
M
e
t
h
o
d
o
l
o
g
i
c
a
l
 
R
a
n
g
e
,
"
 A
P
S
R
 L
I
V
 (1
9
6
0
,
 
D
e
c
.
)
 p
p
.
 9
4
7
,
 
9
5
0
.
 

、
、
、

し
か
し
、
「
均
衡
」
的
モ
デ
ル
一
般
が
、
「
現
状
維
持
」
的
・
「
体
制
内
」
的
理
論
と
な
る
必
然
性
は
な
い
。
モ
デ
ル
は
―
つ
の
演

、
、
、

繹
的
・
分
析
的
存
在
と
し
て
「
経
験
的
」
「
規
範
的
」
の
両
義
的
に
用
い
ら
れ
う
る
。
（
高
畠
通
敏
「
ア
メ
リ
カ
近
代
政
治
学
の
埜

礎
概
念
」
口
『
国
家
学
会
雑
誌
』
七
七
巻
七
・
八
号
―
二
九
頁
）
。

(26) 
H
o
f
s
t
a
d
t
e
r
,
 
S
o
c
i
a
l
 
D
a
r
w
i
n
i
s
m
,
 
0
p
.
c
i
t
.
、
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
.

(27)

ベ
ン
ト
リ
ー
は
治
安
法
・
ス
。
ハ
イ
法
に
よ
る
思
想
結
社
の
自
由
へ
の
侵
犯
に
対
し
「
徹
頭
徹
尾
憤
激
し
て
い
る
こ
と
を
自

認
」
し
、
本
書
の
冷
徹
性
の
例
外
を
な
す
と
い
う
(
M
U
M
.

p
.
8
)
 

(28)

ベ
ン
ト
リ
ー
の
「
保
守
主
義
」
は
、
「
自
然
的
保
守
主
義
」
(
L
o
r
d
H
u
g
h
 
C
e
c
i
l
)
、
「
伝
統
主
義
」
(
M
a
n
n
h
e
i
m
)
や
、
進
歩

主
義
へ
の
反
動
と
し
て
の
近
代
保
守
主
義
と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
保
守
主
義
に
つ
い
て
は
米
原
謙
「
日
本
に
お
け
る
近
代

保
守
主
義
の
成
立
と
そ
の
特
質
」
『
阪
大
法
学
』
一

0
四
号
参
照
。
又
、
伝
統
の
革
新
的
機
能
に
つ
い
て
は
、
市
井
三
郎
・
布
川

清
司
『
伝
統
的
革
新
思
想
論
』
（
平
凡
社
）
一
章
、
参
照
。



213 第 4章 ベソトリー政治過程論の成立・挫折・転回

(29) 
C
r
i
c
k
,
 
0
p
.
c
i
i
;
 
p
p
.
2
2
5
ー

2
2
6
.
(
訳
書
三
七

O
I
三
七
二
頁
）
。
彼
は
ト
ッ
ク
ビ
ィ
ル
の
研
究
を
指
し
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

(30)

ベ
ン
ト
リ
ー
と
ウ
ォ
ー
ラ
ス
は
思
想
的
背
景
に
お
い
て
も
類
似
し
た
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ン
ト
リ
ー
に
お

け
る
革
新
主
義
、
ウ
ォ
ー
ラ
ス
に
お
け
る
フ
ェ
ビ
ア
ン
主
義
で
あ
る
。
現
代
政
治
学
の
二
大
源
流
が
、
各
々
、
社
会
民
主
主
義
的

運
動
と
関
係
を
も
つ
の
は
興
味
深
い
。

(31)

経
済
学
史
的
に
は
、
支
配
論
の
分
析
は
、

R
.
E
l
y
,

J
.
R
.
C
o
m
m
o
n
s
,
 
T
.
B
.
V
e
b
l
e
n

ら
に
発
す
る
制
度
学
派
経
済
学

(
i
n
s
 ti t
u
 t
i
o
n
a
l
 
s
c
h
o
o
l
)

の
マ
示
睾
呻
に
犀
〖
す
る
も
の
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
「
産
業
と
企
業
の
二
元
論
」
や
コ
モ
ン
ズ
の
「
集
団

的
民
主
主
義
」
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(32)

両
政
府
の
共
通
点
と
し
て
、
地
域
的
な
全
成
員
の
包
絡
、
強
制
的
性
格
を
も
つ
複
雑
な
関
係
に
よ
る
成
員
の
拘
束
、
国
際
問

題
へ
の
関
与
、
正
統
性
の
問
題
、
被
疎
外
者
の
存
在
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
(
M
U
M
.
p
p
.
3
7
 -
3
8
)
。

(33) 
M
U
M
.
 c
h
.
I
I

統
計
を
駆
使
し
て
分
析
し
て
い
る
。

(34)

資
本
は
そ
の
利
用
形
態
に
よ
っ
て
囚
獲
得
的
権
力
、
⑱
消
費
的
権
力
に
分
け
ら
れ
、
凶
は
ま
た

a
生
産
的
権
力
と
b
横
領
的

権
力
に
区
分
さ
れ
る
。
問
題
視
さ
れ
る
の
は
囚
I
b
で
あ
る
(
M
U
M
.

p
.
5
1
)
。

(35)

ベ
ン
ト
リ
ー
は
連
邦
通
商
委
員
会
委
員
長

M
u
r
d
o
c
k

と
モ
ル
ガ
ン
財
閥
の

P
e
r
k
i
n
s

と
の
次
の
よ
う
な
典
味
深
い
質
疑

応
答
を
引
用
し
て
い
る
(
M
U
M
.

p
p
.
1
0
2
ー

1
0
3
)
。

、

、

、

、

、

、

、

M
u
r
d
o
c
k
:
 「
ど
う
す
れ
ば
ト
ラ
ス
ト
を
つ
ぶ
せ
る
か
ね
。
」

P
e
r
k
i
n
s
:
「
こ
の
国
の
電
話
線
を
切
っ
ち
ゃ
え
ば
い
い
ん
で
す
よ
。
」

(36)

ベ
ン
ト
リ
ー
は
、

I
w
w、
無
党
派
連
盟
、
社
会
党
、
新
移
民
へ
の
弾
圧
と
く
に
冤
罪
に
注
目
し
、
両
法
律
が
「
産
業
政
府

の
敵
対
者
に
む
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
重
視
す
る
(
M
U
M
.

p
p
.
 2
0
8
,
 
2
1
1
 -
2
2
0
)
。

(37)

同
じ
時
期
に
リ
ッ
。
フ
マ
ン
は
『
世
論
』
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
視
角
は
二
人
の
政
治
的
立
場
の
相
違
（
リ
ッ
。
フ
マ
ン
は
講

和
問
題
を
契
機
に
革
新
主
義
か
ら
離
脱
す
る
。

F
o
r
c
e
y

o
p
.
 cit 
• 
,
 p
.
 2
9
7
)
を
反
映
し
て
全
く
異
な
っ
て
い
る
0

cf. 
W
a
l
t
e
r
 

L
i
p
p
m
a
n
n
,
 
P
u
b
l
i
c
 
0
唸
蕊
0
き
(
F
r
e
e
P
r
e
s
s
,
 
1
9
2
2
,
 
65)・ 

(38)

こ
の
闘
争
の
現
象
形
態
と
し
て
政
治
ボ
ス
・
ロ
ビ
ィ
・
政
治
腐
敗
が
あ
る
(
M
U
M
.

p
.
4
4
)
。
な
お
シ
ャ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
は
こ
の
闘
争
を
「
解
決
不
能
な
紛
争
」
「
均
衡
状
態
の
存
在
」
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
均
衡
の
持
続
的
な
維
持
が
結
果
と
し
て
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巨
大
な
変
動
を
ア
メ
リ
カ
政
治
に
も
た
ら
し
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

E•• 
E
 .S
c
h
a
t
t
s
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
T
h
e
 S
e
m
i
s

。0e
r
e
i
g
`
i
l
P
e
o
p
l
e

A
 
R
e
色
st
ぷ
．
w
e
さ

0f
 
D
翌

0
c
ミ
逗
ご

A
慈
己

p
(
N
•Y
 ., 
H
o
l
t
 ,
 
R
i
n
e
h
a
r
t
 ,
 
W
i
n
s
t
o
n
,
 
1
9
6
0
)
,
 
c
h
.
 V
I
I
.
 

内
山
秀
夫
訳

『
半
主
権
人
民
』
（
而
立
書
房
）
。

(39)

こ
の
語
を
直
訳
す
れ
ば
「
中
間
階
級
の
反
革
命
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
次
の
様
な
ベ
ン
ト
リ
ー
の
意
を
汲
ん
で
「
対
抗

、

、

、

、

革
命
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
こ
の
語
を
既
遂
の
「
産
業
政
府
革
命
」
に
対
抗
す
る
（
復
旧
的
介
入
）
と
い
う
意
味
及
び
「
。
フ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
暴
力
革
命
」
に
対
抗
（
回
避
）
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
(
M
U
M
.

p
.
1
8
6
)
。
し
か
し
、
彼
は
、
目
標
と

思
惟
の
徹
底
性
に
お
い
て
、
「
対
抗
革
命
」
は
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
あ
る
と
考
え
る
(
M
U
M
.

p
.
1
8
9
,
 
c
h
.
 

X
V
I
)
。

(40) 
H
e
r
b
e
r
t
 
H
o
o
v
e
r
,
A
d
d
r
e
s
s
 
a
t
 N• 

Y
.
 Ci
t
y
,
 
1
9
1
9
,
 
9, 
16, (cited 
i
n
 
M
U
M
.
 p
.
 184)・ 

(41)

こ
の
問
題
の
重
要
性
を
示
す
表
現
の
例
|
|
、
「
理
論
的
に
は
、
完
全
な
情
報
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
全
国
家
問
題
を
解
決
す
る
と

さ
え
い
い
う
る
」
(
M
U
M
.

p
.
1
3
6
)
。

(42)

ベ
ン
ト
リ
ー
の
中
間
階
級
的
立
場
の
反
映
で
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
彼
か
襄
占
体
制
下
で
の
労
働
者
の
要
求
（
賃
上
げ
）
の
陥

り
易
い
罠
に
気
づ
い
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
が
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
批
判
す
る
の
は
、
そ
の
要
求
が
産
業

、
、
、
、
、
、

政
府
の
横
領
性
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
、
生
産
と
横
領
の
区
別
を
な
し
え
て
い
な
い
こ
と
（
横
領
的
行
動
様
式
）
な
ど
で
あ
る

(
M
U
M
.
 
c
h
.
X
V
I
,
 e
s
p
.
 
p
p
.
1
8
 0
1
 18
2
)

。

、
、
、

(43)

ベ
ン
ト
リ
ー
の
小
集
団
志
向
は
、
デ
ュ
ー
イ
な
ど
と
同
様
、
小
集
団
を
通
じ
て
の
共
同
性
の
発
展
と
い
う
論
理
を
含
蓄
し
て

、
る
。

cf.J• 

D
e
w
e
y
,
 
T
h
e
 P
i
忌
さ
0芝
d

I
 ts 
P
r
o
b
l
e
m
s
,
 
(N• 

Y
.
,
 
H
o
l
t
,
 
1
9
2
7
)
、
阿
部
斉
訳
『
現
代
政
治
の
基
礎
』
（
み
す

ず
書
房
）
。

(44)

検
討
さ
れ
て
い
る
の
は

M
u
n
i
c
i
p
a
l
V
o
t
e
r
 
L
e
a
g
u
e
 o
f
 C
h
i
c
a
g
o
,
 
A
n
 ti ,
 
S
a
l
o
o
n
 
L
e
a
g
u
e
,
 N
a
t
i
o
n
a
l
 
N
o
n
 ,
 
P
a
r
t
i
s
a
n
 

L
e
a
g
u
e
,
 
L
a
b
o
r
 
P
a
r
t
i
e
s
,
 
F
a
r
m
e
r
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
u
n
c
i
l
,
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
P
a
r
t
y
,
 
P
r
o
g
r
e
s
s
i
v
e
 
P
a
r
t
y
,
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 
o
f
 

F
o
r
t
y
 ,
 
e
i
g
h
t
,
 
N
a
t
i
o
n
a
l
 
P
e
o
p
l
e
s
 
L
e
a
g
u
e

な
ど
で
あ
る
(
c
h
.
X
X
I
I
)
。

ポ

ビ

ュ

リ

ス

ト

・

リ

＊

1

マ
ー

(45)

。
ヘ
ト
ラ
ス
は
、
集
団
理
論
は
組
織
の
大
規
模
化
と
集
中
化
を
め
ぐ
り
「
政
治
的
多
元
主
義
」
と
「
人
民
主
義
的
改
革
派
」
と
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に
分
岐
し
て
い
く
と
指
摘
(
J
a
m
e
s
P
e
t
r
a
s
,
 
"
I
d
e
o
l
o
g
y
 
a
n
d
 
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
t
i
s
t
s
,
"
 
i
n
 
A
p
o
l
i
t
苔
2l

P
o
l
i
t
さ
s
、
e
d
.

b
y
 C
 

• 

.A. M
c
C
o
y
 &
 J
.
 P
l
a
y
f
o
r
d
,
 
(N• 

Y
 

• 
T
h
o
m
a
s
 
Y
.
 C
r
o
w
e
l
l
,
 
1
9
6
7
)
 p
p
.
 
8
0
ー
8
1
)
し
て
い
る
が
、
ベ
ン

ト
リ
ー
は
後
者
の
先
駆
者
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
、
、

な
お
、
ベ
ン
ト
リ
ー
が
評
価
し
C

P

P

A

の
一
部
が
提
唱
し
た
縣
党
脈
方
式
(
n
o
n
,
 
p
a
r
t
i
s
a
n
 
m
e
t
h
o
d
)
は、

A

F

L

や
F

B

F

、
、
、

な
ど
の
圧
力
団
体
が
採
用
し
て
い
る
超
党
派
方
式
(
n
o
n
,
o
r
 
s
u
p
e
r
 ,
 
p
a
r
t
i
s
a
n
 
m
e
t
h
o
d
)
と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
両
方
式

は
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
交
叉
投
票
(
c
r
o
s
s
-
v
o
t
i
n
g
)
の
慎
行
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
軽
視
の
政
治
風
土
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
者
が
個
々
の
集
団
が
特
殊
利
益
の
追
求
を
め
ざ
し
個
々
の
議
員
・
官
僚
に
圧
力
を
か
け
る
戦
術
に
止
ま
る
の
に
対
し

て
（
例
え
ば
「
農
業
ブ
ロ
ッ
ク
」
）
、
前
者
は
よ
り
広
汎
な
集
団
が
特
殊
利
益
を
こ
え
る
「
公
共
」
利
益
を
め
ざ
し
結
集
す
る
戦
術

で
あ
り
、
し
か
も
、
州
政
や
国
政
そ
の
も
の
の
掌
握
を
も
目
論
ん
で
い
た
（
「
革
新
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
」
、
大
統
領
選
挙
に
独
自
候
補

を
擁
立
）
と
い
う
点
で
決
定
的
に
異
な
る
と
い
え
よ
う
。
後
者
に
関
し
て
は

v
.
o
•K
e
y
,
 J
r
.
,
 P
o
l
i
t
i
c
s
,
 
P
a
r
筈
s;
&
 P
r
e
s
s
u
r
e
 

$

o
者
s,

o
p
.
 cit.

、
p
p
.
6
1
 -
6
3
,
 
1
5
6
ー
1
5
8
.

雨
直
去
P

の
闊
四
係
に
つ
い
て
は

H
a
r
m
o
n

Z
e
i
g
l
e
r
,
 
I
n
t
e
r
e
s
t
 
G
r
o
u
p
s
 
i
n
 

A
m
e
r
i
c
a
n
 S
o
c
ミき
(
N
.
J
.
P
r
e
n
t
i
c
e
H
a
l
l
,
 
1
9
6
4
)
p
p
.
1
7
9
-
1
8
0

を
翠
孟
照
。

(
4
6
)
ベ
ン
ト
リ
ー
自
身
は
「
初
期
と
後
期
の
研
究
の
間
に
断
絶
を
認
め
な
い
」
。
彼
は
一
貫
し
て
「
人
間
行
動
の
研
究
」
を
行
な

い
、
「
人
間
の
言
語
行
動
の
波
動
と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ズ
」
を
対
象
と
す
る
。

B
e
n
t
l
e
y
,
"
E
p
i
l
o
g
u
e
,
"
 i
n
 
L
i
f
e
 
L
a
n
g
u
a
g
e
,
 

言
翌
e
d
.

b
y
 R
.
W
.
T
a
y
l
o
r
,
 
(
Y
e
l
l
o
w
 
S
p
r
i
n
g
s
,
 
A
n
t
i
o
c
h
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
5
7
)
p
p
.
2
1
0

ー

2
1
2
.

(
4
7
)
C
P
P
A
結
成
か
ら
一
九
二
四
年
選
挙
に
か
け
て
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
書
参
照
。

J
o
h
n

D
 .
H
i
c
k
s
,
 
R
e唸
u
b
ぎ
旦

A
s
c
e
n
d
a
n
c
y
,
 
1
9
2
1
ー
1
9
3
3
,
(
H
a
r
p
e
r
 
&
 R
o
w
,
 
1
9
6
0
)
 c
h
.
 4. 

岩
永
健
吉
郎
「
中
西
部
革
新
主
義
の
老
熟
と
新
党
問
題
ー
ー

i

ラ

フ
ォ
レ
ッ
ト
の
大
統
領
立
候
補
を
め
ぐ
っ
て
|
|
'
」
『
現
代
ア
メ
リ
カ
の
内
政
と
外
交
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
所
収
。

(
4
8
)
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
農
労
党
へ
の
潜
入
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
大
下
尚
一
「
一
九
二

0
年
代
の
革
新
主
義
運
動
」
『
ア
メ
リ
革

新
主
義
論
』
（
小
川
出
版
）
所
収
二
二
三
ー
ニ
二
四
頁
。
農
労
党
に
つ
い
て
は

J
a
m
e
s

W
e
i
n
s
t
e
i
n
,
 "
R
a
d
i
c
a
l
i
s
m
 
i
n
 
t
h
e
 M
i
d
s
t
 

o
f
 
N
o
r
m
a
l
c
y
,
"
 T
h
e
 J
o
箆
尽
l
o
f
 
A
m
e
r
さ
0
n
I
I認
i
o
r
き

L
I
I
)

1
9
6
6
,
 
N
o
.
4
.
 
p
p
.
7
7
3
-
7
9
0
.
 
-
i
-
.
.
9
'
!
~
\

叩
芯
゜

(49) 
T
h
e
 L
a
F
o
l
l
e
t
t
e
 
P
l
a
t
f
o
r
m
 
o
f
 
1
9
2
4
,
 
i
n
 
D
o
c
u
m
e
n
t
s
 o
f
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
H
i
s
t
0
1
ー竺

e
d
.

b
y
 
H
e
n
r
y
 
S
.
 C
o
m
m
a
g
e
r
,
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1

第
一
の
挫
折
・
転
回
l

|
＇
過
程
論
の
補
完

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

(
1
)

本
稿
の
基
本
的
構
想
は
一
章
に
て
示
し
た
よ
う
に
、
ベ
ン
ト
リ
ー
の
政
治
理
論
を
ベ
ン
ト
リ
ー
自
身
と
そ
の
歴
史
状

、
、
、
、
、
、

況
と
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
し
て
把
握
す
ろ
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
様
式
は
不
十
分
な
が
ら
浮
き
彫
り
に

に
か
え
た
い
。
我
々
は
こ
れ
を
ベ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
二
つ
の
挫
折
・
転
回
に
そ
っ
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
最
後
に
、

六

士
口条

こ
の
分
析
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
示
唆
と
今
後
の
課
題
を
記
し
て
結
論

論

(
M
e
r
e
d
i
t
h
 
p
u
b
.
 
C
o
m
p
.
 
1
9
6
3
)
,
 
p
p
.
1
9
4
-
1
9
7
.
 

(
5
0
)選
挙
結
果
と
分
析
に
つ
い
て
は
v
.
o
•K
e
y
,
 
J
r
.
,
 
P
o
l
i
t
i
c
s
,
 
P
a
r
t
i
e
s

こ塁
d

P
r
e
s
s
u
r
e
 
G
r
o
u
p
s
、
0
p
.
 cit., 
p
p
.
 2
5
9
 1
 

2
6
2
.
 
参
照
。
三

0
％
以
上
の
支
持
を
一

0
州
（
中
西
部
）
で
受
け
る
。
人
民
党
（
一
八
九
二
年
）
と
比
較
す
る
と
、
南
部
の
支
持
低

下
・
一
部
産
業
都
市
で
の
支
持
上
昇
が
指
摘
で
き
る
。
ベ
ン
ト
リ
ー
議
長
の
イ
ン
デ
ィ
ア
州
で
は
九
％
以
下
で
あ
る
。

(51) 
S
c
h
a
t
t
s
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
o
p
.
 c
i
t
.
,
 ch• 

v. 

(
5
2
)
0
 
• 

W
r
i
g
h
t
 M
i
l
l
s
,
 
T
h
e
 P
o
w
e
r

塁
笠
(
O
x
f
o
r
d

U
n
i
v
.
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
5
6
,
5
9
)
c
h
.
l
l
.
 
鵜
飼
・
綿
貫
訳
『
。
ハ
ワ
ー
エ
リ
ー

、
、
、
、
、

ト
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
（
上
）
（
下
）
。

C
P
P
A
と
類
似
の
急
進
的
。
フ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
運
動
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
類
似
の
状
況

下
で
も
う
一
度
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ウ
ォ
レ
ス
(
H
e
n
r
y
W
a
l
l
a
c
e
)
の
革
新
党

P
r
o
g
r
e
s
s
i
v
e
P
a
r
t
y
(
l
9
4
7
,
 
1
2
 1
~
）
で
あ

る
。
鶴
見
和
子
『
ウ
ォ
レ
ス
の
再
建
案
』
（
潮
流
社
、
経
済
学
全
集
所
収
）
参
照
。
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第
一
の
挫
折
・
転
回
は
過
程
論
か
ら
支
配
論
へ
の
移
行
を
さ
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
理
論
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
り
、

正
し
く
は
過
程
論
の
補
完
と
呼
ぶ
べ
恙
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
以
降
の
政
治
過
程
論
者
か
ら
見
れ
ば
、
支

配
論
は
そ
の
本
来
の
領
域
を
逸
脱
し
た
著
作
と
受
け
取
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

、

、

、

、

、

、

、

、

我
々
が
、
支
配
論
を
過
程
論
の
補
完
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
は
、
過
程
論
の
射
程
に
お
い
て
理
論
的
（
論
理
的
）
に
要

請
さ
れ
て
い
た
次
の
よ
う
な
課
題
に
、
支
配
論
が
一
定
の
解
答
を
用
意
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
課

題
と
は
、

、
、
、
、

産
業
社
会
に
お
け
る
政
治
過
程
解
明
の
前
提
と
し
て
の
社
会
過
程
（
基
底
集
団
・
基
底
集
団
条
件
）
分
析
。
並
び

産
業
社
会
に
お
け
る
規
範
モ
デ
ル
の
提
示
（
記
述
モ
デ
ル
か
ら
の
分
離
）
、

「
集
団
過
程
ー
内
ー
科
学
」
（
集
団
過
程
に
拘
束
さ
れ
る
科
学
）
に
お
け
る
客
観
性
の
問
題
の
方
法
論
的
処
理
。

m
へ
の
解
答
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
組
織
的
産
業
社
会
分
析
で
あ
る
。
産
業
政
府
は
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
戦
略
拠
点

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
独
占
を
通
し
て
過
程
支
配
を
な
す
と
さ
れ
る
。
図
へ
の
解
答
は
、
市
民
的
自
由
と
消
費
者
利
益
を
共
有
す
る
人
々

を
無
党
脈
方
式
に
よ
っ
て
結
集
し
よ
う
と
す
る
対
抗
革
命
論
で
あ
る
。
切
へ
の
解
答
は
、
自
己
理
論
の
知
識
的
社
会
学

的
分
析
と
量
の
問
題
の
再
把
握
で
あ
る
。

さ
て
、
先
に
示
し
た
三
つ
の
過
程
論
の
残
し
た
課
題
に
対
し
て
、
過
程
論
を
継
承
す
る
と
さ
れ
る
集
団
論
者
は
い
か

に
答
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
厳
密
な
検
討
は
小
論
の
範
囲
を
こ
え
る
の
で
、

(3) 、
ー
、2
 

（
 

る
政
策
・
運
動
論
の
提
示
。

、
ー
、ー（

 

に
、
社
会
過
程
ー
政
治
過
程
相
互
関
係
の
分
析
。

ご
く
大
雑
把
に
そ
の
発
展
の
跡
を
追
っ
て
み

な
ら
び
に
規
範
と
現
実
を
橋
渡
し
す
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「
公
共
政

、
、
、
、

結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
六

0
年
代
ま
で
の
研
究
は
先
の
課
題
に
十
分
答
え
ず
、
狭
い
範
囲
に
政
治
過
程
研
究
を
限

、
、
、

定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
総
じ
て
、
政
治
過
程
で
の
均
衡
の
実
現
を
楽
観
的
に
導
き
出
す
領
向
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
過
程
論
と
同
様
に
、
産
業
社
会
に
お
け
る
社
会
過
程
の
分
析
が
弱
く
、
潜
在
集
団
・
集
団
の
競
合
・
重

複
集
団
成
員
と
い
う
要
因
に
過
大
な
役
割
を
付
与
し
、
安
易
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
信
条
に

も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
過
程
論
の
残
し
た
課
題
へ
の
解
答
が
真
剣
に
模
索
さ
れ
始
め
た
の
は
や
っ

と
六

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
代
表
的
な
論
者
、
ト
ル
ー
マ
ン
、

(
2
)
 

て
集
団
理
論
の
批
判
者
達
を
遂
一
簡
明
に
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

集
団
理
論
を
「
理
論
」
と
し
て
発
展
さ
せ
た
の
は
ト
ル
ー
マ
ン
で
あ
る
。
彼
は
、
一
方
で
社
会
心
理
学
の
手
法
を
導

(
3
)

（

4
)

、
、
、
、

入
し
、
他
方
で
集
団
分
類
を
精
緻
化
し
、
統
治
過
程
の
諸
論
点
を
精
力
的
に
論
じ
て
い
く
（
特
に
統
治
制
度
や
集
団
組

(
5
)
 

織
と
統
治
過
程
の
関
連
に
力
点
を
お
く
）
。
し
か
し
、
彼
の
分
析
は
社
会
過
程
ー
政
治
過
程
の
連
関
に
疎
く
、
視
野
は

(
7
)
 

統
治
過
程
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
重
複
的
集
団
員
や
潜
在
集
団
に
過
度
の
役
割
を
付
与
し
政
治
過
程
（
集
団
内

(
8
)
 

と
集
団
間
）
の
均
衡
を
論
じ
え
た
の
は
、
こ
の
視
野
の
限
定
ゆ
え
で
あ
る
。

(
9
)
 

ば
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

(10) 

過
程
論
を
継
承
し
「
分
析
的
多
元
論
」
に
立
つ
と
宣
明
し
た
レ
イ
サ
ム
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
第
八

〇
ー
八
一
議
会
の
実
証
分
析
は
精
緻
な
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
彼
の
基
本
的
な
考
え
方
は
か
な
り
単
純
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
立
法
部
は
対
立
集
団
間
の
「
力
の
均
衡
」
を
「
批
准
」
し
「
記
録
」
す
る
審
判
員
で
あ
り
、

る
に
止
め
た
い
。

ま
た
そ
の
分
析
の
価
値
拘
束
性
は
し
ば
し

レ
イ
サ
ム
、

キ
ー
、
ダ
ー
ル
、

そ
し
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こ
の
時
点
の
ダ
ー
ル
に
は
、
社
会
過
程
の
問
題
性
が
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ

集
団
理
論
を
記
述
レ
ベ
ル
で
発
展
さ
せ
た
の
は
＞
．

0

．
キ
ー
で
あ
る
。
彼
は
、
圧
力
集
団
・
政
党
・
世
論
を
包
括

的
に
分
析
す
る
。
し
か
し
、
彼
の
視
角
は
ト
ル
ー
マ
ン
同
様
、
一
定
の
偏
り
を
も
つ
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
体
制

、
、
、
、
ヽ

(12)

を
民
主
政
と
規
定
し
、
民
主
政
の
特
質
と
し
て
政
党
・
圧
力
集
団
・
世
論
を
分
析
し
て
く
。
こ
の
視
魚
ゆ
え
に
、
彼
は

コ

ン

七

ン

サ

ス

レ

イ

タ

ン

ト

(13)

合
意
の
存
在
、
潜
伏
集
団
、
権
力
の
分
散
・
流
動
性
な
ど
の
要
因
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
、
集
団
利
益
を

パ
ラ
ン
ス

民
主
的
政
治
過
程
の
原
動
力
と
定
義
す
る
と
と
も
に
、
利
益
均
衡
・
重
複
的
集
団
成
員
・
ロ
ビ
イ
ン
グ
規
制
と
い
う
要

(14)

、
、
、

因
が
集
団
の
も
つ
排
他
性
を
抑
制
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
か
く
て
、
キ
ー
の
想
定
す
る
モ
デ
ル
は
、
広
範
な
合
意
の

(15) 

下
で
の
「
均
衡
ー
不
均
衡
ー
修
正
」
モ
デ
ル
な
い
し
「
革
新
ー
抵
抗
ー
和
解
」
モ
デ
ル
な
の
で
あ
る
。

(16) 

初
期
の
ダ
ー
ル
も
こ
う
し
た
流
れ
の
例
外
で
は
な
い
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
体
系
が
一
般
市
民
(
h
o
m
o
c
i
v
i
c
u
s
)
 

、

、

、

、

、

ヽ

(17)

（

18)

、、

に
お
け
る
民
主
的
信
条
（
規
範
）
で
の
一
致
と
エ
リ
ー
ト
(
h
o
m
o
p
o
l
i
 t
i
c
u
s
)

に
お
け
る
リ
ー
ダ
シ
ッ
。
フ
に
よ
っ
て
安
定
し

、
、
、

て
い
る
こ
と
を
弁
証
す
る
。
社
会
に
お
い
て
資
源
は
不
平
等
に
で
は
あ
る
が
分
散
的
に
存
在
す
る
と
さ
れ
、
組
織
的
利

(19) 

益
集
団
も
限
ら
れ
た
領
域
で
影
脚
力
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
多
元
的
社
会
で
は
、
市
民
は
選
挙
時
を
除
い
て
沈
黙

す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
そ
の
潜
在
的
影
薯
力
(
p
o
t
e
n
t
i
a
l

i
n
f
l
u
e
n
c
e
)

ゆ
え
に
統
治
に
間
接
的
影

、
、
、

堀
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
し
、
又
、
基
本
的
活
動
が
脅
か
さ
れ
る
時
に
は
一
時
的
に
政
治
化
し
影
膨
力
を
顕
在

(20) 

化
さ
せ
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

(21) 

て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
六

0
年
代
ま
で
の
研
究
は
、
過
程
論
の
残
し
た
課
題
（
支
配
論
で
の
問
題
）
に
十
分
な
解
答
を
与
え
な

(11) 

策
と
は
あ
る
時
点
で
の
闘
争
の
達
し
た
均
衡
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
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⑥
 

c
 

⑮ 
か
っ
た
。
し
か
し
、
六

0
年
代
中
葉
以
降
、
集
団
論
・
多
元
論
批
判
と
い
う
形
で
過
程
論
の
課
題
に
答
え
よ
う
と
す
る

マ
ッ
コ
ネ
ル
、

(22) 

ケ
ル
ソ
ー
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
彼
ら
の
提
出
し
た
批
判
点
を
い
く
つ
か
拾
い
出
し
て
み
よ
う
。

•(23)

(24) 

多
元
的
な
集
団
過
程
か
ら
疎
外
さ
れ
た
集
団
の
問
題
。
利
益
集
団
の
上
流
階
級
へ
の
偏
向
や
少
数
意
見
の
抑
圧

な
ど
を
指
摘
す
る
。

集
団
過
程
に
お
け
る
競
争
の
不
完
全
性
の
問
題
。

(26) 

t
u
e
n
c
y
)
を
も
つ
ェ
リ
ー
ト
の
統
制
を
指
摘
す
る
。

集
団
過
程
に
お
け
る
象
徴
過
程
の
問
題
。

(27) 

M
a
k
i
n
g
-
)
過
程
を
指
摘
す
る
。

(25) 

政
治
的
市
場
の
募
占
性
や
狭
い
基
底
集
団
(
s
m
a
l
l
c
o
n
s
t
iー

偏
向
の
動
員
に
よ
る
争
点
の
操
作
や
決
定
作
成
回
避
(
No
n
d
e
c
i
s
i
o
n
 ,
 

規
範
性
の
問
題
。
そ
れ
ま
で
の
研
究
の
記
述
へ
の
限
定
に
対
し
、
規
範
モ
デ
ル
の
必
要
性
や
、
参
加
の
教
育
的

(28) 

意
義
を
指
摘
す
る
。

、
、
、
、
、
、
、

こ
う
し
た
批
判
的
集
団
理
論
こ
そ
、
過
程
論
ー
支
配
論
と
い
う
ベ
ン
ト
リ
ー
の
方
向
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
論
者
の
一
人
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ー
ン
は
、
集
団
理
論
の
伝
統
を
「
政
治
シ
ス
テ
ム
の
規
範
・
制
度
・
紛
争
・
政

、
、
、
ヽ

(29)

策
決
定
」
と
「
社
会
関
係
お
よ
び
経
済
活
動
」
の
相
互
作
用
を
解
明
せ
ん
と
す
る
試
み
と
定
義
す
る
。
し
か
し
、
彼
も

(30) 

指
摘
す
る
よ
う
に
こ
の
試
み
は
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
過
程
論
の
残
し
た
三
課
題
へ
の
更
に
精
緻
な
解
答
は
我
々
の

手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

過
程
論
か
ら
支
配
論
へ
の
ベ
ン
ト
リ
ー
の
転
回
は
、
産
業
社
会
の
政
治
過
程
を
我
々
が
論
じ
る
際
、
貴
重
な
ヒ
ン
ト

R
 

研
究
が
噴
出
し
て
く
る
。
代
表
的
論
者
と
し
て
、

シ
ャ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
、

カ
リ
エ
ル
、

ロ
ウ
ィ
、
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の
中
で
分
解
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

れ
を
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

(31) 

を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
過
程
論
は
産
業
社
会
の
集
団
状
況
を
理
念
型
的
に
拡
大
し
て
見
せ
、
又
、
支
配

論
は
産
業
社
会
の
構
造
的
問
題
性
を
鮮
や
か
に
摘
出
し
て
見
せ
る
。
し
か
し
、
産
業
社
会
の
政
治
過
程
分
析
に
と
っ
て

、
、
、
、
、

更
に
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
過
程
論
ー
支
配
論
の
媒
介
的
総
合
で
あ
っ
た
。

で
は
、
何
故
ベ
ン
ト
リ
ー
が
こ
の
媒
介
的
総
合
へ
向
わ
な
か
っ
た
の
か
。

第
二
の
挫
折
・
転
回
ー
|
l
現
実
分
析
的
志
向
の
消
滅
と
科
学
方
法
論
へ
の
逃
避

こ
の
第
二
の
挫
折
・
転
回
と
は
、

（
「
一
般
相
対
性
理
論
」

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

ベ
ン
ト
リ
ー
が
政
治
実
践
で
の
敗
北
（
一
九
二
四
年
）
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
革
命

一
九
一
六
年
、

一
九
ニ
―
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
後
、
一
般
に
普
及
）
の
影
掘
を
う
け
て
、

(
3
0
)

、

、

、

、

、

、

分
析
的
志
向
を
失
い
科
学
方
法
論
へ
と
転
回
し
て
い
っ
た
こ
と
を
さ
す
。
社
会
科
学
者
ベ
ン
ト
リ
ー
の
真
の
挫
折
と
こ

現
実

ア
メ
リ
カ
の
リ

こ
う
し
た
挫
折
・
転
回
は
彼
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
第
一
次
大
戦
か
ら
二

0
年
代
の
時
期
は
、

(83) 

ベ
ラ
リ
ズ
ム
や
政
治
学
に
と
っ
て
―
つ
の
転
機
を
な
し
、
そ
れ
と
平
行
し
て
知
識
人
は
転
向
の
季
節
を
迎
え
る
。
革
新

主
義
時
代
に
は
多
く
の
新
し
い
要
素
が
ア
メ
リ
カ
の
思
潮
に
流
れ
こ
む
。
改
革
の
情
熱
に
支
え
ら
れ
調
和
し
融
合
す
る

か
に
見
え
た
そ
れ
ら
の
要
素
（
科
学
主
義
・
産
業
主
義
・
集
団
主
義
な
ど
）
は
、
大
戦
の
浴
せ
た
冷
水
に
よ
っ
て
「
平
常
」

例
え
ば
、
新
し
い
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
提
唱
し
た
ク
ロ
ー
リ
ー
・
リ
ッ
。
フ
マ
ン
・
ワ
イ
ル
ら
の
軌
跡
が
そ
れ
を
示
す
。

2
 

我
々
は
彼
の
「
第
二
の
挫
折
・
転
回
」
に
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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究
へ
（
リ
ッ
。
フ
マ
ン
）
、

失
わ
れ
る
。

、、
科
学
に
よ
っ
て
克

「
。
ハ
ー
ス
以
来
の
最
も
純

エ
リ

「
非
諭
争
的
な
純
粋
に
事
実
に
関
す
る
研
究
に
引
恙
籠
る
」
か
、

彼
ら
は
、
科
学
主
義
、
産
業
主
義
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
結
び
つ
け
、

(34) 

ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
。
し
か
し
、

彼
ら
は
、

あ
る
い
は
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
社
会
心
理
研

あ
る
い
は
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
か
ら
神
秘
主
義
へ
（
ク
ロ
ー
リ
ー
）
と
転
向
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
が
政
治
学
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
科
学
と
実
践
と
の
幸
福
な
結
合
は
、
改
革
ム
ー
ド
の
一
掃
と
と
も
に

こ
の
時
、
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
だ
け
だ
と
ク
リ
ッ
ク
は
言
う
。
す
な
わ
ち
、

よ
っ
て
政
治
を
囲
い
こ
む
」
か
、

(36) 

え
つ
づ
け
る
」
か
で
あ
る
。
ベ
ン
ト
リ
ー
は
支
配
論
に
お
い
て
、
第
四
の
道
を
模
索
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。

「
市
民
精
神
を
教

ー
ト
主
義
、
科
学
主
義
、
事
実
主
義
、
道
徳
主
義
、
そ
う
し
た
ど
れ
に
も
逃
避
す
る
こ
と
な
く
、
彼
は
「
科
学
と
価
値

(37) 

と
社
会
的
行
為
の
結
合
」
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
。
し
か
し
、
結
局
、
彼
は
行
動
研
究
の
た
め
の
方
法
論
的
検
討

(38) 

へ
と
向
う
。
彼
は
論
理
学
的
に
、
事
実
、
言
語
、
行
動
、
心
理
、
研
究
、
知
識
を
検
討
し
、

(39) 

粋
な
論
理
学
者
」
と
な
っ
て
い
く
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
（
一
九
二

0
年
代
）
、
メ
リ
ア
ム
は
「
閉
体
系
」
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
危
機
を
、

服
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
も
ま
た
革
新
主
義
者
、
否
、
革
新
主
義
的
政
治
家
で
す
ら
あ
っ
た
。
そ
の
彼
も
こ
の
時
期

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
改
革
か
ら
一
切
手
を
ひ
き
、
政
治
学
の
方
法
の
自
然
科
学
化
と
組
織
化
に
望
み
を
た
く
す
の
で
あ
る
。
メ
リ
ア
ム
の

引
い
た
道
は
第
二
次
大
戦
後
「
行
動
科
学
主
義
」
へ
と
発
展
す
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
に
よ
っ
て
復
活
し
た
過
程
論
は
、
ク

(42) 

ロ
ー
リ
ー
ら
の
構
想
し
た
ニ
ュ
ー
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
結
合
し
、
多
元
的
民
主
主
義
論
へ
と
発
展
す
る
。
ベ
ン
ト
リ
ー
は
、

「
自
然
科
学
の
方
法
に

ボ
。
ヒ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
民
主
主
義
の
凋
落
は
こ
の
時
を
契
機
に
決
定
的
と
な
る
。

改
革
熱
が
冷
め
た
時
、

、
、
、

政
府
主
導
の
上
か
ら
の
改
革
を
打
ち
出
す
（
ニ
ュ
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け
で
あ
ろ
う
か
。

し
た
時
（
一
九
六
九
年
）
、

単
な
る
偶
然
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

日
本
に
お
け
る
政

過
程
論
に
よ
っ
て
こ
の
二
潮
流
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
支
配
論
に
よ
っ
て
こ
の
二
潮
流
へ
の
批
判
と
警
告

ら
な
い
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
と
マ
ル
ク
ス
主
義
が
区
別
さ
れ
ね
ば
な

(43) 

ベ
ン
ト
リ
ー
と
ベ
ン
ト
リ
ー
主
義
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ン
ト
リ
ー
の
射
程
内
に
在
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
過
程
論
は
約
四

0
年
、
支
配
論
は
約
五

0
年
眠
り
つ
づ
け
、

影
態
力
を
発
揮
す
る
。
果
し
て
、

そ
し
て

イ
ー
ス
ト
ン
が
「
政
治
学
に
お
け
る
新
し
い
革
命
」
に
よ
っ
て
行
動
科
学
以
後
を
宣

支
配
論
が
初
め
て
公
刊
さ
れ
た
の
は
、

(44) 

治
過
程
論
は
今
な
お
模
索
の
段
階
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
一
度
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
残
し
た
多
産
な
概
念
を
再
検

討
し
彼
が
な
し
え
な
か
っ
た
過
程
論
ー
支
配
論
の
媒
介
的
総
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
の
は
果
し
て
筆
者
だ

(
l
)

ベ
ン
ト
リ
ー
の
過
程
論
は
彼
が
言
う
よ
う
に
「
道
具
を
作
る
試
み
」
(
P
G
.
P
r
e
f
a
c
e
)
で
あ
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ぶ
べ
き
性

格
を
も
つ
。
し
か
し
、
支
配
論
は
理
論
と
呼
ぶ
べ
き
構
成
を
も
つ
し
、
同
様
に
過
程
論
を
扱
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
五
節
註

(13)
を
参
照
）
。

(
2
)

そ
の
他
、
イ
ー
ス
ト
ン
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
エ
ク
ス
タ
イ
ン
な
ど
と
の
関
係
も
考
究
さ
れ
る
べ
恙
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
省
略

す
る
。

(3)0f• 

D
a
v
i
d
 
B
.
 T
r
u
m
a
n
,
 
T
h
e
 
G
o
v
e
r
n
m
塁
答
l
P
r
o
c
e
s
s
,
 (
N
•
YこA
l
f
r
e
d
A• 

K
n
o
p
f
,
 
1
9
5
l
)
P
a
r
t
 I
.

 

ト
ル
ー
マ
ン
は

ベ
ン
ト
リ
ー
に
そ
の
基
本
概
念
の
多
く
を
負
い
な
が
ら
、
方
法
論
的
に
は
異
な
る
基
礎
を
も
つ
。

cf.R.E• 

D
o
w
l
i
n
g
,
 
(^
P
r
e
 ,
 

s
s
u
r
e
 
G
r
o
u
p
 T
h
e
o
r
y
 :
 It
s
 
M
e
t
h
o
d
o
l
o
g
i
c
a
l
 
R
a
n
g
e
,
"
 A
P
S
R
,
 
L
I
V
 (1
9
6
0
,
 
D
e
c
.
)
,
 
p
p
.
 9
5
1

ー

9
5
4
.
'
.
'
.
L
-
=
ン
f
t
i
、

過
程
論
ー
支
配
論
か
ら
半
世
紀
以
上
の
年
月
が
流
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

我
々
は
な
お
政
治
過
程
論
の
創
始
者
ベ

の
先
駆
者
で
も
あ
っ
た
。
我
々
が
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
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¥
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G
認
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塞
却
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窒
送
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怜
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~ ー
や
，
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全
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~
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足
怜
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p. 953)゚
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「
羞
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蠍
臣
」
「
＃
俎
蠍
回
」
「
葉
涅
緑
臣
」
「
溢
走
忌
荏
祥
蠍
臣
」
や
や
心
凶
芸
_
:
)
,

怒
111

神
迦

溢
淀

忌
足

穀
営

母
〈

や
S

叫
ヤ

氾
0

(
T
r
u
m
a
n
,
 
op. c-it., 

pp. 23 -
24, 33 -
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0

灼
昇
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G
囲
眺
認
ぷ
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 K..L
一
，
＼
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ふ
囀
臼

J.
D
a
v
i
d
 
Greenstone, 

"
G
r
o
u
p
 
Theories," 

in 
H
a
n
d
b
o
o
k
 
of 

Political 
Science,(Addison-Wesley 

1
9
7
5
)
p
p
.
2
6
2
-
272. 

(LD) 
T
r
u
m
a
n
,
 
op.cit. 

,
c
h
.
X
I
,
X
V
.
 

((.!)) 
cf. 

Ibid., 
pp.157-167,(overlapping 

membership.) 

(t-) 
cf. 

Ibid., 
p
p
.
5
0
6
-
5
1
6
,
 
esp.512,(unorganized 

interest, 
potential 

interest 
group). 

>,_J
菜

笈
＇

「
麟

鐸

釦
「

l
溢
忌
足

's:"'iド
ャ
ロ
，
，
サ
ー
サ
釘
環
」
噂
苺
恥
心
＇
「
＇
ふ
ー
~
G
~
ー
ミ
」
ふ
誤
都
怜
＼
叫
念
出
器
w
~

ヤ
心
-
¥
)
拓
菜
氾゚

(t-) 
Ibid., 

pp. 27 -
32,535. 

(
m
)
 

暇
如

憚
芯

足
8

豆
Stanley

R
o
t
h
m
a
n
,
 
"Systematic 

Political'l'heory :
 Observations 

on 
the 

Gr
℃

 u
p
 
A
p
p
r
o
-

ach," 
A
P
S
R
,
 LIV,(1960, 

lVIar.)p.28. 

(~
) 

Earl 
L
a
t
h
a
m
,
 
T
h
e
 
G
r
o
u
p
 
Basis 

of 
Politics: 

A
 
S
t
u
d
y
 
in 

the 
Basing-Point 

Legislation,(N.Y., 

Octagon, 
1965) p

p
 .10 -

12. 

(::::) 
lb

砿
，

p
p
,
3
5
-
36. 

図
）

V
.
0
.
K
e
y
,
 Ir., 

Politics, 
Parties, 

a
n
d
 
Pressure 

Groups, 
op.cit.,(1942, 

6
4
)
,
p
p
.
7
-
1
1
,
1
6
,
 
K
e
y
,
 
P1tbic 

Opinion a
n
d
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
D
e
m
o
c
r
a
c
y
,
(
N
.
Y
.
,
 
Alfred 

A
.
K
n
o
p
f
,
 
1961). 

cf. 
T
r
u
m
a
n
,
 
op.cit., 

xi, 
c
h
.
X
X
V
I
.
 

(~
) 

K
e
y
,
 (1964) ,op.cit., 

pp.222 -
225,227, (1961), 

op.cit., 
ch .2, 11. 

(~
) 

K
e
y
,
 (1964), 

op. 
cit., 

pp. 17,149 -
154. 

国
）

Ibid., 
pp. 73,225. 

ぼ
）

Robert A
 .Dahl, 

A
 Preface 

to 
Democratic 

Theory 
(Chicago 

U
P
,
 
1956), 

Dahl, 
W
h
o
 
G
o
v
e
r
n
s
?
(
N
e
w
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H
a
v
e
n
,
 
Y
a
l
e
 
U
P
.
,
 
1
9
6
1
)
.
 
但
し
、
後
者
は
一
都
市
の
実
証
研
究
で
あ
る
が
、
前
者
の
全
国
規
模
の
政
治
へ
の
ダ
ー
ル
の
見
解

を
裏
付
け
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

、
、
、
、

(
1
7
)
I
b
蕊．こ

c
h
.
2
8
,
e
s
p
.
 
p
p
.
3
1
3
,
3
1
6
,
3
1
9
.
 
g
!
l
し
、
古
甲
民
の
担
盆
聰
ム
ロ
意
を
演
出
す
る
の
は
エ
リ
ー
ト
の
統
治
規
範
で
の
合
意
で

あ
る
。

(18) 
M
a
y
o
r
 
L
e
e

が
そ
の
例
で
あ
る
。

I
b
蕊
こ

p
.
6
.

(
1
9
)
I
b
蕊
こ

p
p
.
8
6
,
3
0
0
.

、
、
、

(20)

ダ
ー
ル
は
「
（
大
部
分
の
市
民
の
）
現
実
的
影
縛
力
と
潜
在
的
影
纏
力
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
。
フ
」
を
ゆ
る
み
(
s
l
a
c
k
)
と
呼
び
、
そ

の
存
在
を
「
多
元
的
政
治
体
系
と
自
由
社
会
が
機
能
す
る
特
質
」
と
す
る
(
I
b
蕊
こ

p
.
3
0
5
)
。
間
接
的
影
磐
力
の
概
念
に
つ
い
て

、
、
、
、

は
(
I
b
蕊．、

c
h
.
1
2
)
を
参
照
。
市
民
が
一
時
的
に
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
政
治
化
す
る
と
い
う
見
解
は
(
I
b
i
d
.
,
p
p
.
1
9
3
,
 1
9
7
,
 

2
7
9
)
を
参
照
せ
よ
。

(21)

そ
の
後
、
ダ
ー
ル
は
資
源
の
不
平
等
・
巨
大
私
企
業
の
「
団
体
の
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
の
問
題
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

D
a
h
l
,

A
f
t
e
r
 
t
h
e
 
R
e
v
o
l
u
惹
え
ぺ
Y
a
l
e
U
P
,
 1
9
7
0
)
p
p
.
1
0
5

ー

1
1
5
,
1
1
5
 1
 1
4
0
.
 

(22)

村
松
岐
夫
「
多
元
的
民
主
主
義
論
に
つ
い
て
」
法
学
論
叢
9
6
巻
四
・
五
・
六
号
、
大
矢
吉
之
「
ア
メ
リ
カ
の
多
元
的
民
主
主

義
論
」
『
六
甲
台
論
集
』
二
五
巻
四
号
、
こ
の
二
論
文
に
多
く
を
負
う
。
ま
た
批
判
的
集
団
理
論
に
続
い
て
登
場
し
た
ネ
オ
・
コ

ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
筆
者
の
他
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
利
益
集
団
の
分
析
枠
組
」
『
阪
大
法
学
』
―
―
六
I

七
号
、

「
利
益
媒
介
構
造
の
分
析
枠
組
と
デ
ー
タ
・
ソ
ー
ス
」
『
北
九
大
法
政
論
集
』
第
一
―
巻
一
号
。

(23) 
E
.
E
.
S
c
h
a
t
t
t
s
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
T
h
e
 S
e
m
i
s

。0e
r
e
名
n
P
e
o
p
l
e
)
0
p
.
c
u
t
.
)

p
p
,
2
9

ー

3
4
.
(
萄
即
垣
～
叩
い
事
国
四
七
I

五
二
頁
）
。

(24) 
T
h
e
o
d
o
r
e
 
J
.
 L
o
w
i
,
 "
I
n
t
e
r
e
s
t
 G
r
o
u
p
 
a
n
d
 t
h
e
 C
o
n
s
e
n
t
 
t
o
 
G
o
v
e
r
n
 :
 Ge
t
t
i
n
g
 
t
h
e
 
P
e
o
p
l
e
 
O
u
t
,
 f
o
r
 
W
h
a
t
?
"
 

i
n
 
t
h
e
 
A
n
n
a
l
s
 o
f
 
t
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 A
c
a
d
e
m
y
 
o
f
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l

旦
d
S
o
c
g
l
S
c
:
e
n
c
e
)

v
o
l
.
4
1
笠
(
M
a
y
,

1
9
7
4
)
p
.
9
4
.
 
ロ

ウ
ィ
は
こ
れ
を

t
h
e

a
r
t
i
f
i
c
i
c
a
l
 
m
a
j
o
r
i
t
y

と
呼
ぶ
。
そ
の
他
「
組
織
化
の
歪
み
」
「
集
合
行
為
の
非
論
理
性
」
を
指
摘
す
る

(
I
b
蕊
.
,
p
p
,
9
2
ー

9
6
)
。
ロ
ウ
ィ
に
よ
る
体
系
的
な
「
利
益
集
団
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
批
判
は
次
書
を
参
照
。

L
o
w
i
,

T
h
e
 
E
n
d
 o
f
 

L

寿
w

色
旦
ご
r
h
e
S
e
c
o
1
蕊

や
e
p
u
b
l
さ

o
f
t
h
e
 
U
蕊
i
e
d
S
苔
tes,(N• 

Y
.
,
 
N
o
r
t
o
n
,
 
1
9
6
9
,
 2
n
d
.
 
7
9
)
 

• 

紺
2

い
い
姑
瓜
キ
公
監
印
い
『
白
口
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由
主
義
の
終
焉
』
（
木
鐸
社
、
一
九
八
一
年
）
。

(
2
5
)
0
 .B
.
M
a
c
p
h
e
r
s
o
n
,
 
T
h
e
 
L
i
f
e
 
a
n
d
 
T
i
r
n
e
s
 
o
f
 
L
i
b
e
r
a
l
 
D
e
r
n
o
c
r
a
c
y
,
(
O
x
f
o
r
d
 
U
P
,
1
9
7
7
)
,
 c
h
.
I
V
,
 e
s
p
.
 
p
p
.
8
6
 1
 

91. 
田
口
富
久
治
訳
『
自
由
民
主
主
義
は
生
き
残
れ
る
か
』
（
岩
波
書
店
）
一
四
ニ
ー
一
五

0
頁。

(26) 
G
r
a
n
t
 M
c
C
o
n
n
e
l
l
,
 
P
r
i
v
a
t
e
 
P
o
w
e
r
 
a
n
d
 A
m
e
r
i
c
a
n
 D
e
r
n
o
c
r
a
c

き

(
N
•Y
.
 R
a
n
d
o
m
 H
o
u
s
e
,
 
1
9
6
6
)
 p
p
.
 3
3
9
ー

3
4
2
.

(27) 
S
c
h
a
t
t
s
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
o
p
.
c
i
t
.
,
 
c
h
.
I
V
,
 
P
e
t
e
r
 
B
a
c
h
r
a
c
h
 
&
 M
o
r
t
o
n
 
S
.
B
a
r
a
t
z
,
 "
T
w
o
 
F
a
c
e
s
 
o
f
 
P
o
w
e
r
,
"
 
i
n
 
A
'
 

磨
～
｛
詈
0
l
p
o
l
i
i
豆
e
d
.

b
y
 
C
.
 A
.
 M
c
C
o
y
 &
 J
.
 P
l
a
y
f
o
r
d
,
 
(N• 

Y
 .C
r
o
w
e
l
l
,
 
1
9
6
7
)
p
p
.
1
4
6
-
1
5
7
.
 

バ
7
ラ
ッ
ク
と
バ
ラ

ッ
ツ
は
争
点
の
限
定
を

N
o
n
d
e
c
i
s
i
o
n
 ,
 
m
a
k
i
n
g

過
程
と
呼
ぶ
。
そ
れ
は
シ
ャ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
「
偏
向
の
動
員
」
に
よ
る

「
紛
争
の
転
位
」
と
呼
ぶ
も
の
に
あ
た
る
。

(28) 
M
a
c
p
h
e
r
s
o
n
,
 
o
p
.
 c
i
t
.
,
 ch• 

V
,
 
又、

J
a
c
k
L
.
 W
a
l
k
e
r
,
 
"
A
 C
r
i
t
i
q
u
e
 
o
f
 
t
h
e
 
E
l
i
t
i
s
t
 
T
h
e
o
r
y
 
o
f
 
D
e
m
o
c
r
a
c
y
,
"
 

の
他
、

G
r
a
h
a
m
e

D
u
n
c
a
n
,
 
S
t
e
v
e
n
 
L
u
k
e
s
,
 
L
a
n
e
 
D
a
v
i
s
,
 
M
a
u
r
e
 
L
.
 G
o
l
d
s
c
h
m
i
t

ら
の
い
ず
れ
も

A
p
o
l
i
t
苔
il

亙
庄
cs,
〇

p
.
cit., 
P
a
r
t
 I
I
I
,
 
に
収
め
ら
れ
て
い
る
諸
論
文
を
参
照
。

(29) 
G
r
e
e
n
s
t
o
n
e
,
 
o
p
.
 cit., 
p
.
 2
4
3
.
 

(
3
0
)
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ー
ン
の
批
判
は
、
集
団
理
論
は
「
基
本
的
な
社
会
様
式
の
転
換
を
求
め
る
」
「
急
激
に
も
り
あ
が
る
政
治

プ
ロ
テ
ス
ト

運
動
」
を
説
明
し
に
く
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
に
「
客
観
的
利
益
」
ア
。
フ
ロ
ー
チ
の
意
義
を
見
出
す
。

G
r
e
e
n
,
 

s
t
o
n
e
,
 
l
b
蕊
こ

p
p
.
2
4
6
,
2
5
2
,
2
9
5
 -
3
0
5
.
 

、
、
、
、
、

(31)

過
程
論
の
均
衡
化
条
件
や
モ
デ
ル
は
、
規
範
モ
デ
ル
の
構
築
に
際
し
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
又
、
交
差
集
団
・
潜
在
集

、

、

、

、

、

、

、

、

、

団
な
ど
の
過
程
記
述
の
概
念
と
支
配
論
で
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
基
盤
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ズ
・
戦
略
拠
点
な
ど
の
構
進
記
述
の
概
念
を
統

合
す
る
時
、
実
証
研
究
（
モ
デ
ル
）
へ
の
示
唆
が
生
れ
よ
う
。
消
費
者
利
益
や
無
党
派
方
式
、
情
報
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
概
念
は
、

特
に
政
策
・
運
動
論
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
（
ベ
ン
ト
リ
ー
の
対
象
と
し
た
）
ア
メ
リ
カ
と
日
本

、、

の
歴
史
的
・
文
化
的
相
異
ー
_
'
特
に
集
団
の
条
件
・
状
況
ー
|
'
を
配
態
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ベ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
。
フ
ロ
政
府

権
力
的
思
考
は
、
官
僚
政
・
国
家
権
力
と
い
う
視
点
か
ら
再
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
他
は
省
略
す
る
が
、
安
易
な
導
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射
程
を
あ
恙
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

マ
ク
ロ
な
時
系
列
デ
ー
タ
の
側
か
ら
し
ば
ら
く
歴
史
状
況
に
光
を
あ
て
、
政
治
過
程
論

こ
こ
で
は
視
角
を
転
じ
て
、

開
を
、

こ
の
理
論
の
起
動
、
ね
ら
い
、

本
論
で
は
、
政
治
過
程
論
の
先
駆
者
、

理
論
の
応
答
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
努
め
て
恙
た
。
政
治
学
の
観
点
か
ら
は
、
政
治
過
程
論
の
形
成
・
展

一
論
者
の
理
論
軌
跡
を
縦
切
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
生
論
的
に
分
析
し
、

1

は

じ

め

に
（
捕
論
）

(43) 
c
f
.
 

『
講
座
マ
ル
ク
ス
経
済
学
』
第
一
巻
（
日
本
評
論
社
）
序
文
。
ち
な
み
に
、
マ
ル
ク
ス
の
方
法
と
ベ
ン
ト
リ
ー
の
方
法
の

類
似
は
い
く
つ
か
の
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
c
f
•
Hale, 
0
p
.
c
{
i
.
)
 
p
.
 9
5
6
.
 

田
口
富
久
治
『
社
会
集
団
の
政
治
機
能
』
未

来
社
、
二
九
l

三
一
頁
）
。
両
者
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
対
立
し
よ
う
が
、
政
治
過
程
理
論
の
発
展
の
た
め
に
は
積
極
的
な
接

合
な
い
し
総
合
の
努
力
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

W.Mills,
G.W.Domhoff, F• 

H
u
n
t
e
r
，
ら
の
エ
リ
ー
ト
理
論
と

ベ
ン
ト
リ
ー
と
の
関
係
に
関
し
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。

(44)

以
下
の
諸
論
稿
が
注
目
さ
れ
る
。
大
嶽
秀
夫
「
現
代
政
治
に
お
け
る
大
企
業
の
影
膨
力
」
日
口
国
国
家
学
会
雑
誌
九
一
巻
五

・
六
、
八
・
九
号
九
二
巻
一
・
ニ
号
、
お
よ
び
大
嶽
秀
夫
『
現
代
日
本
の
政
治
権
力
経
済
権
力
』
（
三
一
書
房
）
。
村
松
岐
夫
『
戦

後
日
本
の
官
僚
制
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
。
猪
口
孝
『
現
代
日
本
政
治
経
済
の
構
図
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
。
山
川
雄
巳
『
政
策
過

程
論
』
（
蒼
林
社
）
。

ア
メ
リ
カ
社
会
の
危
機
的
転
換
と
政
治
過
程

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
著
作
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
歴
史
状
況
、
人
間
、
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リ
カ
の
生
産
の
伸
び
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
そ
れ
よ
り
急
速
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
史
上
最
高
の
値
を
示
し
て
い
る
こ
と

簡
単
に
経
済
成
長
の
跡
を
追
う
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
図
5
か
ら
、

一
八
六

0
年
代
か
ら
第
一
次
大
戦
に
至
る
ア
メ

こ。t
 

つ

カ
ウ
ボ
ー
イ
に
象
徴
さ
れ
る
農
村
的
ア
メ
リ
カ
は
、
二

0
世
紀
を
迎
え
る
と
と
も
に
音
を
た
て
て
瓦
解
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
南
北
戦
争
以
降
大
恐
慌
に
至
る
経
済
の
高
度
成
長
の
帰
結
な
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
世

紀
転
換
期
に
お
け
る
新
移
民
の
激
増
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ラ
イ
ン
の
消
滅
（
一
八
九

0
年
）
と
い
っ
た
要
因
が
、

こ
の
同
じ

時
期
に
璽
畳
的
に
生
じ
そ
れ
が
こ
の
又
こ
の
瓦
解
を
一
層
加
速
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
見
逃
し
え
な
い
こ
と
で
あ

2
 

衆
運
動
に
よ
る

か
誕
生
し
た
時
代
（
一
八
九
0
年
代
l
一
九
二

0
年
代
）
の
「
危
機
的
転
換
期
」
と
し
て
の
意
義
を
今
少
し
鮮
明
な
も
の
に

し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
本
論
の
歴
史
素
描
を
補
足
す
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、

な
り
え
な
か
っ
た
、
も
う
―
つ
の
ア
メ
リ
カ
」
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

予
め
そ
の
転
換
の
内
容
を
要
約
し
て
お
け
ば
、
第
一
に
農
業
か
ら
商
工
業
へ
、
農
村
か
ら
都
市
へ
、
開
放
系
か
ら
閉

旧
移
民
か
ら
新
移
民
へ
と
い
っ
た
経
済
・
社
会
的
転
換
、

れ
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
も
っ
「
そ
う

程
」
の
形
成
、
す
な
わ
ち
市
民
的
民
主
政
か
ら
大
衆
民
主
政
へ
の
転
換
、
第
三
に
、
社
会
・
政
治
過
程
に
登
場
し
た
大

民
主
ー
共
和
二
大
政
党
体
制
へ
の
挑
戦
（
第
三
党
運
動
）
と
挫
折
（
圧
力
団
体
方
式
へ
の
転
換
）
が
そ

社
会
・
経
済
構
造
の
転
換

鎖
系
へ

第
二
に
、

「
集
団
の
噴
出
」
に
よ
る
「
政
治
過
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10-11頁。

図8,9は，図 5,6と同じ。
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ハ
九
年
、
六
七
年
頃
）
。

一
九
二

0
年
代
初
め
に
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
人
口
が
、

各
々
農
業
人
口
を
抜
き
去
っ
て
い
る
（
日
本
で
は
各
々
、

一
九

六
一
年
頃
に
あ
た
る
）
。

同
様
に
職
業
別
に
み
て
も
（
図
8
)
、

二
0
世
紀
に
入
っ
て
ま
も
な
く
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
人
口
が
、

（
世
界
第
二
位
、

っ
て
凌
駕
さ
れ
、

一
位
は
英
国

3
2
%）
ア
メ
リ
カ
は
、
十
年
後
に
は
英
国
を
抜
恙
第
一
位
と
な
り
、

界
の
3
6
％
の
シ
ェ
ア
を
し
め
る
大
工
業
国
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。

闘
将
」
間
の
苛
烈
な
自
由
競
争
に
よ
っ
て
、

高
度
成
長
が
社
会
に
与
え
る
も
っ
と
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
人
々
の
就
業
に
与
え
る
影
膨
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
産

民
の
国
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
八
八
0
年
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
は
、
第

I

次
人
口
が
½
を
し
め
、
文
字
通
り
農

そ
れ
以
降
、

こ
の
間
に
あ
っ
て
、

ま
た
世
紀
転
換
期
以
降
は
ト
ラ
ス
ト
の
激
増
、
独
占
的
企
業
の
台
頭
に
よ

巻
れ
い
な
シ
ェ
ー
レ
を
描
い
て
三
部
門
の
構
成
比
率
が
急
速
に
変
動
し
て
い

一
九

0
五
年
頃
に
は
第
皿
次
人
口
に
よ
っ
て
、

そ
の
数
年
の
後
に
は
第
lI
次
人
口
に
よ

そ
の
後
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
（
同
様
の
交
差
の
時
期
は
日
本
で
は
各
々
、

工
業
化
、
都
市
化
を
加
速
し
た
要
因
と
し
て
社
会
的
に
は
次
の
要
因
が
重
要
で
あ
る
。
即
ち
、

査
に
よ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ラ
イ
ン
の
消
滅
、

さ
ら
に
こ
れ
に
よ
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
1
1
無
限
の
自
由
の
天
地
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
に
影
が
さ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
移
民
の
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
五
七
年
、

一
八
九

0
年
国
勢
調

一
八
八

0
年
代
以
降
、
非
西
欧

を
中
心
と
し
た
新
移
民
が
激
増
し
、
二

0
世
紀
初
頭
に
は
移
民
数
は
し
ば
し
ば
年
間
一

0
0
万
人
を
越
え
る
ま
で
に
な

る
。
か
く
て
第

I
次
人
口
は
、

業
別
に
観
察
し
て
み
よ
う
（
図
7
)
。

っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

一
九
世
紀
後
半
は
「
産
業
の

一
九
一
三
年
に
は
担

が
理
解
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
高
度
成
長
に
よ
っ
て
、

一
八
七

0
年
に
世
界
工
業
生
産
の
2
3
％
の
シ
ェ
ア
を
し
め
た
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っ
た
（
。
ヒ
ー
ク
は
一
九

0
五
ー
一
四
年
の
十
年
間
で
九
三
四
万
人
）
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ラ
イ
ン
の
消
滅
自
体
は
自
由
な
土

地
の
消
滅
を
意
味
し
な
い
も
の
の
、
開
拓
終
焉
の
象
徴
的
な
効
果
は
大
き
く
、
新
移
民
の
大
部
分
は
、
都
市
に
滞
留
し

都
市
人
口
の
膨
張
を
も
た
ら
し
た
。
新
移
民
の
流
入
は
人
口
構
成
に
新
た
な
異
質
性
を
も
ち
こ
み
、
新
旧
移
民
間
の
緊

ー
ジ
も
大
ぎ
く
損
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
世
紀
転
換
期
前
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
経
済
の
独
占
化
の
急
進
展
、
就
業
人
口
構
成
の
逆
転
、
商

工
業
・
都
市
社
会
へ
の
転
換
、
社
会
の
閉
体
系
化
、
民
族
的
構
成
の
変
動
と
い
っ
た
構
造
変
化
が
重
畳
的
に
生
じ
て
お

り
、
総
体
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
の
危
機
的
転
換
点
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

急
激
な
社
会
の
変
容
は
、
様
々
の
社
会
問
題
、
社
会
的
緊
張
を
生
み
だ
す
。
加
え
て
、

発
生
し
た
恐
慌
は
農
民
、
労
働
者
の
生
活
に
相
当
の
打
撃
を
与
え
た
（
図
6
の
失
業
率
参
照
）
。
独
占
化
し
つ
つ
あ
る
大

企
業
は
何
ら
規
制
を
う
け
る
こ
と
な
く
公
害
や
労
働
問
題
を
引
ぎ
起
こ
し
、
労
使
対
立
は
激
化
す
る
。
新
移
民
や
失
業

者
の
あ
ふ
れ
る
都
市
は
ス
ラ
ム
化
し
、
都
市
問
題
が
発
生
す
る
。
新
旧
移
民
の
対
立
は
、
都
市
と
農
村
、

。
フ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
と
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
対
立
と
重
な
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
、
旧
中
間
層
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
伝
統

の
担
い
手
は
地
位
革
命
に
怯
え
、
著
し
い
社
会
的
緊
張
が
生
じ
る
。

、
、
、

こ
う
し
た
社
会
の
危
機
的
転
換
は
、
社
会
過
程
で
の
自
衛
と
政
治
過
程
へ
の
介
入
を
目
的
と
し
た
全
国
的
利
益
団
体

3

全
国
的
利
益
団
体
の
形
成
と
政
治
的
オ
ー
タ
ナ
テ
ィ
プ
の
模
索

長
よ
、

コり

l
t

や
が
て
移
民
制
限
法
(
-
九
二
四
年
）
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

一
九
世
紀
後
半
に
周
期
的
に

こ
れ
に
よ
っ
て
「
機
会
の
国
」

と
い
う
イ
メ
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ア
メ
リ
カ
の
第
三
政
党
は
、

義
期
の
人
這
主
義
を
、
各
々
反
映
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

の
噴
出
を
も
た
ら
し
た
。
図
10
に
示
し
た
の
は
、

こ
う
し
た
「
集
団
の
噴
出
」
状
況
は
、

業
界
団
休
結
成
）
の
第
一
の
波
と
も
丁
度
軌
を
一
に
し
て
い
た
。

さ
て
、

こ
の
図
10
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

ホ

ビ

ュ

リ

ズ

ム

0
年
代
の
人
民
主
義
期
、

一
八
七

0
年
代
か
ら
徐
々
に
全
国
団
体
の
組
織
化
が
始
ま
り
、

プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ズ
ム

一
九

0
0
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
の
革
新
主
義
期
に
か
け
て
一
挙
に
組
織
化
が
爆
発
す
る

有
様
が
、
明
瞭
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
内
、
抵
抗
的
集
団
化
の
側
面
の
猥
い
団
体
類
型
の
形
成
パ
タ
ン

世
紀
転
換
期
前
後
に
訪
れ
た
企
業
の
全
国
的
組
織
化
（
ト
ラ
ス
ト
、

こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
団
体
数
が
、
大
恐
慌
か
ら
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に

各
団
体
類
ご
と
に
個
別
的
（
先
述
の
一
般
的
理
由
以
外
に
）
な
全
国
団
体
形
成
の
背
景
を
探
れ
ば
、

っ
て
、
労
働
組
合
の
急
増
は
労
働
者
の
増
加
、
労
使
関
係
の
緊
迫
化
を
、
友
愛
団
体
の
増
加
は
、
移
民
の
質
量
両
面
で

の
増
大
お
よ
び
相
互
扶
助
の
必
要
性
を
、
社
会
奉
仕
団
体
の
設
立
は
、
社
会
問
題
の
深
刻
さ
と
そ
れ
に
対
す
る
革
新
主

抵
抗
的
集
団
化
の
巡
展
は
、
大
衆
の
関
与
す
る
「
政
治
過
程
」
を
リ
ア
ル
な
も
の
に
し
、

ス
テ
ム
確
立
を
求
め
て
い
く
。

そ
れ
に
見
合
っ
た
政
党
シ

幹
部
政
党
と
し
て
の
共
和
ー
民
主
二
大
政
党
体
制
に
対
し
て
オ
ー
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
求

め
る
第
三
党
運
動
の
登
場
で
あ
ろ
。ア

メ
リ
カ
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
再
編
時
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、
政
党
支
持
勢
力
変
動
の

ご
く
大
雑
把
に
い

に
こ
の
期
よ
り
遅
れ
て
生
じ
て
い
る
）
。

（
但
し
、

団
体
に
組
織
さ
れ
た
成
員
数
自
体
の
増
加
は
、

例
え
ば
労
組
員
が
三
五
年
以
降
に
急
増
す
る
よ
う
に
、

一
般

か
け
て
の
時
期
や
六

0
年
代
末
と
比
べ
て
も
（
市
政
団
体
を
除
苔
）
、

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る

で
あ
る
。

一
八
九
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図 11 アメリカの第三政党＊の大統領選挙得票（数・率）推移
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既
成
政
党
革
新
派
大
統
領
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
も

い
ず
れ
も
運
動
が
生
ん
だ
と
い
う
よ
り
ム
ー
ド
が

転
轍
手
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
多
い
が
、
第
三
政
党
が
単
に
小
勢
力
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
政
全
般
に
重
要
な
影

聰
力
を
行
使
し
え
た
の
は
、
人
民
主
義
か
ら
革
新
主
義
に
至
る
こ
の
時
期
だ
け
で
あ
っ
た
（
図
11)
。
こ
の
時
期
に
は
、

一
九
―
ニ
ー
一
六
年
）
、
革
新
党
（
革
新
主
義
政
治
行
動
会
議
、
無
党
派
連
盟
、
社
会
党
、

体
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
を
推
す
、

一
年
I

、
最
高
得
票
率
、

九
二
年
、
ニ
・
ニ
％
、
二
七
万
票
）
も
こ
の
期
に
最
も
勢
力
を
伸
ば
し
た
の
で
あ
っ
た
。

選
挙
で
あ
っ
た
。

生
ん
だ
の
で
あ
り
、

一
九
二
四
年
）
が
相
当
の
力
を
発
揮
し
た
し
、
勢
力
は
小
さ
い
も
の
の
社
会
党
（
一
九
〇

一
九
―
二
年
、
六

・
O
%、

九
0
万
票
）
や
禁
酒
党
（
一
八
六
九
年
I

、
最
高
得
票
率
、

一
九
―
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
あ
り
、

な
ど
の
連
合

そ
の
葬
送
の
儀
式
が
二
四
年
の
大
統
領

―
二
年
選
挙
で
は
、
革
新
派
を
標
榜
す
る
三
政
党
（
革
新
、
民
主
、
社
会
）
は
、
実
に
合
計
―
一
三
〇

万
票
7
5
％
を
獲
得
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
時
全
ア
メ
リ
カ
に
充
満
し
た
か
に
見
え
た
革
新
主
義
ム
ー
ド
を
も
っ
て

し
て
も
、
独
自
に
権
力
を
握
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
（
民
主
党
革
新
派
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
当
選
）
。
す
な
わ
ち
人
民

主
義
ー
革
新
主
義
運
動
の
特
質
は
、
既
成
政
党
の
政
策
変
更
や
一
時
的
な
脱
党
を
引
き
出
す
に
足
る
力
を
も
っ
た
も

の
の
、
独
自
に
全
国
的
権
力
を
掌
握
し
、
永
続
的
な
新
政
党
を
産
み
出
し
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。

と
も
に
「
上
か
ら
の
改
革
者
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
二
四
年
選
挙
を
最
後
に
、
新
し
く
大
衆

運
動
を
基
盤
に
し
て
登
場
し
た
勢
力
（
農
民
、
労
働
者
、
急
進
的
知
識
人
、
社
会
主
義
者
）
は
全
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
自

ら
が
主
体
的
に
担
う
政
党
を
失
い
、

そ
れ
以
降
利
益
団
体
の
大
部
分
は
、
既
成
政
党
の
マ
イ
ナ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
た
る

以
上
の
諸
勢
力
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、

一
八

人
民
党
（
一
八
九

候
補
に
お
す
、

ー
一
九
―
二
年
）
、

革
新
党
（
全
国
革
新
主
義
共
和
連
盟
か
ら
発
足
、

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
を
大
統
領
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以
降
に
生
じ
て
い
る
の
に
対
し
、

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

ベ
ン
ト
リ
ー
の
理
論
作
業
が
こ
れ
以
前
に
終
了
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
論

こ
の
二
つ
の
ア
メ
リ
カ
（
以
前
と
以
後
）
へ
の
理
論
的
把
握
な
し
に
、
安
易
に
『
政
治
過
程
論
』

を
多
元
的
民
主
主
義
論
の
延
長
上
に
と
ら
え
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
も
う
一
点
は
、

（
過
程
論
と
支
配
論
）
で
示
し
た
複
眼
的
接
近
の
意
義
で
あ
る
。
ベ
ン
ト
リ
ー
が
分
析
し
た
工
業
化
過
程
の
危
機
的
転
換

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

だ
け
で
な
く
、
現
代
我
々
が
経
験
し
つ
つ
あ
る
工
業
化
以
後
過
程
の
そ
れ
へ
の
分
析
に
際
し
て
も
、
こ
の
い
わ
ば
、
状

況
ー
過
程
的
と
構
造
ー
支
配
的
の
二
つ
の
視
角
抜
き
に
は
、

ベ
ン
ト
リ
ー
が
二
つ
の
書

リ
ア
ル
な
分
析
像
を
切
り
結
ぶ
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か

ろ
う
か
。
即
ち
、
政
治
過
程
論
の
革
新
に
は
こ
の
複
眼
性
の
導
入
が
不
可
欠
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

属
記
]
本
稿
の
補
論
以
外
の
部
分
は
、
既
発
表
の
「
ベ
ン
ト
リ
ー
政
治
過
程
論
の
成
立
・
挫
折
・
転
回
」
(
-
)
（
二
）
（
『
阪
大
法
学
』
第
一
―

0
号
、
第
一
―
一
号
所
収
）
に
、
必
要
最
小
限
の
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
補
論
部
分
は
、
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
。

最
後
に
二
つ
の
事
を
確
認
し
て
む
す
び
と
し
た
い
。

4

む

す

ぴ

圧
力
団
体
に
自
ら
転
じ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

―
つ
は
、
政
治
過
程
論
の
発
展
が
、

こ
の
分
水
嶺
た
る
二
四
年
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